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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ビギニング　宇宙暦７０７３




　遠い閃せん光こうに遅れることコンマ数秒、鈍にぶい衝撃音が分厚い特殊硬化ガラスを通して、その部屋の中に届いた。

　アームチェアの老人は大たい儀ぎそうに顔を上げ、爆発の方向を見やった。そして、落ち着いた口調で家人に向けこう言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。遠い」

　枯れた声だが、口調はしっかりしていた。

「テロリストどもの狙ねらいは、このエリアではないようだ……」

「それはそうでしょう」

　と、老人と向き合う形でテーブルに着いていた若者が安あん堵どの表い情ろを浮かべながら言った。

「いかに悪あく虐ぎやく非ひ道どうのエグゾゼカンパニーの連中といえども、天下の我が一族に盾たて突つくほど身の程知らずとは思えません」

「そうかな……」

　と、老人は微笑ほほえみながら首を傾かしげた。

「それにしては、膝ひざが震えておるようじゃがの、ジョナサン」

「む、武者震いですよ、大おおお祖じ父いさま……」

　ジョナサンと呼ばれた青年は明らかにうろたえた。テロそのものに対する恐怖よりも、総すべてを見透かしてしまうかのような老人の、老いてなお衰えぬ眼力をこそ、彼はより恐れていた。

「ふむ。ならば感心じゃが……」

　ジョナサンを見る老人。

「いつまでコーヒーを搔かき回しておる気かの？」

「あ、これは……」

　しまったという顔付きのジョナサン。彼から見て目の前の老人は、曾そう祖そ父ふに当たる。本来なら『ひいじいちゃん』とでも気安く呼ぶところだろうが、わざわざ『大お祖父さま』と勿もつ体たいを付けて呼ぶということは、それだけ老人を畏い怖ふしているということに外ほかならない。少なくともジョナサンの方では、この曾祖父に対して過剰に構えてしまう。砂糖も入れていないコーヒーを無意識に搔き混ぜてしまうという失態は、その顕著な現れであった。

「あ、いや……これはですね、いざとなれば、いかにして大お祖父さまをテロリストどもの魔の手からお護まもりしようかなと、そればかりを考えるあまり……」

「自分の始末くらい自分で付ける！」

　と、老人は一いつ喝かつした。矍かく鑠しやくたるものだ。ジョナサンの役目は表向き、この老人の世話係ということになっているのだが、これではどちらが守もり役やくかわからない。人間としての格では、遥はるかに老人が上だ。

「伊だ達てに一世紀弱生きとらん……。それに、その『大お祖父さま』というのはよせと、あれほど言っておろうが。その呼び方は他人行儀で好きになれん。『ひいじいちゃん』『大おおパパのそのまたパパ』『グラングランファーザー』、この中からどれでも好きなのにせい。何なら、『じじい』でもよいぞ」

「そんな！」

　と、ジョナサンは絶句した。

「たとえ仮かり初そめや冗談にも、あなたのことを『じじい』だなんて、畏おそれ多くて、とても……」

「直系の曾ひ孫まごが、なにを萎縮しとる。すでに世代は交替しとる。これからはおまえら若者の時代だろう。違うか？」

「たとえそうでも、このジョナサン・ウエキ・タイラー、大お祖父さまを徒あだや疎おろそかには到底できません。あなたは、私の、尊敬する……」

「ありがとうよ」

　と、老人は目を細めつつも、口の中で小さく、

「駄だ目めだな、こいつは……」

　と呟つぶやかずにはおれなかった。

『エドの子たちの中では、出来損ないだ。人はいいが、要するにただそれだけだ』

　曾孫から心底畏怖されている、この老人の年齢はいったい幾つだろう。ちょっと目には、八十歳かそこらに見えるが、口振りからすれば実年齢はもっといっているようだ。しかし、人間もこのくらいの歳としになってしまえば、年齢などそう意味はない。

「言っておくが、ワシはもう、いつくたばってもおかしくはないぞ」

　淡々と、かつ飄ひよう々ひようと、老人は言った。

「たった今、あの爆発に巻き込まれて死んだとしても、何の悔いも、禍か根こんもないのだぞ」

「そんな……。まだ長生きしてもらわねば困ります！　もっともっと!!」

　ジョナサンの言葉には、一片の噓うそも社交辞令も含まれてはいない。しかし──いや、残酷なことだが、だからこそ──この気のいい若者の限界も、そこに如によ実じつに表れていた。

「まあ聞け」

　と老人。

「ワシとて、まだまだ長生きするつもりだ。しかし、そろそろバトンを渡せるランナーが欲しい。正直、もう走るのは辛い。完璧に引退して、悠ゆう々ゆう自じ適てきの快適な老後を過ごしたい。しかし、なかなかそうもいかんのが実情でな……」

「はあ……」

「むろん、おまえにとは言わんよ。しかし、孫や曾孫たちの中にも、ワシが営々として築いてきたこの『帝国』の、全権を委任できるほどの逸いつ材ざいは──」

「いませんか？」

「おらんな」

　と、老人は意外に険しい表情になって吐き棄すてた。

「小さな仕事をそつなく任まかせられる者はおる。補佐役くらいは無ぶ難なんにこなせる者も何人かおる。金儲もうけのうまい者や、小才の利きく者もな……。しかし、真の意味での後継者となると、ジョナサンや、おまえも含め、チャックも、マサユキも、コテツも……皆みな、器うつわではない」

「フランシスはどうでしょう？」

「あやつは所しよ詮せん、小役人。奴に託せば、銀河がせせこましくなる。もとより望むところではない」

「そうですか……」

ジョナサンは心底落胆の表い情ろを見せた。

「私は、あの男こそ逸材と見ていたのですが──」

「あやつめがかような逸材であれば、こうもテロの横おう行こうする世の中にはしておるまい。ああ、ワシがあと、五十歳か、せめて三十歳若かったらなあ……」

「何を気弱な。まだまだ頑張ってもらわねば……」

「おまえ、この老人を、まだ働かせるつもりか？　来年は百歳になろうかという、この老いぼれを？」

「何をおっしゃいます。まだ若いつもりでしょうに……」

　とジョナサン。

「先頃も主治医のキタグチ先生から、体力は六十代と折紙を頂いただいたではありませんか」

「あの医師せんせいの診み立たても、最近ではあてにならんよ。彼はとうに百を越えとる。ま、あいつが未いまだに現役で頑張っておるからこそ、ワシもまだまだと安心しておられるようなもんじゃがね……」

「ところで──」

　と、ジョナサンは話題を変えた。

「白はく寿じゆ（九十九歳）の祝いは、本当にもうなさらないのですか？　喜き寿じゆの時も、傘さん寿じゆや米べい寿じゆの時も、あれほど盛大でしたのに……」

「何を大層に……」

　老人は一笑に付した。

「齢よわいを重ねること自体が、どれほどのものかよ。ただボーッとしておっても、歳は取るわい！」

「しかし、失礼ながら九つ十く九もともなれば、生きることそれだけでもう、偉大なひとつの事業です。私には、とてもとても……」

「それはそれとして、はて、ワシ喜寿の時には、おまえはまだ、生まれてもおるまいに」

遠い爆破を聞き当てた耳と同じくらいに、老人の記憶力もまた確かである。

「母の胎内におりました」

「マチコさんののう……」

「喜寿のパーティの豪ごう華か絢けん爛らんたる様は、父からいつも聞かされております……」

「ふん。四十幾つで昔語りとは、エドの奴も耄もう碌ろくしよったわい！」

「父ももうじき、祖父ですから……」

「そして、おまえは父親か……。二十一歳の若さで……」

「はい」

　初めて目を細めるジョナサン・ウエキ・タイラー。

「もっと遊んでおればよいものを……。ワシなどおまえの年頃には、まだ学生で、ヨット三ざん昧まいの毎日だったぞ。まだ軍に入ることさえ、決めてはおらんかったわ。そんなに早くから自分の人生を決めてしまってどうする？」

「しかし、父が……」

　ジョナサンは偉大なる曾祖父と同じくらいに、赤毛の父を尊敬している。

「好きな人が現れたら、躊躇ためらうことなく結婚してしまえと、いつも言っていたものですから──」

「ふ～む……」

　老人は腕組みをして、天てん井じようを見上げた。

「あのエドの言葉として聞けば、実に重みがあるわい。確かにあやつの人生を想おもえば、それも一理あるのじゃが……」

「だから私は、ハイスクールで一緒だったドナと、さっさと結婚してしまいました。申し訳ありません」

「謝あやまることはない。確かにおまえ個人としては早まったかも知れんが、おかげでワシは百歳を前に、こうして玄孫やしやご（曾孫の子）に恵まれることにもなった……。うまくすれば生きているうちに、そのまた子を抱けるかも知れん……」

「是ぜ非ひそうしてください」

「よし、決めた！」

「何をです？」

「今から二十一年後じゃ──」

「二十一？」

「そうじゃ。今夜生まれるおまえの子が、今のおまえの同じ二十一になった時、パーティをやる！」

「それはいい考えですね。ぜひやりましょう」

「ちょうど、その時ワシは……百二十!!」

　ジャスティ・ウエキ・タイラーは会心の笑みを漏らした。その笑顔の向こうに、若き日の彼が──二十代にして無責任艦長、三十そこそこで大統領──一瞬透すけて見えた。

「つまり、ダブル還暦ですね」

　と、ジョナサン。

「最高です!!　ひいじいちゃん！」

「そうかそうか、ワッハッハ！」

　曾孫の肩を抱き、強ごう引いんに揺する。

「そうじゃろうそうじゃろう！　最高か!?　いや、当然至極、愉快愉快……。今まで誰もやらなかったような、盛大な、酒しゆ池ち肉にく林りんのパーティにするぞ」

　ことパーティの絢爛たることにかけては、銀河に並ぶ者なく、常にかつての自己の記録を更新し続けているタイラー老であった。それだけ長生きの楽しみも増すというものだ。

「もうその後は、葬式しかないぞ」

「そんな、縁えん起ぎでもない……」

「何を言う。葬式なら、二十代の時に一度、七十代で一度、もう二回も盛大なのを体験しとる!!　二度めの時は危あやうく本物の火葬にされかけた」

「そういうことも、あったのですね……」

　一度は誤報で、もう一度は敵の目を欺あざむく為に──。

「だから今度は、三度目の正直という訳じゃな。ブワッハッハ」

　早婚の割に生き真ま面じ目めなジョナサンは、この祖父が自みずから飛ばした冗談にも笑えない。

「それにしても、遅いのう……。おまえの子は、まだ生まれんのか？」

「もうそろそろのはずです」

　とジョナサン。

「ぼちぼち電話が入っても──」

　そう言いかけた時、タイミングよくベルが鳴った。

「きっと病院からですよ！」

　喜々として受話器を取り上げるジョナサン。しかし、その表情はじきに、軽い落胆に取って代わられた。

「残念ながら違います……なんて言っちゃいけませんよね。あなたにですよ」

「構わんよ」

　とジャスティ・ウエキ・タイラー。

「ひと握りの者しか知らんこの番号に……ということは、どうせ無ぶ粋すいな、特務機関からじゃわい」

「特務機関からの緊急電話を、無粋の一言で片付けてもいいんですか？」

「構うものか」

　と、タイラーはいけしゃあしゃあ。

「特務機関からのエマージェンシー・コールとは、常に無粋なものと決まっとる！」

『閣下……』

　くぐもった声で、無粋な特務機関の男は言った。

『緊急事態です』

「ワシの玄孫やしやごが生まれるということよりも、大事なことかね？」

『同じくらいに大変なことと判断致します……』

「そうか」

　真顔になる老人。

「君が、そう言うのならな……」

『例の物が、何者かによって持ち出されました』

「例の物？」

『Ｑ号バンクに保管してあった、例の保存サンプルです。サンプルナンバー、50番です』

「なに!?」

　途端に険しくなるタイラーの表情。ジョナサンが怪け訝げんそうに覗のぞき込こむのを『何でもない!!』と掌てのひらで蝿はえのように追い払う。

「ナンバー50？　すると採取時期はかれこれ五十年も前ではないか……」

『はい』

　と電話口の、くぐもった声。

『それ以降は、採取されておりません。つまり、最終ロット……ということになりますな』

「うむ……」

　と頷うなずく。

「それ以降は、直接細胞をサンプリングする方式に切り替えたからな……。しかし、誰が一体、何のために？」

『皆かい目もくわかりません』

「君にもか」

『申し訳ございません。全力を挙げてはおりますが、杳ようとして──』

「捜査は続けてくれ」

『当然です。当方の不ふ手て際ぎわです。本当に申し訳ありませんでした……』

「謝る前に、やることがあるだろう。だが、ひょっとすると、これは面おも白しろいことになるやも知れぬな」

『そんな、閣下！　面白いなどと……』

「マジじゃよ。君も内心は、密ひそかにそう思っているのではないかな？」

『まさか……』

　特務機関員は曖あい昧まいに言葉尻を濁した。

「まあよい。で、その盗まれたサンプルからは、どれほどの量産が可能なのだ？」

『それは、やろうと思えばほぼ無限に……』

「百や二百では、きかんということじゃな」

『残念ながら……』

「では十何年後かには、恐ろしいことになるのう……」

『もちろん発見され次第、順次処分致します』

「それこそ鼬いたちごっこか……。しかし、あまり気持ちよいものではないな」

『お気持ちは、お察し致します』

「悪いことに用いられねばよいが……」

『それは、何とも……』

「だろうな。ところで、だ」

『はい』

「残りのサンプルを、即時処分してくれ」

『全部ですか？』

「ああ、思い切りよくだ。ファイルごと抹消だ。後は封印するように」

『わかりました』

「二度とこういうことがないようにな……。ああ、それから──」

『はい』

「細胞サンプリングの方からは、一個体だけコピーを作れ。しかる後に、こちらも全部処分しろ」

『一体だけですか？』

「そうだ」

　念を押すように、タイラーは頷いた。

「一人いれば充分だろう」

『そうですな』

「向こうがハーフコピーのバタリアンを量産してきても、こちらはフルコピー一体で対抗できよう。ワシはそう信じる」

『諒りよう解かいしました』

「頼むぞ。細かい指示は、追って出す」

『大切な時にお騒がせ致しました』

「いや、御苦労だった……。頼んだぞ」

『はっ』

　ため息交じりに、受話器を置く。

「何か大変な電話だったようですね」

　さすがに曾祖父の顔色を見て、事態の重大さを把握するジョナサン。

「家族計画も、大変だということさ。それよりこんな時に、無粋な邪魔が入って済まんな、ジョニー」

「いえ……」

　重い空気を救うように、今度こそ吉報を告げる電話が鳴った。

『生まれましたよ！　お祖じ父いさん!!」

　と、彼の孫の声が言った。

「そうか……」

　目を細めるタイラー。

「祖父になった感想はどうだ、新米お祖父ちゃん？」

『僕が生まれた時の、あなたの気持ちがわかりましたよ。父親になった時とは、また別の感慨ですよ』

　と、四十代にして早はや々ばやと祖父になったエドことジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラー[image: ]世は言った。
















『結婚の時はえらいすったもんだがありましたが、その後は絵に描いたような順じゆん風ぷう満まん帆ぱんですね、私の人生は……』

「しみじみするのは、五十年早い！」

　一世紀弱生きてきたタイラーからすれば、まだまだエドなど老境とも言えまい。

　しかし──、

『何だか、声がすぐれませんね』

「おまえには隠せまい。いずれわかることだ……。玄孫の誕生を手放しで喜べないことになってしまった……。済まん」

『何が……一体？』

「親族がな……」

　と、老タイラーは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、思い切って言ってしまうことにした。

「親族が、一挙に二桁、下へ手たをすると三桁、増えることになるかも知れんのだ」

『は？』

電話口でうろたえる、孫の顔が見えるようだ。

『どういうことでしょう』

「話せば長い……」

　と、タイラーは言った。

「一体、どこから話せばよいのか、ワシとしても悩んでおるところなのじゃ」

　悩むあまり、玄孫の性別すら、うっかり訊きくのを忘れてしまうジャスティ・ウエキ・タイラーであった。










　第一章　スレイ




「このビルを設計した奴を、呪のろい殺してやる！」

　と、ドン・レオ・スレイは固く心に誓ちかった。

「特に、エレベーターホール周りの設計は、最悪だぜ。地獄に墜おちてもまだ、お釣りがくらぁ!!」

「同感だね、若いの……」

　乾いた紙を揉もむような声に、思わず振り向くスレイ。しかし、声の主は、彼の目線の高さにはいなかった。百九十一センチの彼の……。

「ここじゃよ」

　と、視線より一メートル下で、さらに老人は言った。何のことはない、彼は車椅子だった。車椅子！　いかん、親切にしなければと、その精神のいちばん奥深いところでは基本的に善人のスレイは思った。

「すまんが──」

　と、スレイを見上げながら老人は哀願した。

「百七十七階のボタンを押してはもらえんかな……。手が届かん」

「お安いごようさ、御老体」

　と、スレイは快く頷うなずく。この老人はいったい幾つだろう？　惑星ケレル産のケナシオマキザルに酷こく似じしたこの老人は──。百はいっているとスレイは見た。銀河は今、高齢者社会である。平均寿命は百歳を軽く越えつつあるが、人口そのものは二十一年前をピークに頭打ち状況。スレイは、まさにそのピークに誕生した世代だった。所謂いわゆるベビーブーマー・ジェネレーションズ、団だん塊かいの世代だ。石を投げれば同おない歳どしに当たる。

「すまんのう……」

　と、目を細める老人。笑うとますます、猿に似てくる。いや、大昔のＳＦ映画にこんなキャラ、登場しなかったか？　そう、主人公を鍛きたえる、老師の役で……。

「お若いのに、なかなか親切で感心な御ご仁じんじゃ」

「じいさん、独ひとり？」

　と、ボタンを押してスレイは尋ねる。自分の巨体が老人を威圧しないように、わざわざ身を屈かがめて。

「孫たちとはぐれてしもうて……」

　と老人。なんて人なつこい表情なんだ。こりゃ、基本的には老人嫌いの俺でも思わず好きになっちまうなあと、スレイは思った。

「そうか、大変だな」

　と、白のスリーピースをぴっちりと着込み、同じ色のソフト帽にロングマフラー、胸には紅あかい薔ば薇らの花を差したスレイは言った。一歩間違うと仮装大賞ものだが、不思議にこの若者には嫌いや味みの寸前で似合っていた。何よりその恰かつ幅ぷくのよい体格と、それに似合わぬ柔にゆう和わな表情に負うところが大きい。あるゆる意味でこの若者のスケールは桁けた違いだった。周囲から浮いてしまうことを気にも留めない。異端であることが全く苦にならないらしい。

「じゃ、下へ手たに動き回らない方がいいぜ」

　と、親切にもスレイは忠告した。

「なんなら、俺が一緒に捜さがしてやろうか？」

　半なかば以上、本気だった。

「それには及ばぬよ」

　と老人。

「今でこそこんな体ていたらくじゃが、ワシはたぶん、おまえさんの五倍は生きとる」

「うん、正解だろうな」

　頷くスレイ。目が可か愛わいい。睫まつげ、特に下の睫がどんぐり眼まなこには不釣合なほどに長かった。

「俺は確かに若えかも知れねえが、今日死んだって何の不思議もねえ身だ。案外じいさん、あんたより先に、あの世に行くことになるかも知れねえぜ。もっとも、俺の行く先はあんたとは違って、地獄だがよ」

「そうとは限るまい」

「いや、地獄さ」

　と、確信をもってスレイ。

「俺は十三の時に薬ヤクの売人バイニンをぶっ殺したのを手始めに、今日まで少なくとも百人は殺している。直接手を下しただけで、その数だ。あんまり面倒なんで数えるのもやめちまったくらいだ。間接的に殺した人間まで含めると、千はいくんじゃねえかな……」

「なんじゃ、それっぽっちか」

　と老人。

「それくらい得意満面、ひけらかすものではない。相手を見て言うものじゃ」

「もっと凄すごいのを、知ってるのかい？」

「ああ、何人もな」

「紹介して欲しいね。実を言うとそういう奴が、欲しいんだ」

「役に立つかどうかは別として、例たとえばここにも一人おるぞ」

「冗談がうまいね、じいさん」

　苦笑いするスレイ。八畳間ほどもあるエレベーターには、二人の他に乗客はいない。

「あんた、人を殺したことあんの？」

「ある」

　間かん髪はつを入れず、老人は答えた。

「ワシは、間接的にならおまえよりも四桁多く殺しておる。同じ地獄に行くとしても、おまえさんよりワンランク上の地獄じゃよ。はて、下かな？」

「な……」

　絶句するスレイ。

「マジかよ」

「噓うそではない。しかも、それで勲章を貰もろうた」

「は、そうか……軍人ね」

　合が点てんがいくスレイ。

「じいさん、退役軍人か、してみると、今日は戦友会ってとこかい？」

「ま、そんなもんじゃ」

　頷く老人。実態は大差ない。

「にしても、トロいエレベーターだな……」

　といらいらするスレイ。

「まだ着かねえぜ。新築ビルだってえのに、どうなってるんだ!?」

「何事も焦あせらんことじゃ、お若いの」

　と、老人は言った。

「も少し、ワシと話そうぞ」

「悪いけどな、殺さつ戮りく自慢のじいさんに付き合うほど、俺も暇じゃねえんだよ」

　老人の『前科』を知って、鼻白んだのか、それまでの親切心がなりを潜ひそめてしまうスレイであった。

「とっととてめえで、『戦友』とやらを捜しな！　俺は……自分を棚に上げて言うが、人殺しは嫌いだ！　特にそれを嬉うれしそうに話す奴は、大嫌いだ!!　あんなものは、何人殺しても、たとえ相手がゴミのような奴でも、嫌なもんだ。良心が麻ま痺ひするどころか、痛みが増すばかりだ！」

「それでも殺すんじゃろう？」

　と、老人。その言葉は核心を突いていた。ビクッとなって、振り向くスレイ。

「今日も、殺すんじゃろう？」

「じいさん、あんた何者……」

「まず、自分から名乗りなさい」

「スレイ……ドン・レオ・スレイだ。二十一だ！」

「ほう……」

　老人の眉が、微妙に動いた。

「二十一歳か、君は……」

「そうだ。さあ、今度はあんたが名乗る番だぜ、じいさん……」

「ジャスティ・ウエキ・タイラー……百二十歳」

「タイラー？」

　と、スレイは首を傾かしげた。

「どっかで聞いたことのあるような名前だな……。ああ、そうか！」

　はたと気付くスレイ。

「タイラーラーメンのチェーン店のオーナーか、あんた!!」

「やれやれ……」

　肩を竦すくめるタイラー。

「確かにそれも、間違いではない。孫が始めた傘さん下か企業のひとつじゃがね……。それがいちばん著名になってしまうとは、戦後教育はどうなっておるのか……」

「いや、あのラーメンは馬鹿にしたもんじゃねえぜ」

　と、慰なぐさめるつもりでスレイ。

「俺も貧乏時代にはさんざお世話になったし、実を言うと今でも好きなんだ。月に一度は、こっそり食べに行くぜ。特盛りネギチャーシューが『お気に』なんだ。でも、最近ちょっと、スープの味が落ちたかな……。チャーシューも薄いぜ。あれで二十ギガタイラスも値上げしたのは、詐さ欺ぎだな」

「飲食部門の責任者であるコテツに、そう伝えとくよ」

　ため息をつきながら、タイラー。

「まあそう落ち込むなよ、じいさん。今にきっと、いいことあるぜ。人生、どんなとこからだって、這はい上がれるもんなんだ。この俺がいい例でな……」

　不意にエレベーターのドアが開いた。目的の階ではなかった。

「大おおじいちゃん！」

　五歳くらいの男の子が、飛び込んで来た。

「みつけ～!!」

「ほほう！　バグジー!!」

　途端に相そう好ごうを崩し、好こう々こう爺や丸出しとなるタイラー老。

「おまえも迷子かい？」

「うん！」

　力一杯頷くバグジー。半ズボンが可愛い。

「ほらな、俺の言った通りだろ」

　思わず微笑ほほえんでしまうスレイ。

「いいこと、あったじゃねえか……」

　爪つめを嚙む。

「曾孫かい、会長？」

　老人の素す性じようがわかった（つもり？）ので、取り敢えず『じいさん』から『会長』に格上げである。

「いいや」

　と、ラーメンチェーン店のオーナー──確かに、それも噓うそではない──は首を振る。

「玄孫やしやごの一人じゃ」

「ふうん……家族が多くて、いいなあ……」

「おまえさんはおらんのか？」

「天てん涯がい孤こ独どくってやつさ」

　そっぽを向きながら、スレイ。

「施設で育ったんだ。迫害されてな」

「そうか……それで──」

「あのね、大じいちゃん……」

　五歳児なので、何の遠慮もなく話の腰を折るバグジー。

「あっちこっち、たんけんしたんだよ」

「へええ、そうかあ……。じゃ、今度はおじいちゃんと、一緒に探検するかあ？」

　百二十歳の曾々祖父は、五歳の玄孫と精神年齢は大差ない。実際『いい友だち』以外の何者でもなかった。

「あのね、上のフロアにも行ったの……」

　と、瞳ひとみを輝かせてバグジー。

「おもしろかったよ、ピストルをもったこわいおじちゃんたちが、いっぱいいたの」

「ほう……」

　ピクンと、スレイの背中が動いた。それを横目で確認してから、

「何人くらいいたのかな～？」

　と、尋ねるタイラー老。

「ひゃくおくまんにん!!」

　と、元気よく答えるバグジー。よくできましたといったところだ。

「も、もっと──」

　振り向いたスレイの表情が、真顔になっていた。

「正確な数が知りてえ!!」

「無茶を言うな」

　窘たしなめるタイラー。

「五歳児の認識能力に、これ以上何を期待しようというのかな？」

「何でもいい！」

　やにわに深々と頭を下げる。

「俺は……情報が欲しい……」

「お兄ちゃん、困っちゃったねえ……」

　と、目の中に入れても痛くない玄孫を見詰めるタイラー。

「何か思い出せないかい、バグジーや？」
















「そうだなあ……」

　自分が意外に期待されていることを子供なりに感じたのだろう、バグジーはちょっと真剣な表情になった。子供にとって、自分が大人から頼りにされているという感触は、なかなかの快感なのだ。

「コルトのレイガンもあったし、さいしんがたの、ヘッケルコックもあったよ。それも、ブタチャーシューつきのやつ」

「ヘッケラー＆コッホのプロパー７０００か！　ブースターチャージャー付きの!?」

　嚙み付くように迫るスレイ。

「そうだよ。プロパー７０００。五つはあったよ。あと、スパスのライアットガン」

「わかるのか!?　そんな代しろ物ものが、こんなガキに！　わかるってのか!?」

「バグジーがそう言うのなら、間違いあるまい」

　と、呟つぶやようにタイラー。

「この子の父親は銃器マニアでな……。その『薫くん陶とう』でバグジーも、五歳児としてはトップレベルの銃知識を持っておるのじゃ」

「助かったぜ……」

　安あん堵どするスレイ。

「奴らがプロパー７０００を持っているのかどうか、それだけがわからなかったんだ。それによって、こっちの対処も変わるからな……畜生！　プロパーまで調達できるとなれば、グレゴールの野郎も寝返ったに違えねえ!!　危あやうく蜂の巣にされるとこだったぜ!!」

　ひとしきりわめき散らすスレイ。それから、やおら笑顔に戻り、

「ありがとうよ、バグジー」

　と、グラブのようなごつい手でその頭を撫なでた。もし彼がその気になれば、バグジーの頭蓋骨など卵の殻よりも脆もろかったはずだ。しかし、老人は悠然と微笑んでそれを赦ゆるした。赦したのみか、さらに仰ぎよう天てんする提案を、彼はスレイに申し出た。

「スレイよ」

　タイラーは正面から若者の瞳を見た。スレイは目を逸そらすことができない。

『なんだ……？』

　と、彼は思った。

『こんな、いつくたばってもおかしくない年寄りの眼めに、なんでこんな力が宿ってやがるんだ。この俺が、吸い込まれそうになるなんてよ……』

「あれやこれやと手を焼かせたの」

　とタイラー。

「なあに、お互い様よ」

「世話焼きついでにもうひとつ、頼まれてはくれんか？」

「何を？」

「なあに……」

　微笑んで、猿に似た老人は言った。

「しばらくの間、バグジーを預かって欲しいんじゃよ。おまえさんの、これから行こうとしておる場所まで一緒に連れて行って、この曾ひい々ひい孫まごに『社会見学』させてはもらえんかのう……」

「な──!?」

　さすがのスレイが、暫しばらくは返す言葉を見付けられなかった。

「お、俺の……」

　彼は叫んだ。

「俺の仕事が、俺の立場が、わかって言ってやがるのかよ!?」




「スレイの野郎も、今こ宵よい限りよ」

　と、ヘッケラー＆コッホ・プロパー７０００を片手にアレクサンドル・リジンスキーは言った。惑星連合宇宙軍でも正式採用されたエナジー・パルスを発射する最新式軍用サブマシンガンである。しかも近距離なら軽装甲車輌さえ撃破可能なブースターチャージャー付きのモデルだ。はっきり言ってギャング同士の抗争にはオーバークオリティーな代しろ物ものである。

「なにしろこいつで狙ねらわれた日にゃ、防弾チョッキも、個人用バリアーシステムも意味がねえときた」

　そう言って、頼もしげにプロパー７０００の軽合金製メタルストックを撫でる。

「へっへっへ、アレクの旦だん那な、こいつを調達するには、えらい手間と金がかかっているんですからね」

　と、仲間内では『武器商人』の異い名みようを取るグレゴール・ウォンが揉み手しながら北ほく叟そ笑えむ。

「その辺のところを、何なに卒とぞひとつ宜よろしくお願い致しますよ……」

「わかってるって」

　と、鷹おう揚ように頷くリジンスキー。

「スレイの野郎さえ始末すりゃ、奴の縄張シマからの上がりは、全部こっちのもんだ。そうなりゃ銃の代金プラス軍に払ったリベート、全部倍にして返してやるぜ」

「三倍で……」

「ちょっ、こすっからい奴め」

「なにせ、体を張った商売ですから……」

「わかったわかった。しかし、ようやくスレイの奴を引っ張りだすことに成功したんだ、この機を逃のがしたら、次に奴を始末するチャンスは滅めつ多たに巡ってくるもんじゃねえ」

「だからこそ、確実に奴を仕留められる、こういう物ぶつ騒そうな飛び道具も必要だった訳で……」

「ああ、その通りだ」

　リジンスキーの兄弟分で、彼とは固い絆きずなで結ばれた同志でもあるチェ・ジョンヨルが言った。

「まったく見てくれによらず、スレイの野郎くれえ用心深い奴も珍しい。何のかんのと理屈をほざいて、定例幹部会議にも出席しやがらねえし、新春恒例の年賀の挨拶までスッポかしやがる」

「奴に言わせると、そういうしきたり自体、もう旧ふるいということなんだろうがな……」

　と、やはりプロパー７０００を構えながら幹部の一人フリオ・チェーザレ。

「ま、要するにそれだけ俺たちを恐れていやがるってこった」

「単なる臆病者なのかも……」

　と、グレゴール。病的なまでに肉乗りの悪い、蒼白い唇が震えた。

「奴を見縊くびるなよ、グレゴール」

　と、ジョンヨル。

「やる時は、断固としてやる漢おとこだぜ、スレイは……」

「それは知ってる」

　とフリオ。

「たとえ、相手が身内でもな」

「奴に身内なんて、いやしねえよ」

　とグレゴール。

「施設で育った、コインロッカーベイビーのあの野郎にはな……。自分だけだ。俺たちカンパニーの仲間も、仲間と思っちゃいやしねえ。だから、『粛正』と称してケインを殺やった時だって……」

「俺は忘れねえぞ！」

　と、憎悪に瞳を燃やして、フリオ。

「ケインの仇かたきは、必ず取る！」

「とにかく、俺たちは血判状に名を連ねた『同志』だ……」

　グレゴールは目配せした。

「もう後戻りはできねえ。必ず奴をぶっ殺す！　プロパーのエナジーパルスで、粉こな微み塵じんにしちまえ!!」

「牛刺ユツケみてえにな……」

　と、ジョンヨル。

「しかし、奴は来るのか？」

　とグレゴール。

「本当に、来るのか!?」

「来るさ」

　と、フリオ。

「いくら薄情なあいつでも、まさか六代目総長の襲名披露をスッポかす訳にはいくめえ」

「ま、な。それに、この会場がまたよく出来ていてな」

グレゴールはニヤリ、葉巻を嚙み潰つぶした。

「フロアへの入場者は、必ずこのエレベーターホールを通って、エントリーしなきゃならねえ。スレイがどんなに用心深くとも、人間である限りは壁を通り抜ける訳にはいかねえんだ」

「まさに、誂あつらえたような会場だな」

　感心するジョンヨルに、

「バ～カ、誂えたんだよ！」

　と、得意げに吹ふい聴ちようするグレゴール。

「このスーチョワン・パレスサイドホテルのオーナーは、この俺だ。エレベーターホールを設計したのも、この俺だ。総すべてはスレイの野郎を、確実に抹まつ殺さつするためにな……」

「そのためだけに……」

　呆あきれつつもため息をつくフリオ。

「銀河一、金のかかった鼠ねずみ捕とりってえ訳だ」

「なあに、スレイの息の根さえ止められりゃ、そんな投資はすぐにでも回収可能だ」

「それは言える」

「なにしろ──」

　と、フリオは言った。

「いまやカンパニーの最高幹部で、『シュープリーム』の流通に反対しているのはスレイ一人だからな……」

「そうとも。あの商売さえ軌道に乗れば、我らがエグゾゼカンパニーの運営資金は、今とは比較にならないほど潤うってのに……」

「スレイは頑固だからな……」

「おまけに先代の信任も、不思議と厚かった」

「何だって、奴はあんなに『シュープリーム』を嫌うんだろう？」

「『シュープリーム』だけじゃねえぜ。ドラッグは全部だ。スピードも、ダウナーも、チョコまで毛嫌いしてる」

「チョコなんて、いまや合法も同然だぜ。女子高生でも持ってるし、警察も取り締まらねえってのに……」

「殺しもテロも平気なくせに、ドラッグにだけはあそこまで潔けつ癖ぺきだなんて、奴は施設にいた頃、何かあったのか？」

「さあな。だが、それももうじき終わる」

　リジンスキーは北叟笑んで言った。

「何で先代総長が、あれほどにスレイのことを重く用いていたかは知らねえし、奴の過去がどうだったかなんてことに関しちゃ、こちとら何の興味もねえ。だが、先代がああして寝たきりになり、甥おいっ子の六代目が跡目を継ぐ。俺たちにとって重要なのは、それだけだ。ぼんくらな六代目を票決で次の総長に決めてやったのは、俺たち幹部だ。つまり、あのお坊ちゃんが総長になれたのは、俺たちのお陰だ」

「まったくだぜ」

　とフリオ。

「例によって、スレイの野郎はその時の総会も欠席していたからな……」

「ま、出席しても多数決で、六代目の座は動かなかったろうがな」

「つまり六代目は、俺たちに対して借りがある。俺たちが連座すりゃ、その意向には絶対に逆らえねえ。おまけに六代目は、最後まで自分の就任に関して猛反対していたスレイのことを、快く思ってねえ」

「当然だ」

「ま、その辺が、あのぼんぼんの、器の限界でもあるんだが、俺たちにとって都合がいいのは、先代のようなカリスマ型の総長よりも、思い通りにコントロールできる、六代目のような傀かい儡らいだ」

　だからこそ、スレイは最後まで頑強に抵抗したのだが、結果としてそれは彼と六代目との間に、埋めようのない溝を作っただけだった。

「ともあれ、六代目からお赦ゆるしは頂いただいてある。今日のお披露目の式を血で汚しても、お咎とがめは一いつ切さいなしだ」

「新総長としても、それで目の上のたん瘤こぶが消える訳だからな……」

「スレイさえ消えりゃ、あとはもう『シュープリーム』の売り放題だ。カンパニーの財源は、より強固なものになり……」

「俺たちの、懐ふところも潤う……」

　くくくという忍び笑いが、一同の口から漏れた。

「だからこそ、しくじるなよ」

　と、その場を締める、リジンスキー。

「スレイが生きていたという痕跡すら、残すんじゃねえぞ！　どうせ奴は、天涯孤独の風来坊よ」

　携帯無線が鳴った。

「俺だ」

　と、受信機を取り上げるリジンスキー。

『スレイがエレベーターに乗りましたぜ』

　と、部下の声。

「よし、鼠は網にかかったぞ」

　リジンスキーの唇が醜みにくくめくれ上がる。

「さあみんな、本日最大の余興、大射撃大会だ！」

　七挺のプロパー７０００──それだけで戦車の砲撃にも匹ひつ敵てきする──を含む数十挺の銃口が、エレベーターホールを取り巻くように集中した。




「俺はな、これから蜂の巣にされるかも知れねえ場所に乗り込むんだぜ」

　と、スレイは言った。

「もちろん、それなりの覚悟もあるし、対抗策も用意しちゃいるが、それだって万が一ということもある。目に入れても痛くない大切なお孫さんを、怖くって預かれねえよ」

「おまえさんは善人だな」

　と、タイラーは彼を見上げ、しみじみ言った。

「心の底から、真の善人じゃな。安心せい、おまえは必ず、天国に行くよ。しかし、それは今日ではない」

「なに!?」

「バグジーを預かれ、これは命令だ」

　有う無むを言わさぬ口調で、タイラー。

「生き延びろ。おまえにつまらぬ死に様は、晒さらして欲しくない……」




「それにしても、やけに遅いエレベーターだな」

　銃を構えたまま、フリオが言った。

「いくら何でも、遅過ぎねえか？」

「途中で誰か乗ったらしい」

「構うこたあねえぞ」

　とジョンヨル。

「そいつも一緒に、ユッケにしちめえ！　よりにもよって、スレイなんかと一緒のエレベーターに乗る奴が悪い!!」

「そういうことね」

　とグレゴール。

「そいつもまったく、運が悪いよ……」

「そう言えば今日の襲名式は、全館貸し切りのはずじゃなかったのか？」

「それが、何とかというじいさんのダブル還暦の祝いのパーティとやらも一緒で、開催日が重なっちまったらしい」

「ダブルブッキングかよ……。ずらせなかったのか？」

　とフリオ。

「駄だ目めだったらしい」

　とリジンスキー。

「そのじじいの誕生日が地球暦の七月七日、つまり今日でよ」

「だったら会場を移せよ」

「それが、向こうもなかなかに強ごう引いんでな……。金は持ってるし、それなりの権力もあるから、譲らねえときた」

「物好きによ……」

「ここの料金を払えるくらいの奴なら、俺たちが泣く子も黙るエグゾゼカンパニーと、気付かねえはずもあるめえに……」

「しっかし、ダブル還暦たあ、いくら平均寿命の長え昨今たあいえ、恐れ入る……」

「まったくだ」

「俺たち……その半分でも生きられっかなあ……」

「しみじみ言うな！」

　リジンスキーが叱しつ咤たした。

「確実なのは、世の中には百二十歳までのうのうと生きる奴もいれば、本日今日限り、二十一歳でミンチになる奴もいるってこった!!」




「わかったぜ……」

　と、ようやくにしてスレイは折れた。

「そこまで言うなら、バグジーを預かってやろうじゃねえか。しかし、最後の最後まで責任は持てねえぞ」

「どういう結果になろうとも、恨まんよ」

　と、タイラー。

「あとで父親か母親を、迎えによこすでな……」

　次のフロアで、一人降りるタイラー。

「さよなら、大おおじいちゃん！」

　スレイに抱かれ、手を振るバグジー。

「またあとでね」

「ふふふ……。バグジーよ。おまえもなかなかの人物じゃのう……」

　微笑むタイラー。

「スレイを頼むぞ」

「どういう意味だよ、おい!?」

「そうそう、言い忘れた……」

　別れ際、閉まりかけたドアに向けタイラーは言う。

「その子を疎おろそかには扱うでないぞ。バグジーはワシの玄孫やしやごであると同時に、正真正銘、未来のラアルゴン皇帝でもあるんじゃからな」

「え!?」

　何か言おうとしたスレイの目の前で、ドアが閉まった。

「じいさん……」

「おじちゃん」

　バグジーがその円つぶらな瞳で、スレイを見上げた。

「ジャスティ大じいちゃんを知らないの？」

「ラーメン屋の会長という以外にはな……」

「大じいちゃんは、そのむかし、だいとうりょうだったこともあるんだぞ」

「え？」

「ほんとうに、しらない？」

「さあ……お兄ちゃん、学校にはほとんど行ってないから……。特に歴史ってやつぁ、苦手でね……」

「ちゃんとべんきょうしなよ」

「おまえに言われたかねえ！」

　声は怒っているが、目はとても優しい。

「とにかく、おじいちゃんはえらいんだぞ。ぼくもえらいけど……」

　確かに、スレイと一緒にいて少しも臆することがないとは、バグジーにも大物の片へん鱗りんはある。

「おまえ、未来の皇帝って本当かよ……」

「ほんとうだよ」

　と、こともなげにバグジー。

「ひいおばあちゃんは、まえの皇帝陛下。おばあちゃんは、いまの陛下。パパは、こうたいし。で、ぼくは、こうたいそんっていうんだってさ」

「おまえ……」

　慌あわててバグジーを離し、自分の手を見詰める。

「フルネームを、言ってみろよ」

「うん」

　皇太孫バグジーは、すらすらと澱よどみなく、自分のフルネームを諳そらんじてみせた。

「西域銀河公バグジー・マローン・ウエキ・タイラーＶ世＝ノワール・ド・エル・クラン・ライクン」




「貸し切りにしようと思えば、できた……」

　と、独り自動車椅子を動かしながら、タイラー老は呟く。

「そんなもの、ワシの財力と権力をもってすれば、苦でもなかった……。しかし、こういう展開も、楽しいのではないかと思うてな……。これが、世間から邪じや険けんにされておる年寄りの、世の中に対するせめてもの反撃というやつかも知れんて……」

「おじいちゃん！」

　孫たちがそのタイラーに殺さつ到とうする。

「またこんなところで独りになって!!」

「何かあったらどうするんです!?」

「何もありゃせんよ」

　と憮ぶ然ぜんとして言うタイラー老。

「何もな……」

　しかしいまや祖父が打ち立てた偉大な『帝国』の覇は権けんを争う孫たちは、彼の言葉など聞いてはいない。

「さあ、とにかく会場へ！」

「皆さん、お待ち兼ねですよ」

「わかったわかった……」

　そんな老人に、一人の女性が取り乱した様子で近付いてきた。

「ひいおじいちゃん！　バグジーを見ませんでしたか？」

　小さな西域銀河公の母親は、タイラーの直系の曾孫で、現皇太子に嫁とついだサンドラである。現皇太子の祖母はかのアザリン（ゴザ十六世）であり、タイラー家とラアルゴン皇帝家の血統をひとつにするという悲願は、ようやく彼女の代になって成じよう就じゆしたのであった。

「ちょっと目を離した隙すきに、いなくなってしまって……」

「子供と年寄から目を離してはいかんよ」

　と、自分のことは取り敢えず棚たな上あげしてタイラー。

「その隙すきに、銀河を引っ繰り返してしまうかも知れんからのう。フフフ……」

「そんな悠ゆう長ちような……」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ」

　と、瘋ふう癲てん老人は言った。

「バグジーなら、さっき見た。ちゃんと、安全なところに預けてある。どんな託たく児じ施し設せつよりも、安全なところにのう……」




「おじちゃん、なにしてるの？」

　バグジーが尋ねる。

「お兄ちゃんと呼べ！」

　とスレイ。

「俺はまだ、二十一だぞ!!」

「ぼくからみれば、じゅうぶんおじちゃんだよ」

「おまえ、将来いい暴君になるぞ……」

　スレイはポケットから取り出したリモコンを掌の上で、カチカチと弄もてあそぶ。

「それ、なあに？」

「見りゃわかるだろ。リモコンだよ」

「そんなの、わかってるさ。ぼくだって、バカじゃないんだぞ」

　小さな暴君はふてくされた。

「なんのリモコンかって、きいてるのさ」

「ビデオ……かな……」

　とスレイ。

「あちゃ～、しまった！」

　天を仰あおぐ。

「どしたの？」

「ビデオ録画、忘れてきちまった……。やっぱ慌あわてると、ロクなことがねえや」

「なんのばんぐみ？」

「『銀河爆風メガバスター』の再放送さ」

　と苦笑しながらスレイ。

「今日は、初代メガバスターが涙の自爆をして、パワーアップした二代目のハイパーメガバスターにバトンタッチする回だったのになあ……」

「スレイにいちゃん、メガバスターすきなの？」

「好きだとも!!」

　少年のように瞳を輝かせ、スレイ。

「施設ハウスにいた頃から、あればっかりは大好きでな。生きて帰って、ビデオ録画を見るつもりだったんだが……」

「なら心配ないよ」

　と、バグジー。

「ぼくんちに、ぜんわボックスがあるから……。今度ダビングしてあげる」

「本当か!?」

　喜々として叫ぶ。

「ぼくもすきだよ、メガバスター」

「そうか」

「やっぱりしょだいメガバスターがケンタしょうねんをかばってみずからのいしでゴルゴンまおうをみちづれにばくしするかいって、なんどみてもないちゃうよね。ハイパーメガバスターって、みんなはつよくてカッコいいっていうけど、デザインがさいあくだよ」

「話が合いそうじゃねえか……」

「やっぱり、むてきだけどこころのかよってないハイパーメガバスターよりも、こころがあって、ケンタしょうねんといたみをわかちあっていたしょだいメガバスターがすきなんだ。さくがのぎじゅつレベルがひくくても、しゅやくのせいゆうがへたでも、しょだいがさいこうって、パパもいうよ」

「パパはオタクだな……」

「うん。でも、いいものはいいよ。リメイクばんは、よくうごいてはいるけど、やっぱりオリジナルにはかてないよ。えがらもとつぜんかわるし……」

「バグジー」

「え？」

「前ぜん言げん撤てつ回かいだ。おまえ、いい皇帝になれるよ。いや、きっとなれる！」

「そう？」

「しかし、偉いな。『メガバスター』はおまえが生まれる前の番組だぞ」

「ようちえんでは、みんなとはなしがかみあわなくて、ぼくだけういてるよ」

「それだけおまえは恵まれてるんだ。いい親がいるって証拠だ……。羨うらやましいぞ」

　リモコンを、ポケットにしまう。

「そうか、『メガバスター』好きか……。また見てえな……」

「みられるよ、きっと」

「そうだな」

「ぼく、しゅだいかフルコーラスうたえるよ」

「そうかそうか……」

　微笑んで頭を撫でる。

「兄ちゃんも、大好きだ」

　あのマサ・ヤマモトの歌う『銀河爆風メガバスター』の主題歌は、幾つになっても燃える。超燃えだ。

「よし、生きて還かえるぞ」

　と、呟くように言うスレイ。

「生きて還って、全話立体ハイパーＬＤボックス限定版を見るんだ！」

「ノンクレジットのオープニング・エンディングつきだよ」

「わかってる……」

　微笑むスレイ。彼は明らかに、一筋の光こう明みようを見み出いだしていた。




　扉とびらが開く。

「最さい期ごだぜ」

　と、薄笑いを浮かべ、プロパー７０００のサイトを覗き、セーフティロックを解除するリジンスキー。

「さらばだ、スレイ！」

　銃爪トリガーに掛けた指を──、

　引けなかった。

「な──!?」

　現れたスレイは、片手にバグジーを抱いていたからだ。

「なに……」

　誰もが一瞬、撃つことを躊躇ためらった。スレイがあまりに堂々としていたことと、バグジーがあどけなかったせいで。

「ひ、卑ひ怯きようだぞ!!」

　叫んだのは、ジョンヨルだ。

「が、ガキを楯たてにしやがって！　それでも人間か、てめえ!!」

「あんまり人のこたあ言えまいぜ」

　ズラリと並んだ銃口を睥へい睨げいして、スレイ。

「こりゃまた、大層な御歓迎だな。嬉しいぜ……」

　ひい、ふう、みい……。小口径の銃は敢えて無視して、プロパー７０００の数だけを取り敢えず確認する。要は一発で即死さえしなければいい。

　全部で七挺。上等だよ！

「ええい、構うこたあねえ!!」

　業ごうを煮やして、ジョンヨルはわめく。

「ガキごとやっちめえ！」

「いけません……」

　と、傍かたわらにいたジョンヨルの腹心が、彼を制した。

「子供を撃つと、大衆を敵に回します」

　口調は柔らかいが、一歩も譲らない覚悟が窺うかがえる。

「邪魔するな、プラティープ!!　大衆がどうした」

「ジョンヨル様は、大衆の本当の恐ろしさがわかってない！」

「聞いた風なことを──!!」

　構わず、トリガーを引こうとする。

「いけません！」

　プラティープと呼ばれた腹心は、その寸前、体ごとジョンヨルにぶつかった。銃口は逸それ、発射されたエナジーパルスはただの一撃で、エレベータホールの天てん井じようにあったシヤンデリア──それだけで、優に数億ギガタイラスはする──を消滅させた。

　クリスタルの破片が、雨となってホールを遠巻きにしていた連中の頭上から降り注ぐ。

「うっ！」

「グアッ!!」

　何人かは、もろに破片に目をやられた。

　スレイは咄とつ嗟さに、身を盾にして未来の皇帝陛下を護まもった。背中に無数の破片が喰い込むのを感じる。

「む……」

　笑って耐える。

「野郎！」

　プラティープを払い除のけたジョンヨルが、プロパー７０００を向ける。

「死にくされ!!」

「てめえがな」

　左手でバグジーに目隠ししつつ、右手で懐から抜いたマグナムの一撃で、スレイはジョンヨルの額ひたいに風穴を貫通させた。スローモーションで倒れるジョンヨル。

「バグジー……」

　彼は囁ささやく。

「目を瞑つむれ！」

「どれくらい？」

「そうさな……」

　と、スレイ。

「『銀河爆風メガバスター』の主題歌を、フルコーラス歌う間だ。それから、目を開けろ」

「うん」

　バグジーは言われた通りに目を瞑り、五歳児にしてはしっかりとした歌唱力で、『銀河爆風メガバスター』をがなり始めた。




　♪銀河の涯はてからやって来た　僕らを助けにやって来た




　スレイはゆっくりと立ち上がった。右手にマグナム。左手にもいつの間にか、レイガンが握られている。




　♪星を超え　闇やみを抜け　僕らの正義だメガバスター　強い味方だメガバスター




　無数の銃口が、今度は遠慮なくスレイに向けられる。スレイはその一瞬、何な故ぜだかとても嬉しそうにニヤリと嗤わらった。




　♪撃つぞ必殺　メガトンビーム




　マグナムにどてっ腹を撃ち抜かれたリジンスキーが、血ち飛沫しぶきを噴いて仰向けに倒れる。倒れながらも右手はプロパー７０００のトリガーを引き続け、暴れ狂う銃口は何人もの仲間を盛大に道連れにした。




　♪悪魔斬り裂け　バスターソード




　振り向きざまにスレイは、左手のレイガンの光条で数人を撫で斬りにする。フリオの利き腕が肘ひじから寸断され、そこから先はプロパー７０００を握ったまま、フロアに落ちた。

「うがあ～ッ！　腕が、腕がァ───ッ!!」

　その口の中に、狙い澄ましたマグナムの一撃。フリオは口から言葉の代わりに血を吐き散らして、静かになった。




　♪見たか悪党　このパンチ　正義の怒り　受けてみろ




　なおもスレイに向けられるプロパーの銃口。その時、スレイはポケットからあの『ビデオ』のリモコンを取り出し、自分を狙う銃口に向けてスイッチを押した。

　轟ごう然ぜん、プロパー７０００のブースターチャージャーは爆発し、射手を含む数人を巻き込んで火ひ達磨だるまに変えた。フロアに響く、絶叫。

「へっ、あのジャンク屋、なかなかいい物を寄越すじゃねえか……」

　リモコンにキスするスレイ。




　♪どんな時でも　負けないぞ　絶対ゼッタイぜったいＺＥＴＴＡＩ負けないぞ




　撃ち尽くしたマグナムとエネルギーが空からになったレイガンを捨て、落ちていたプロパー７０００を拾い上げるスレイ。腹に一発、38口径の銃弾を喰らったが、蚊かにさされた程にも感じない。




　♪無敵　衝撃　メガバスター　ああ銀河爆風メガバスター




　ニヤリ、嗤わらう。プロパー７０００が残敵を一いつ掃そうした。襲名披露会場は、今や悪魔のゴミ集積所と化していた。隅すみっこの壇だん上じようでは、独り蚊か帳やの外に置かれていた六代目が小便を漏もらして震えている。




　♪どんな敵にも　負けないぞ　絶対ゼッタイぜったいＺＥＴＴＡＩ負けないぞ




「ま、待ってくれ！　話し合おう!!　話せばわかる!!　頼む。俺は奴らに脅おどされて、無理やり武器の調達を手伝わされただけなんだ～！」

　見栄も外聞もなく命乞いするグレゴールに、

「なら……」

　と、スレイは微笑んで、言った。

「貴様だけはよけい生かしちゃおけねえな。脅されたくれえでてめえの節せつを曲げるような奴は、生きていても百害あって一利ねえ」

「そんな。おたす──」

「ならねえ！」

　プロパー７０００を逆手に振り上げ、渾こん身しんの力でもって銃じゆう床しようを叩きつけるスレイ。グレゴールの頭は一撃で原形をとどめなかった。




　♪無敵　衝撃　メガバスター　ああ銀河爆風メガバスター




「終わったよ……」

　とバグジー。

「悪わりぃ、バグジー」

　と、帰り血を浴び、微笑んでスレイ。

「もうちょっと、我慢しててくれ。まだおまえにゃ見せたくねえもんがある」

「わかった……」

「いい子だ」

　壇上で震えている六代目に、カツカツと近付く。

「御襲名、おめでとうさんです。六代目……」

「い、いやだ～！」

　後あと退ずさりしながら、六代目は叫ぶ。

「僕はならないぞ！　六代目なんかになるもんか!!　ヤクザは嫌だ～！」

「珍しく意見の一致を見ましたな。確かにそれがお宜よろしいでしょう……」

　微笑んで言い、あとはもう紙屑のように無視して背中を向けた。

「まだ暫くは、五代目が現役、私が代行ということで……」

「鬼だ……おまえは鬼だ！」

　背中に浴びせられる雑言も、むしろ褒ほめ言葉に聞こえる。

「おい。いつまで這いつくばってんだよ」

　と、床に伏していた男に声をかける。プラティープだった。

「私を殺さないんで？」

「もう充分、殺したさ……」

　と、会場の死体を数えながらスレイ。

「六代目はあの通りだし、これ以上殺したら、会場の片付けを手伝ってくれる奴がいなくなるだろうが」

「私はジョンヨルの懐ふところ刀がたなだった男ですよ……」

「ジョンヨルがおまえをそれほど評価しているようには見えなかったぞ」

「煙たがっていたんです。なにしろ、私は懐刀としても切れ過ぎましたからね……」

　うっすらと笑って、プラティープ。

「俺を助けたのは、何故だ」

「何故でしょう？　ただ言えることは、私もドラッグは大嫌いだということと、子供に銃口を向けるのには抵抗があるということくらいでして……。それ以外の価値観では、悉ことごとくあなたと対立するかも知れませんよ」

「そういう奴も、必要かもな……」

　とスレイ。

「何しろ俺には、信頼できる部下ってやつが一人もいねえんだ。さすがにこれからは、一人じゃまずい状況になりそうでな……」

「懐刀の切れ味……試してみますか？」

「見掛け倒しのなまくら刀だったら、即座に折って棄すてるぞ！」

「御随意に……」

　プラティープは立ち上がった。

「プラティープ・チュリアカーン……。惑星イサーンの出身です」

「ほう……『シュープリーム』の原料になる、葉っぱの産地じゃねえか」

「ええ、それと幼児虐ぎやく待たいのメッカですよ」

「なるほど……。今は給料安いぞ」

「じき稼げるようにしてみせますよ。葉っぱ抜きでね」

「気に入った！」

　スレイはプラティープの肩を叩いた。

「お～い！　終わったぞ、バグジー」

「目を開けていい？」

「ああ。ホールの方は、見ないようにしてな……。帰って一緒に、『銀河爆風メガバスター』見ようぜ、な！」










　第二章　揃い踏み




「上の階で、ヤクザが撃ち合いをしたんですって……」

「死人が出たようですわ」

「まあ、物ぶつ騒そうな……」

　とパーティ会場で思いおもいに着飾った貴婦人たちは眉を顰ひそめる。

「よりにもよって今日、同じこのホテルで、ヤクザの親分の襲名披露の催しがあったらしいですわよ」

「いやですわね。どちらか別の日にずらせなかったのかしら……」

「私、早々にも退散致したいですわ。血を見るなんて、大嫌い……」

「あ～ら、そんなことをおっしゃってもおよろしいの？」

　別の淑しゆく女じよから意地悪く突っ込まれる。

「確かに今帰れば、トラブルに巻き込まれる危険は少ないでしょうね。でも、せっかくのイツマ様の御ご尊そん顔がんを拝はいする機会もまた、失われましてよ」

「確かに、それを言われると辛つらいものがありますわね……」

　と、思案顔の貴婦人。

「一目だけでも、イツマ様に──」

　ちょうどその時、フロアの一角で、小さなどよめきが起こった。

「イツマ様ですわ！」

「あれがイツマ様ですの!?」

「ええ……」

「ああ、いつ見ても凜り々りしい御お姿すがた……」

　登場しただけで、会場の人気を独占してしまう。特に婦女子の支持は圧倒的だった。

　イツマ・ウエキ・タイラー。二十一歳。ジャスティ・ウエキ・タイラーから数えて五代目の直系で、今や膨大な数に膨ふくれ上がった一族の中でもひときわ光こう彩さいを放つ存在だ。タイラー老が誰よりも目を掛け、後継者の最右翼と目もくされている。加えて、容姿・資質ともに突出していた。飛び級に飛び級を重ね、十七歳にして銀河中央大学の総合科学部を首席で卒業──三流大学をやっとの思いで卒業した曾々祖父とはえらい違いだ──、十九歳で総合科学者ネクシヤリストの博士号を取得。その華々しい経歴からして、どちらかと言えば突然変異と言ってよさそうだ。少なくとも凡ぼん庸ような父親のジョナサンをして、『鳶とんびが鷹を生んでしまったようで……』と自嘲させるだけのものはある。

　この日も、イツマは会場の人気を独占してしまっていた。皆──少なく見積もっても招待客の約半分は──本日の主役であるタイラー老よりも彼を見るために、わざわざこの会場に足を運んだのである。それだけのものが、確かにイツマにはあった。

　イツマの容姿は、ジャスティ・ウエキ・タイラーという外見的には何の取り柄もない男に、代々美男美女を交配ブリードしていったその究極の結果であった。つまり、曾々祖母であるユリコに始まり、その娘キサラに嫁いだシゲチヨ・ヤマモト、その子エドにはマチコ・バッハ・カヤマというとびきりの美女、そのまた子のジョナサンはクラスメイトでミス・ハイスクールのドナ・ランブリングを連れ合いに選び、都合五代の『執念』で淘とう汰たされた貴種こそが、イツマなのである。

　イツマは身長一七八センチ、細身の剣を思わせる体型である。スポーツは万能で、片手間に始めた射撃の腕前は教官に『俺はこの仕事を辞やめたくなった』とぼやかせ、ハイスクール時代──イツマは十五歳で卒業している──にはキュービックチェスの全銀河チャンピオンとなり、絵を描かせれば油絵と水墨画の二部門で百華会の特別推薦を獲得し、その一方で自みずからはヤマノイケ流舞踏の名取にしてタツキ流生花の家元で……と、数え上げれば枚まい挙きよに暇いとまがない。万能人間とは、イツマのためにあるような言葉だった。しかも、よくある器用貧乏ではない。どの道でも既に一流で、どっち方面に進んでも、超一流になることは保証されていた。天性の素質プラス、イツマには超人的な努力を苦にもしないというさらなる才能があったし、加えて性格的には無類の負けず嫌いだった。同じ相手に二度続けて負けるという『醜態』を物もの心ごごろついて以来、イツマは自身に決して赦ゆるそうとはしなかった。それでいて人当たりはソフトで物腰は柔やわらかく、常に絶やさぬ微笑ほほえみと、けっして乱れぬ身嗜みだしなみは完璧であった。とどめに、その完璧ぶりを決して『完璧の演技』とは意識させないだけの自然体ぶりをも、イツマは生まれながらにして身に付けていた。

　この日のイツマ・ウエキ・タイラーはどちらかと言えばラフなツィードのジャケットを普段着感覚で着こなして登場した。ただし、胸ポケットに差した一輪の純白なマグノリアの花が、ギリギリのところでそのスタイルをフォーマルたらしめていた。もっとも、イツマが着こなせばたとえどんなラフな恰かつ好こうでも──極端な話、ジャージスタイルでも──フォーマルとして通用してしまうだろう。事実、イツマはジーンズにＴシャツというスタイルで客の服装にはうるさい某有名ディスコ──政治家や芸能人にさえラフな恰好では門前払いを喰わせることで有名だった──のチェックをパスしたという伝説的逸いつ話わを残してもいる。そうしたエピソードの数々でもまた、イツマは優に一冊の本が書けるほどの『実績』をものしていた。実際、登場する雑誌も一流経済誌から三流ゴシップ誌までジャンルを問わず、自身を中心に組まれた特集の多さでもおそらく銀河史上ダントツ──その若さを度外視しても、なお──で、イツマを表紙に起用した雑誌は例外なく、その号の売り上げが三割は伸びるのだった。いや、平常号の三倍増刷にしてさえ、即日完売ということも珍しくはなかった。出版業界ではイツマのことを『潰つぶれそうな雑誌の救世主メサイア』と呼んでいるらしいが、それもむべなるかなである。

　余談ながら、イツマは自著も既に二冊上じよう梓ししている。人気に比例してはこれは少ないように思えるが、それはイツマの性格がそうさせたのである。彼はゴーストライターなどという存在を心底嫌悪していたし、口述筆記や対談集などという『やっつけ仕事』は自身の誠実さとプライドが断じて赦ゆるさなかった。その代わり、出版された二冊の本はいずれもビリオンセラー（百万ミリオンの千倍、つまり十億ビリオン）となっている（出版社は税金対策で頭を悩ませた揚あげ句く、全社員とアルバイトはおろか窓清掃員にまで六十か月分のボーナスを支給し、社屋を百階増築して無意味に広い資料室にしたらしい）。さらに、その二冊の著書のうち一冊は『ＤＮＡ維新』という生科学の入門書であり、もう一冊は『蝶の伝言ことづて』という前衛詩集といった多彩ぶりである。

　そんな人物が、パーティ会場で衆人の耳じ目もくを集めない訳がなかった。イツマはたちまち、追っかけの娘どもにもみくちゃにされた。

「きゃ～っ、イツマ様よイツマ様よ！」

「イツマ様が、歩いてる～!!」

　ある者はせめてイッマの袖にでも縋すがろうとし、またある者はイツマの祖父譲りの赤毛の一本でも引っこ抜いて生しよう涯がいの宝にしようとする。まさに収拾の付かない事態だが、そんな迷惑な取り巻きどもさえ、イツマは邪険にはしなかった。彼の誰に対しても優しい態度は、どんな時にも崩れなかった。たとえストーカーでさえ、イツマの微笑みには改心はしないまでも感じ入るものがあった。

「押さないで」

　と、イツマは静かに言った。

「押さないで、みんな。僕はずっと、ここにいるから──」

　その声がまた、嬌きよう声せいを触発する。

「イツマ様が喋しやべった！」

「イツマ様が息してる～!!」

　そんな当たり前のことさえ、波女たちには充分に『神の啓示』となり得た。イツマは既に『教祖』であった。もし、あと半世紀早く生まれていたら、イツマを教祖に頂いただくことで、かのブラックセラフィムの銀河制覇も何の苦もなく達成されていたことだろう。たとえその祖父や、そのまた祖父が束になっても抗し得たかどうか……。
















「またイツマが主役か……」

　と、パーティ会場の片隅にはごく一部だが、そんなイツマの人気をやっかむ連中も存在する。いずれもイツマと同世代の従い兄と弟こや、再従兄弟はとこたちだった。

「面おも白しろくねえぜ」

「あいつが来ると、会場中の若い女をさらわれちまう」

「俺たちだって、同じタイラー姓を持つ一族だってのによ……」

「ぼやくなよ、レイジ」

　と、彼らの中でもリーダー格──ま、人望はイツマに較くらぶべくもないが、アンチ・イツマ同盟の盟主として──のブリンゴが言った。

「同じなのは姓だけで、貌かおひとつとってみても、おまえとイツマじゃ雲うん泥でいの差だ」

「そいつは認めねえ訳にはいかねえけどよ……」

　と、彼とは仲好しの従兄弟レイジ。

「やっぱ面白くねえもんは、どこまでいっても面白くねえ……」

「まあ、イツマがああやってちやほやされているのも、今のうちだけさ」

　とブリンゴ。

「いつか化ばけの皮をひん剝むいてやるぜ。今のうち、せいぜい我が世の春を謳おう歌かしてろ」

「そうね」

　と、彼らとはやはり従い姉と妹こ関係にあるライザが呟つぶやいた。

「あたし、イツマが大嫌い！　あんなのの、どこがいいのかしら」

「頭の足りない小娘どもには、人気があるんだろ」

　とレイジ。

「それにしたって……。なんかイツマって、嫌味っぽくて好きになれないわ」

「そこいくと、俺たちって仲好しだよね」

　とブリンゴ。

「そう、従兄妹同士って言うより、兄弟姉妹みたい……」

「しょうがないよ」

　とレイジが苦笑しつつ言った。

「俺たちって、親同士が六つ子だもん……」

「ま、会場中の婦女子の方はイツマに任まかせて、俺たちは会場中の酒の方を担当しますか」

「それっていつも通りのパターン」

「いいじゃないか。俺たちって、少なくとも酒やクルマには不自由してねえもんな……」

「ああ。それと、遊ぶ金にもな……」

「女担当はイツマ、酒担当は、俺たち『はみだしチルドレン』」

「その自虐的な呼び方、いい加減やめたら？」

「いいじゃねえか。実態はその通りなんだし……」

「一緒にしないでくれる」

「よく言うよ。またお見合いに失敗したんでしょ、お嬢さん」

「フン……。こっちから願い下げだわよ、あんな三流オトコ……」

「じゃ、今日はライザの破談記念パーティだ」

　ブリンゴは思わせぶりにパチンと指を鳴らした。

「おい、ベルファルドくん、すまんが酒を持って来てくれんかね」

　彼らの近くにいた青年に声をかける。

「いつも通り、取り敢えず未開封のシャンパンを半ダースばかり頼む」

「ドンペリ以外、受け付けねえぞ」

　と、念を押すレイジ。

「いい加減僕のことを、ボーイ扱いするのはやめてください」

　ベルファルドと呼ばれた青年は、精彩を欠く容姿だった。メスジャケットもまるで似合っていない。まったくホテルのボーイと間違われても仕方のないところなのである。イツマの足元にも及ばないのは較べるのも気の毒として、生まれながらの坊ちゃん嬢ちゃんである『はみだしチルドレン』たちにも──品格は別として──負けている。

「僕だって、タイラー家の人間なんですから……」

「連れ子が偉そうに言いやがる」

　と、相手にもしないレイジ。

「何かおっしゃいまして、ベルファルドくん」

　と、ライザは視線も向けずに冷たく言い放った。

「早く、シャンパンを運んで来てちょうだい。ベルファルドくん」

「僕は……イーサン・ベルファルド＝タイラーです」

　握り締めたベルファルドの拳こぶしが、ふるふると震えた。

「あなたたちと同じ、タイラー家の人間なんです。ボーイじゃない。確かに僕は連れ子かも知れない。大お祖じ父いさんの直系じゃない。でも、ジャスティ大お祖父さんは、僕のことを一族として、認めてくれた……」

「何か、勘違いをされているんじゃありませんか、ベルファルドくん？」

　と、彼の言葉はあっさり無視して──そういう言い方だけ、彼らは名門の子し弟ていらしくしっかりと板に付いているのだった──ブリンゴ。

「僕らは君のことを一族だなんて思ったことは、一度だってありませんよ。たとえ大お祖父さまが認めても、傍らは認めませんよ。連れ子の君が、栄はえあるタイラー家の人間だなんて……」

「ねえ」

　とライザ。

「母さんから聞いたんだけど、あなたのお母様、いかがわしい客相手に水商売をなさっている女だったんですって？　それで、あなたの父親が誰なのかも、よくわからないんですってね……」

「へっ、誰の胤たねかもわからない奴が、タイラーの姓を名乗ろうなんて、図々しいにもほどがあるぜ。いくらイツマ一人が頑張って平均点を上げたって、一族の評判がこのところ芳かんばしくない訳だ……」

　とレイジ。

「ただでさえ、俺たちはおまえのせいで、多大なる迷惑を被こうむってるんだ。こうして、口をきいてやるだけでも、有り難く思えよ。野良猫の子」

「わかりましたか」

　と、ねっとりとした口調で顔を近付け、ブリンゴは言った。

「わかったら、さっさと行ってシャンペンを持って来なさいね。わかりましたか、あかの他人の、イーサン・ベルファルド＝ナントカくん……」

　ベルファルドの瞳が、くわっと見開かれた。彼はやおら、左手でブリンゴの蝶ネクタイを摑つかむと、右手の拳を振り上げた。しかし、それを叩きつけようとする寸前、彼の脳裏に母の懇願する表情が浮かんだ。

　そう、涙を一杯に溜ためた母の──。




「母さん、また引っ越すの？」

　と、運送業者によって運び出される荷物を眺めながら、八歳のイーサン・ベルファルドは尋ねた。

「そうよ」

　と、二十四歳の若い母親は答える。年齢の割には化粧荒れした肌だが、それでもベルファルドにとっては、最高の頰ずりを与えてくれる肌だ。

「また新しいパパ？」

「何度言ったらわかるの」

　と母。

「あの人はね、おまえのパパじゃないのよ」

「でも……」

「あれはね、ただのママの夫……。それも、今では他人なのよ」

「でも僕は……パパが欲しいよ」

「ママだけじゃ足りないの？」

「そんなことはないけど……」

「わかったわ。でもね、今度のパパは自慢できるパパよ。前のパパみたく、仕事もしないで一日中ゴロゴロしているパパとは違うの……」

「でも、僕には釣りと、トランプの手品を教えてくれたよ……」

「高い授業料だったけどね」

　ため息を漏らす母。

「今度のパパはね、凄いのよ。ママにもようやく運が巡ってきたわ」

「どんなパパ？」

「あのね、おまえに言ってもわからないでしょうけど、今度のパパの名字は、タイラーっていうの」

「タイラー？」

「そう。凄い名前よ。おまえも明日からは、ただのイーサン・ベルファルドじゃなくて、イーサン・ベルファルド＝タイラーになるの……」

「あんまり嬉しくないなあ……」

　と、意外にもベルファルドは渋った。

「僕は、ただのイーサン・ベルファルドの方がいいや……」

「お願いだから、そんなこと言わないで！」

　と、母親は力一杯、彼を抱き締めた。

「イーサン！　お願いだから、ママの大出世を祝福してちょうだい!!　これはママにとって、ようやく訪れたビッグチャンスなのよ……。この貧乏アパートから、抜け出す……」

「わかったよ」

　と、聞分けのよさがベルファルドの取柄だった。

「わかったよ、ママ……」




「イーサン！」

　と、母親の平手がベルファルドの頰に飛ぶ。

「どうしてブリンゴ坊っちゃんを殴なぐったりしたの!?」

「あいつが意地悪だからだよ……」

　十歳のベルファルドにとって、それが精一杯の言い訳だった。

「それに、一発だけさ。あいつは僕を、二十三発も殴ったよ。レイジは僕を十七発殴って、五発蹴けったんだ。それなのに、一発しか殴り返さなかった僕が、どうして叱しかられなくっちゃいけないの？」

「いけないからよ!!」

　さらに一発、母の平手が飛んだ。ブリンゴに殴られた二十三発と、レイジの十七発プラス五蹴りを全部併あわせたよりも、ベルファルドにとっては母のこの一発の方が痛かった。

「あいつら、ママのことを『ばいた』って言ったよ。ねえ、『ばいた』ってどういう意味？　僕は『ばいたのこ』だから、殴り返しちゃいけないの？」

「そうよ、いけないのよ！」

　母はベルファルドを抱き締めた。

「いけないのよいけないのよ！　いけないのよッ!!　我慢してね、イーサン！　タイラー家には、大きな恩があるのよ……。こんな立派なお屋敷に住めるのも、坊っちゃんたちと同じいい学校に通えるのも、全部タイラー家のおかげなのよ」

「僕……前のアパートにいた方が幸せだった……」

　と、ベルファルドは言った。

「グータラだけど、前のパパの方が好きだった……。よく殴られたけど、それでも優しかったよ。パパと競馬場に通っていた頃の方が──。前のパパの方が、僕に色々なことを教えてくれた……。学校にもロクに通えなかったけど、今の学校は楽しくないよ。みんなで僕のことを、仲間外はずれにするんだもん……」

「忘れるのよ！」

　母は叫んだ。無理を承知の、魂たましいの絶叫だった。なまじそれがわかるだけに、ベルファルドも辛つらいのだ。

「忘れてちょうだい、お願い!!」

「わかった……」

　と、ベルファルドはうなだれた。

「我慢する……。僕のためじゃなくて、ママのためだよ……」




「なんだよ、その拳はよ……」

　振り上げたまま下ろされた拳を見て、レイジが揶や揄ゆした。

「犬の子が、殴ろうってのか？」

「殴れる訳、ないですよね」

　と、その手を払い除のけ、襟元を正すブリンゴ。

「殴ればどういうことになるか、君がいちばんよく知っていますものねえ、タイラー家のお荷物の厄介者の、居い候そうろうのベルファルドくん……」

「…………」

「へへへ……、殴りたきゃ、殴ってもいいんだぜ」

　とレイジ。

「殴ってみろよ。ま、その瞬間におまえも、おまえのお袋も、本当にタイラー家とは無関係の、あかの他人になっちまうがな……」

　そう言って、手にしたゴブレットの中の飲みかけの赤ワインを、ジャバジャバとベルファルドの頭からかけた。幾いく条すじもの紅あかい滝が、彼のメスジャケットを濡らした。

「さあ、わかったら早いとこ、シャンペン持って来いよ、ベルファルド～」

「わかり……ました……」

　唇を嚙んで、ベルファルドは頷いた。

「シャンペンを、持って来ます……」

「持って参ります」

「持って……参ります……。ブリンゴ坊っちゃん……」

「最初から素直にそうしろよ」

　とレイジ。

「本当に、学習能力のねえ奴だなあ……」

「やだ。まるでいじめみたい」

　ケラケラ笑い転げる、ライザ。

「なにげに後味わる～ってカンジぃ……」

「こいつが悪いのさ」

　とブリンゴ。

「身の程知らずだから、俺たちもついついエスカレートしちゃうのさ。いっそ殴ってくれたら、その時はもう、お互いかかずり合わずに済むんだが……」

「やっぱこいつ、財産狙ってるのかもね～」

「そいつは傑作！」

　と、手を叩いてレイジ。

「誰が鐚びた一いち文もん、貰われ猫なんかにやるもんか」

「さあ、早くシャンペン持って来ようかぁ～、ベルファルド。五秒で持って来れたら、金払ってやるぞ～」

「やっだ～、懐かし～」

「購買にパン買いに走らせてた頃を思い出す～」

「さあ、急げ！　ベルファルド!!　誰も期待してねえけど……」

「五、四、三、二、一……はい、時間切れ～!!」

「残念だったね～。でも行って来てね～」

「……はい」

　踵きびすを返してシャンパンを取りに向かおうとしたベルファルドは、その途端に誰かの胸にぶつかった。

「あ……失礼……」

　ベルファルドの顔の高さに胸板がある。ベルファルドは一六七センチと小こ兵ひようだが、それでも相手が並外れて大きいのがわかる。

「すみません……汚してしまいました……」

　相手の胸に付いてしまった赤い染みを慌てて拭ふき取ろうとして、ベルファルドはそれが、自分がかけられたワインによるものではないことに気付き、改めてぎょっとなった。

「行かなくてもいいぞ、ベルファルド」

　と、初対面のその漢おとこは、唸うなるように言った。

「行ったらおまえは、その瞬間に漢じゃなくなる」

「なんだおまえは!?」

　と、レイジが咎とがめた。

「そんな恰好でこのパーティ会場に入って……。招待券は!?」

「あるぞ」

　と、スレイは低く答えた。

「ここに……」

　彼は左肩に、未来のラアルゴン皇帝を乗せていた。

「き、貴様！」

　ブリンゴがわめいた。

「バグジー殿下を、降ろせ！」

「やだ!!」

　とバグジー。

「ここがいいんだ！」

　どうやらバグジーは、スレイの肩がすっかりお気に入りの玉ぎよく座ざと化してしまったらしい。

「てめえらを見てると、虫むし酸ずが走るぜ」

　とスレイは言った。全身の返り血が凄絶である。

「ブリンゴとレイジは、いつもベルファルドをいじめるんだよ」

　バグジーが耳打ちした。

「やっちゃえ！」

「そのつもりだ。だが手加減しねえとな……」

「な、何だ……」

　スレイの凄味に、レイジは気け圧おされた。

「おい、誰か、この闖ちん入にゆう者しやをつまみ出せ！」

「誰が闖入者だ？」

　と、スレイ。

「俺は皇太孫殿下を、返しに来ただけだぜ」

「なら殿下を置いて、とっとと立ち去りたまえ!!」

　精一杯の虚勢を張る、ブリンゴ。

「いや。ジャスティ・ウエキ・タイラーのじいさんに直じき々じきに返す」

「お、大お祖父さまが、貴様などに会うものか！」

「雑魚ザコは退のいてろ」

「ざ、雑魚だと……」

　さっと蒼ざめるブリンゴ。

「俺たちを、タイラー家の子弟と知って──」

「邪魔だ」

　スレイはバグジーを抱いたまま、右手で軽くブリンゴを払い除けた。いや、軽く払い除けたつもりだったが、実際にはブリンゴの体は三メートルも宙を飛んで、頭からテーブルに積み上げてあったシャンパングラスのピラミッドに突っ込んだ。

「わあ───ッ!!」

　盛大に割れるガラスの音と、ブリンゴの絶叫。

「顔が、僕の顔が……」

「貴様！」

　慌てて摑みかかろうとするレイジの横面を

「ふんッ!!」

　と、返す平手が音高く打ち据えた。それだけでレイジの下か顎がく骨こつは、完璧に脱だつ臼きゆうした上に、大きな三つの破片と細かい無数の破片にまで粉砕された。

「歯が──」

　床の上をイモリみたいにのたうち回るレイジ。

「歯がァ──────ッ!!」

　その場に卒倒するライザには目もくれず、左肩にはバグジーを乗せたままスレイはずんずんと、会場の奥へと進もうとした。貴婦人たちの絶叫が巻き起こり、会場は騒然となる。

「きみ……」

　スレイを呼び止めたのは、意外にもベルファルドだった。

「待ちたまえ」

「何か用か」

「ここ……」

　と、薔薇の花を無む造ぞう作さに散らしたようになったスレイの白いスーツの一点を指差し、ベルファルドは冷静に言った。

「他のは全部返り血だけど、ここだけは君の怪け我がじゃないか。急所に近いし、早く手当てした方がいいよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　スレイ。

「かすり傷よ。それより今は、タイラーじいさんに礼を言わなきゃな」

「自分の体力を過信してはいけないよ」

　とベルファルド。

「肝臓に届いているんじゃないのか？　早く処置しないと、取り返しのつかないことになるぞ」

「ほう……」

　スレイは明らかに、この一見間の抜けた表情の若者を見直した。

「おまえ、俺が怖くねえのか？」

「怖くないね」

　とベルファルドは言った。

「バグジー殿下が、少しも怖がってはいないもの……」

「なるほど……」

　目を細める。

「目は付いていやがるんだな。でも、なんだってさっきはあれだけいたぶられて、殴るのをやめたんだ？」

「僕には僕の、事情があるのさ。本当ならお礼を言うべきところなんだろうが、君は君で気持ちよかったろうから、おあいこだな。貸し借りはなしだ」

「面白え野郎だ」

　とスレイ。

「それに、おめえの眼め、気に入ったぜ。はて？　誰かに似ているな……」

　同じような眼に、今日は二回も見据えられた。自分とまともに視線を合わせられる者を、スレイは取り敢えず尊敬することにしている。

「どうしたのです!?」

　そこへ駆け付ける、長身の男。身長だけならスレイとほとんど変わらない。背広を無難に着こなしていたが、このパーティ会場にはやや場違いである。彼は瞬時にして、状況を把握した。

「ブリンゴさん、レイジさん……」

　タイラー家の公きん達だちが、二人も傷付けられたのは彼にとって由ゆ々ゆしき事態だった。単に二人の若者が暴行を受けたというにとどまらず、一族の名誉が踏み躙にじられたにも等しい。

「なんということをしてくれたのだ!!」

　男はスレイを真正面から睨にらみ付け、指先を突き付けた。まだ若い。二十代後半といったところだろうが、仮にもスレイを前にして堂々たる態度は──タイラー家という後ろ盾があったにせよ──立派なものだ。黒い髪をオールバックにし、眉毛が太い。所謂いわゆる美男子ではないが、少しでも見る眼のある女性なら彼を放ってはおくまい。

「自分が何をしたのかを、たっぷりとわからせてやるぞ。私は君を告発する!!」

「虚きよ勢せいではなさそうだな……」

　さすがに、スレイにもそれはわかった。彼は仕事に命を懸けている。

「何者だ、てめえ？」

「アキヅキさんだよ」

　と、ベルファルドがスレイに耳打ちした。

「タイラー家の筆頭顧問弁誰士……敏びん腕わんだよ」

「見りゃわかる」

「たとえ君が何様でも、必ず罪を償つぐなわせてやる！」

　厳たる覚悟で、キリヒト・アキヅキは言った。

「私は公正たる法の番人だ。法以外、何者も恐れはしない。覚えておきたまえ」

「今日は嬉しい日だ……」

　と、むしろスレイは微笑んだ。

「骨のある奴に、何人も出会えた……」

「アキヅキ……そいつを死刑にしてくれ」

　顔をハンカチで押さえたブリンゴが、執事に腕を支えられてよろよろと立ち上がった。

「俺を、俺の顔を……」

　泣いていた。

「お黙りなさい!!」

　と、そんなブリンゴをも一いつ喝かつするアキヅキ。

「ブリンゴさん……。あなたたちも不ぶ様ざまだ。タイラー家の名に泥を塗ったことは、否定できませんよ」

「なに……」

　さっと蒼ざめるブリンゴ。

「て、てめえ、雇われ弁護士のくせに……」

「雇われているのは、あなたの大お祖父さまにです。あなたにではありません……。さあ、とっとと顔を洗っていらっしゃい！」

「と、当主が俺の代になったら、貴様は馘首クビだ！」

「あなたに実権が行けばね……」

　冷ややかに言い放つアキヅキ弁護士。

「くそっ、くそっ!!　大お祖父ちゃんに言い付けてやる！」

　そのブリンゴの手を、誰かが取った。

「もうよそう、ブリンゴ」

　イツマだった。

「さあ、これ以上醜態を晒さらさないうちに、君は退場したまえ……」

「イツマ……」

　悔くやしいが、やはり格が違う。

「イツマくん！」

　ベルファルドが眼を見開いた。

「ほう……」

　スレイも、イツマを見た。

「同じ公きん達だちでも、こいつは少しばかり違うようだな」

　と──、

　イツマがそのスレイに、つかつかと歩み寄った。

「え──!?」

　あっという間に間合を詰められ、スレイは意表を突かれた形になった。こんなに無造作に、他者の接近を赦ゆるしたことは、スレイにはかつてない。あれば殺されていても、文句は言えまい。実際、イツマに殺意があれば、彼はこの一瞬に難無く目的を遂すい行こうしていたはずだ。

「おい……」

　ピシッと、電光のような平手の一撃が、下から上にスレイの頰を打ち据えた。

「な……」

　下へ手たなアッパーカットよりも強烈である。

『な、なんて野郎だ……。こんな細身で、それも平手で、俺に一瞬、眩暈めまいを起こさせやがった……』

「赦さない！」

　と、イツマはスレイに言った。

「僕は君を、絶対に赦さないぞ!!」

「何のことだ？」

　とスレイ。不思議と腹は立たなかった。それよりも相手の見事さを賞賛してやりたい不思議な衝動に駆られた。
















「バグジー殿下を、血ち腥なまぐさいことに巻き込んだだろう。五歳の幼児を──!!」

「な、何を言いやがる！」

　反はん駁ばくするスレイ。

「そもそも、てめえん家ちのじじいが、嫌がる俺に無理やり子守を押し付けやがったんだぜ！　それに、殿下だってけっこう喜んでたんだ」

「五歳児に、善悪の判断がつくものか！　君は殿下を危険な目に遭あわせ、なおかつ彼に残虐極まりない大量殺さつ戮りくを見せたんだぞ。その心の傷が、殿下の心にどれほどの傷を負わせるか、成長後、どのようなトラウマとなって残るか、その影響をこれっぽっちでも考えたか!?　僕は絶対に、君の暴挙を赦す訳にはいかない！」

「それは……悪かったぜ……」

　素直に頭を下げる、スレイ。

「すまねえ……」

「イツマ！」

　スレイの肩から、バグジーが飛び下りた。

「スレイをいじめるな、いじめるな！」

　小さな拳が、スレイの膝ひざ頭がしらをドンドンと連打した。

「スレイはせいぎのみかたなんだぞ!!」

「殿下……」

「手て懐なずけたなあ……」

　感心するベルファルド。

「あれだけ暴れておいて、子供にあそこまで好かれるなんて……。なんだか僕も、好きになっちゃいそうだよ……」

「スレイをいじめるやつは、このぼくがしょうちしないぞ！」

「いいんだ、バグジー……」

　と、その肩にそっと手をやるスレイ。

「正義の味方でも、たまには間違うことはあるんだ……」

「スレイ……」

「それに、俺はそんな立派なもんじゃねえさ。ただの人殺しよ」

「その通りだ！」

　そこへ現れる、ヨレヨレのトレンチコート姿の三十男。不ぶ精しよう髭ひげを生やし、手に逮捕令状を持ち、一ダースばかりの武装警官を従えている。誰がどう見ても、刑事以外には見えなかった。

「湾岸十二分署、捜査一課のリカルド・ゴメスだ！　ドン・レオ・スレイ!!　大量殺人、器物損壊、暴行傷害、住居不正侵入並びに誘ゆう拐かい未み遂すいの現行犯で逮捕する！」

「いいけどよ……」

　と、余裕で舌打ちするスレイ。

「誘拐未遂ってえのだけは、濡れ衣ぎぬだぜ」

「言い訳は署で聞こう……」

　スレイに電磁手錠をかけるゴメス刑事。スレイは抵抗しなかった。

「あんたとも因いん縁ねんだねえ……ゴメス警部補」

　苦笑いするスレイ。

「警部だ」

「ありゃりゃ、昇進したんだ。こいつはおめでとう！　万年警部補の汚名返上だね。これであとは、逃げた奥さんが帰ってくれば万々歳ってか……」

「余計なことは、言わんでいい!!　また余計な手間をかけやがって……」

「そういや、俺が初めてパクられたのは、まだあんたが交番勤務の頃だっけ……」

「そいつもこれが最後だ。あれだけ殺せば、まず間違いなく死刑だな」

「同感ですね」

　とアキヅキ弁護士。

「けど、いったい裁判に何年かかるのでしょうか？　ま、何年かかろうとも、必ず最後には絞首台が待っていますよ」

「この惑ほ星しでは今はガス室です」

　ゴメス警部が言った。

「どっちでもいいわな」

　と、スレイ。

「俺には関係ねえこった」

「すぐに出られますよ」

　と、そんなスレイに耳打ちした者がいた。彼の腹心になったばかりの、プラティープだった。

「司法取引ってやつを、使うんです……。まあ二週間といったところでしょうな」

「そんなに早く、出て来られるのか？」

「エグゾゼカンパニーの力を侮あなどっちゃいけません。今まであれだけ違法なことをしても、幹部で死刑になった奴がいましたか？」

「なるほど……。人脈ってのは、こういう風に使うもんなんだな」

「出て来られたら、色々教えてあげますよ。それにしても……」

　プラティープは、横目でアキヅキを見た。

「まさかあいつと、こんな場所で再会しようとはね」

「プラティープか……」

　と、アキヅキも彼に気付いた。

「久し振りだな、キリヒト」

「ふん。法学部以来だな。エグゾゼカンパニーの手先になったとは聞いていたが……」

「因縁だね。俺は首席、おまえは次席……。久々にその差を見せてやれそうだな」

「なに、司法試験に合格したのは、私が先だということを忘れてもらっては困る」

「おまえの弱点は、知り尽くしてる」

「お互い様だ」

　アキヅキは笑って、スレイを指差し、

「悪いがその男には、死刑になってもらう」

　と言った。

「あんまり大だい言げん壮そう語ごは、しない方がいいよ。後で死ぬほど悔しい想いをすることになるから──」

「少しも変わらんな、貴様……」

「色々あるんだね……因縁ってやつが……」

　他ひ人と事ごとのように感心する、スレイ。

「な、なんだかよくわからないけど……」

　瞳を輝かせて、ベルファルドは呟つぶやいた。

「今日はとっても、興奮する一日だなあ……」

「さあ、来るんだ、スレイ。まずは調書だ」

　ゴメス警部が、スレイを引っ張る。

「な、警部補」

「警部だ！」

「あんたのカツ丼どん、また食えんのか？」

「ああ。どうやら食い納おさめだがな」

「そうか。そいつは嬉しいな。おい」

　別れ際に、イツマを見る。

「そこの色男」

「イツマだ」

　と、イツマは言った。

「イツマ・ウエキ・タイラー。覚えておいてもらおうか」

「イツマ、この俺をあんなに痺しびれさせたのは、てめえが初めてだ。それに、説教も効いたぜ」

「そうか」

「ドン・レオ・スレイの頰を平手打ちにしたこと、忘れんなよ」

「どうかな……」

　微笑むイツマ。

「君が忘れなければ、僕も忘れない……」

「スレイ!!」

　引かれていくスレイの背中に向かって、ベルファルドが叫んだ。

「僕のことも、忘れないで！」

「ああ、覚えといてやるよ、ベルファルド」

　笑いながらスレイは言った。

「ついでに、なッ！」




「ふふふ……」

　その様子を、少し離れた場所から見ていた車椅子の老人は、目を細めて呟いた。

「どうやら役者は、大体揃そろうたようじゃわい」

「親父……」

　その車椅子を押していた老婆が、半なかば呆あきれ、半ば怒りに震えながら言った。

「またなんか、企んでるね」

「キサラよ……」

　と、タイラー老は娘を見上げ、手を合わせた。

「赦せ。どうやらこれが、本当に最後の最後じゃ」

「どうだか……。あたしゃ責任持てないよ」

　九十歳になろうかというキサラだが、足腰はしっかりしている。事実上、一族の実権を掌しよう握あくしているのは彼女かも知れない。

「親父だけじゃない、あたしだって、退屈してるんだ。最近シゲチヨは、すっかり惚ぼけちまってね。孫や曾孫の成長だけを心の拠より処どころにするほど、あたしは情けないババアにはなりたくない」

「なら──」

　と、タイラーは提案した。

「今回の仕切りは、おまえに任そうか？」

「それも面白そうだね。久々に憂うさ晴ばらしといこうか。それにしても、あのスレイってのは……」

　キサラは、言った。

「もしかしてあたしの弟ってことに、なるのかい？」

「そうなるな」

　とタイラー。

「曾孫と同い歳どしとは、随ずい分ぶんと歳の離れた弟ではあるがな……」

「まあ、いいさ」

　とキサラ。

「あの三人のうち、誰が後継者に相ふさ応わしいか、そいつをしっかり見届ければいいんだろ」

「そういうことだ」

　とタイラー。

「しかし、こればかりは言うておくぞ」

　釘を刺す。

「三人のうち、誰に肩入れしても、いかん！　どういう結果になろうとも、常に公平に、冷静に結果だけを見守るのじゃ」

「そうか、あれほど出しゃばりの親父が、今回ばかりは直ちよく截せつしゃしゃり出ていかないのは、歳のせいばかりじゃなく、そういうことか……」

「誰かに、肩入れしてしまいそうでのう……」

　と、タイラーは、言った。

「考えてもみい。銀河の覇権を争うのは、自分の直系の子孫と、生き別れの隠し子と、そして──」

　そういってタイラー老は、ふっと天井を見上げ、ため息をつくのだった。

「自分を間近で見るとは、ああいうことか……。自分では、もうちょっと、いい漢おとこかと思うておったのにのう……」

「しょい過ぎだ、ば～か、少なくともあたしの目には、あんなもんだったよ」

　とキサラ。

「確かにあの年頃は知らないけど。母さんの意見も、聞いてみたいもんだわね……」

「ユリコには、くれぐれも内緒じゃぞ」

　と、タイラー。真顔である。

「この歳で、隠し子がいるとバレた日には……殺される」

「そうだね」

　と、キサラは微笑んだ。

「あの歳でも本気で嫉しつ妬とできるのが、母さんの凄いところだもんね……」

　さすがはタイラー家、『お家騒動』ひとつとっても、そのスケールは全銀河を巻き込まずにはおかないのであった。










　第三章　それぞれの事情




「お勤つとめ、ご苦労さんです……」

　と、拘置所の門を潜くぐったスレイを、プラティープ・チュリアカーンは自みずからの運転するリムジンで出迎えた。

「少し、お瘦やせになりましたね、代だい貸がし……」

「ま、最初から食事に期待しちゃいなかったがな」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、いまやエグゾゼカンパニーの筆頭幹部となった若き覇王は言った。

「しっかし、いきなり気に入らねえぜ」

「出迎えが少ない？」

「それもある」

　コートを羽織りながら、スレイ。

「まず、その代貸というのを、やめろ。長生きしたかったら俺の前では使うな。もともとカンパニーのそういう古こ色しよく蒼そう然ぜんとしたところが嫌いだったからこそ、俺は幹部連中に叛はん旗きを翻ひるがえしたんだぜ」

「おやおや、いきなり難しい言葉を覚えられましたね」

「そうだろう。あんまり退屈なんで、ブタ箱の中で読書してたんだ。あんなに短期間に集中して読んだのは、初めてだぜ。差し入れの本がなかったら、俺は備え付けの聖書でも貪むさぼり読んだかも知れねえ。その点に関しちゃ、おめえに感謝してる」

「え？　何の話です」

　ドアを閉めながら、プラティープ。

「差し入れ？　本？」

「なんだ、違うのか？　俺はてっきり……」

「知りません。悪いが私は、それどころじゃなかったんです。あなたを早期に出所させるために、東とう奔ほん西せい走そうしていたんですから……」

「それよ。気にいらねえの、その二だ。約束が違うぞ。司法取引を使えば、俺は二週間で出て来られる。そう言ったな」

「言いました……」

　予あらかじめそれは覚悟していたらしく、トーンダウンするプラティープの声。

「それが何だって、三か月もかかるんだ。納得のいく説明はあるんだろうな？」

「キリヒト・アキヅキのせいですよ」

「アキヅキ？　あのタイラー家の顧問弁護士か？」

「はい」

「それがどうして……」

「幹部連中を鏖おう殺さつした件に関しては、何の問題もなかったんです。それこそすぐにクリアになりました。二週間どころか、三日でも出て来られたでしょう。むしろ当局はあなたに感謝しているはずです。クズどもを一いつ掃そうしてくれたんですから──」

「じゃあなんで？」

「タイラー家の公きん達だちを殴なぐったのは、まずかったですね。一人は顔面を七針縫うだけで済みましたが、もう一人はさんざん整形外科医の手を患わずらわせた揚げ句、人工骨を入れる羽目になりました。母親はあなたの首に懸けん賞しよう金きんを懸けると息巻いてます。レイジ・タイラーにはフヨウ家の血も流れているので、事は厄介です。懸賞額を聞いたら、あなたはきっと憤いきどおると思いますよ。俺の年収より、多いってね……」

「やれやれ、俺も指名手配されるようになったか……」

　肩を竦すくめ、対座シートに両足を投げ出すスレイ。

「母親はともかく、キリヒトを本気にさせたのはまずかったですね」

「おまえの大学時代からの親友だったな」

「そう言われたら、奴はムキになって否定するでしょうね。ヤクザ弁護士風ふ情ぜいと一緒にするなってね」

「有能なのか？」

「有能でなけりゃ、二十五歳で天下のタイラー家の、筆頭顧問弁護士にはなれません。奴を怒らせたばっかりに、道に唾つばを吐いたというだけで終身刑にされた奴もいます。微罪でも侮あなどれないのに、あなたは彼を本気にさせたんですぜ」

「困ったな……」

「安心してください。私はさらに優秀ですから……。やっとの思いで、どうにか示じ談だんに漕こぎ着けましたよ」

「それで三か月という訳か……」

「はい。それでも納得いかなきゃ、どうぞ煮るなり焼くなり……」

「それはおまえが、本当に用済みになってからだ。まだ俺には、おまえが必要なようだ。アキヅキとかいう弁護士が、タイラー家にいる限りはな。奴がいなけりゃ、わからねえ。ほら、諺ことわざにも言うじゃねえか、『ウサギがテリーヌになれば、イヌはシチューにされる』だっけか？」

「私が知っている諺とは、ちょっと違いますね。でも、まあ所詮はそれだけの使い途みちなんですね、私は……」

「そう言うな、これでも結構頼りにしてるんだ。これからも宜しく頼むぜ」

「はい！」

　たちまち意い気き軒けん昂こうとなる、プラティープ。

「任せてください!!」

「──にしても……」

　と、スレイはぼやいた。

「クズを百人殺したのはお咎とがめなしで、タイラー家のバカ息子の顔をちょっと撫なでた方が高くついたのか……」

「キリヒトの手の内を知り尽くしている私でなきゃ、マジでこれモンでしたよ」

　と、プラティープは自分の首に左手を当てがい、サッと横に引く仕し種ぐさをしてみせた。

「わかってるって……。しっかし、世の中ってやつは端はなっから不公平に出来ていやがるんだなあ……」

「そんなの、最初からわかってることじゃないですか。何を今さら……」

「しかし、こうしてまざまざと実例を見せ付けられるとなあ……」

「それより、代貸、あ、いや……ボスが三か月も拘置所でモタついている間に、まずいことになりましたよ」

「なんだ？」

「殺された幹部連中の残党が集まって、ボスを狙ってます」

「当然だろう」

　と、これは至し極ごく平へい然ぜんと、スレイ。

「俺でもそうする」

「という訳で、この惑ほ星しはもう安全ではなくなりました」

「だろうな。で、潜伏の心当たりはあるのか？」

「まことに安直で申し訳ないんですが、イサーンはどうでしょう？」

「おまえの田く舎にだな」

「へい。なんとかほとぼりが冷めるまでは匿かくまい抜けると思います」

「乗ってもいい……」

　とスレイは思案顔。

「しっかし、俺は『シュープリーム』も嫌いなら、幼児虐ぎやく待たいも好きじゃねえ」

「知ってます」

　とプラティープ。

「私も嫌いですよ、両方……」

「よし、決めた」

　と、スレイは言った。

「『シュープリーム』の原料……ええと……」

「ラベンダーヘンプですね」

「そのラベンダーヘンプの葉っぱを、焼き払いに行くぞ」

「正気ですか？」

「正気よ」

「イサーンには七つの大陸と四十五の諸島があります。その全部で、ラベンダーヘンプの栽培場がどれだけあるか御存知で？」

「何もしないよりかは、マシだろうぜ。それだけ『シュープリーム』に体を蝕むしばまれる者は減る」

「確かに……。しかし、一家で首を括くくらなきゃならないイサーン人はその何倍も出るでしょう。ラベンダーヘンプの栽培は、イサーンの唯一と言ってもいい地場産業なんです。エビの養殖なんてのは、建前でね。そのための労働力に、小さな子供まで駆り出されているのが現状なんです……」

「おまえも小さい頃は、手伝わされたのか？」

「…………はい。思い出したくもありません。確かにラベンダーヘンプを栽培すれば、廃人になる人間が増える。しかし、貧困に喘あえぐイサーン人には、それが唯一の、生活の糧かてなんです」

「わかったぜ」

　と、これでスレイの肚はらは決まった。

「こりゃ、どうあってもイサーンに行くしかねえようだな……」




「では、釈放されたドン・レオ・スレイは、まず間違いなく、惑星イサーンに行くと？」

「はい……」

　キリヒト・アキヅキは頷いた。

「残党幹部連中が放った刺し客かくの厳しい追求を躱かわし、新たな中央進出のための地盤固めをするにしても、イサーンはまたとない恰かつ好こうの地ですからな」

「しかし、もっと大きな理由は、今やスレイの右腕となったプラティープ・チュリアカーンがイサーンの出身だから？」
















　イツマ・ウエキ・タイラーはよく通る涼すずやかな声で言った。

「はい。スレイはともかく、プラティープの考えることは手に取るようにわかります」

「彼とは好敵手だね」

「いえ、単なる腐れ縁ですよ。向こうは私のことを一方的にそう思っているかも知れないが、私としては正直迷惑な話です。ヤクザ弁護士と一緒にされましては──」

「でもね」

　と、イツマは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「僕の目には、君の方こそプラティープに対して意識過剰に見える」

「よしてくださいよ……。いくらあなたにでも、そう思われるのは心外です」

「でも彼にだけは、負けたくないんだろ？」

「それはもちろん……」

「僕も──」

　と、イツマは自分のチェアに体重を預けながら呟つぶやいた。

「スレイには、負けたくないな……」

「で、本当に──」

　念を押すように、アキヅキは尋ねた。

「スレイを追いかけて、イサーンにまで行くつもりですか？」

「ああ」

　頷うなずくタイラー家の若き次期当主。

「行くよ」

「しかし……」

「譲れない」

「わかりました……」

　平素は柔にゆう和わだが、こうと決めた時のイツマの梃てこでも動かぬ頑固さを、アキヅキは知っている。

「私も同行します」

「君がいてくれると、心強い」

「なに、私だって、好きで行くんですよ」

　アキヅキは微笑んだ。

「いくらあなたが優秀でも、プラティープには少々手を焼くでしょうからね」

「彼を向こうに回せるのは、自分だけだと言いたい？」

「はい。しかし、私がいなくても、タイラー家が抱かかえている他の訴訟は概おおむね片付きますから……」

「僕がいなくても、タイラー家＝フヨウグループの事業には何の滞とどこおりもないようにね」

「しかし、あなたにもしものことがあれば、グループの屋台骨はたちまち揺らぎますからね。くれぐれも自重してくださいよ」

「わかってる……。だが、タイラー家の人間が二人も傷付けられたんだ。言わば大お祖父さまの顔に泥を塗られた。絶対に、この落とし前は付けさせる」

「ヤクザのようなことを……」

「そうだね。言ってみればその心境に近いね」

　イツマは苦笑した。

「タイラー家にとっていちばん困るのは、このままスレイが、刺客の手にかかって果てることだ。そればかりは、何としても避けたい……」

「確かにそうなれば、タイラー家の面子メンツは丸潰れですからな」

「スレイに勝ち逃げされるようなもんだ。レイジもブリンゴも、はっきり言って僕はあんまり好きじゃないが、困ったことに身内だからな……」

「私もです」

　と、歯に衣きぬ着せぬアキヅキ。

「いちばん困るのは、無能な身内……。今回ばかりは痛感しましたな」

「当てがった食い扶ぶ持ちだけじゃ、足りないらしい」

「かといって、責任あるポストには……」

「うん、とても就つかせられない」

　辛しん辣らつである。

「そこへいくと、敵ながら確かにスレイは天あつ晴ぱれですからな。決断力といい、度胸といい、半端じゃない……。味方に付ければ心強いでしょうな」

「ジャスティ大お祖父さまは──」

　イツマはオフィスの正面に飾られた、曾々祖父の写真を見た。現在の彼と、若い頃の彼の写真とが並べて飾られている。

「スレイのような漢おとこが、好きなんだ。男らしい漢が──」

　小さくため息をつく。

「僕は期待されていない……」

「まさか。しっかり嘱望されてますよ」

「そうかな……。でも、僕とスレイを較べれば、あの人のタイプは、間違いなくスレイの方なんだ……。賭けてもいいな」

「もう少し、自分に自信を持ってくださいよ。あなたは一族の中では、卓たく抜ばつした逸いつ材ざいです」

「本当に……そうだろうか？」

　イツマは自問自答してみる。

「僕にはとてもそうとは、思えないんだ……」

「あなたのよくないところです。ダントツでトップに立っているのに、ふっと立ち止まってしまうのは……」

「さすがにうまいことを言うな」

　イツマは寂しそうに嗤わらった。

「まったくそうなんだ。トップを走っていても、皆には見えないランナーが僕だけには見えるんだ。僕より速い……。しかし、どうやらそのランナーが、今回は見えてきた……」

「スレイですな」

「いや」

　イツマは首を振る。

「そうかも知れないと思ったが、彼は違う。確かに彼は速い。しかし、僕は彼には負ける気がしないんだ。彼はようやく現れた、僕と互ご角かくに張り合える並へい走そう者しやだ。それはむしろ、孤独なレースを走り続けてきた僕にとっては好ましい……。しかし、本当に僕を脅おびやかす、見えないランナーは別にいる」

「気のせいでは？」

「いや……」

　と、イツマは確信に近いものを抱いていた。

「確かにいる。背中に追い上げてくる、気迫を感じる……。しかし、誰が──」

　ふっと、若い頃の祖父の写真を見る。軍に入りたての頃の、『無責任艦長』と呼ばれていた頃の、ジャスティ・ウエキ・タイラーの写真を──。

「おや？」

　首を傾かしげる、イツマ。

「あの笑顔……どこかで見たような……」




「お世話になりました」

　と、荷物を破やぶれ鞄かばんに詰め込んだイーサン・ベルファルドは、玄関に向けてぺこりとお辞儀した。まだ朝あさ靄もやの残る、地球標準時間の午前五時。

「僕は本日限りで、タイラーの姓を捨てます。あれほどお世話になっておきながら、何の恩返しもできなくて悪いけど、勘弁してください」

　そう言って、さらにドアに向けて頭を下げた。

「母さんのこと……宜しくお願いします」

　そう言って、書き置きを郵便受に投函し、コートを腕にかけた。全財産は、小ぶりなトランク一個に収まってしまう。それと、彼だけに懐なついている大きな灰色の猫が一匹……。

「さあ、行こうか、トバモリー」

　と、微笑むベルファルド。

「僕はすっかり、身軽だぞ。もう、肩に何のプレッシャーもないんだ。晴れて、自由の身さ」

「甘いよ」

　と、霧の中から声がした。

「今までおまえに食わせてやった食費は？　学費は？　部屋代は長期ローンにするかい？」

　ぎょっとなって振り向くベルファルド。

「一生かかっても、おまえにゃ返せるのかい？　仕事は？」

　朝霧を破って、一人の老婆が現れた。

「キサラ大おお伯お母ばさん!!」

　仰ぎよう天てんするベルファルド。

「ふん……」

　キサラは上から下まで、ベルファルドを見た。

「なるほど……こうして近くで見ると、確かに雰囲気はまんまだね」

「何の話でしょう？」

「こっちのことさ。しかし、夜逃げにしちゃ、えらい中途半端な時間だね」

「いいえ……」

　しどろもどろになりながらも、ベルファルドは言った。

「朝逃げです……」

「逃がさないよ」

　ベルファルドの腕を取り、ニヤリと微笑むキサラ。

「シゲチヨよりもいじめ甲が斐いが、ありそうだねえ……」

　ベルファルドの背筋を、悪お寒かんが走り抜けた。

「お、大伯母さまこそ、こんな早くから、なんで……」

「朝の散歩さ。年寄の日課だよ。誤算だったね。タイラー家の朝は早いんだよ」

「忘れてた……」

「ちょうどよい」

　と、九十歳とは思えぬ闊かつ達たつさで、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーは言った。

「おまえに、お供願おうか」

「お、お供ですか、わかりました……」

　ここは従うしかない。

「散歩のコースとしては、あのコンビニは遠いですもんねえ……」

　この老婆を残して行くことは気が咎とがめるが、コンビニに預けたら全速力で逃げようと、彼は思った。

「コンビニ？　何を言ってんだい」

　キサラは一笑に付した。

「そのコンビニなら、あたしゃ今行って来たとこだよ。旅行用品を揃えにね」

　そう言って、ビニール袋を差し上げる。

「歯磨セット、ウエットティッシュ、カロリー携帯食　当座の下着、完璧だろ？　見栄を張って生理用品も買っておきたかったところさ」

「それは健脚で……。へ──!?」

　事態の深刻さに、ようやく気付く。

「じゃあ、僕にお供って……」

「決まってるじゃないか。あたしの旅に、あんたも同行するんだよ！」

　有う無むを言わせぬ口調である。

「あたしゃ、前から銀河漫遊旅行というのを、やってみたかったんだ。隠いん居きよの後の楽しみに残しておいたのに、いざそうなってみると、子供や孫たちは誰も、『危ないから』と赦ゆるしちゃくれないのさ。さりとて同行もしちゃくんない。あれこれと理由を付けてはいるが、要はもしもの時に責任を持つのが嫌いやなんだろうよ」

「それは、無理もないでしょう。ご高齢ですし……」

「何を言うか！」

　キサラはいきなり、ベルファルドの頰を張り飛ばした。けっこう効いた。

「誰が余よ命めい幾いく許ばくもないだって!?　あたしゃまだ、半世紀ばかり生きるつもりなんだからね！」

「そ、そこまでは言ってませんけど……」

「言ったよ言った！　その目が言った!!　おまえの眼めは、まったく誰かに生き写しだねえ……」

「とにかく、僕は慎つつしんで……」

「承うけたまわります、だね？」

　ベルファルドの脳天を肘ひじでグリグリしながら、キサラ。

「はい……」

　もはや逃のがれ得ぬ運命と知って、涙ながらにベルファルド。

「で、手始めはどこへ参りましょう？　大伯母さま……」

「そうだねえ……」

　キサラは思案顔。

「そうだ！」

　わざとらしく、ポンと手を打つ。

「あたしゃ、前から本場のトムヤムクンが飲んでみたかったんだよ。惑星イサーンがいいねえ……」

　少女のように、瞳ひとみを輝かす。

「それに、本場のムエタイも、見てみたいしねえ……」

「イサーンですか……」

　と、渋るベルファルド。

「でも、あそこは治安が……」

「治安が怖くて、元司令長官が務まるかい！　あたしゃ若い頃、もっと治安の悪いケルテにだって行ったことはあるんだよ」

「そりゃ、あなたが退たい役えき元げん帥すい閣かつ下かということは知ってますけど──」

「行くのか行かないのか!?」

　ベルファルドのこめかみを、両側からグリグリするキサラ。

「……行きます」

「最初からそう言えばいいんだよ。ほれ、チケット……」

　そう言って、イサーン行きの航宙券を手渡す。

「こ、これは……」

　仰天するベルファルド。

「ファーストキャビンじゃないですか……」

　ベルファルドは初めて見る。

「当然さ」

　と、こともなげにキサラ。

「ファーストクラス以外、このあたしに乗って貰もらえる資格すらないのさ」

「当然食事も……」

「全食、フルコース」

「そ、それならまあ、乗ってもいいかな……」

「現金な奴だよ」

　とキサラ。

「誰に似たのかねえ……」

「トバモリーも連れて行って、いいですか？」

　と、傍かたわらの愛あい猫びようを見る。

「いいよ。おまえにしか懐なついてないんだろ」

「僕がいなくなると、飢うえ死にしてしまうんです」

「構わないよ。あたしももう一人、連れて行くからね」

　そう言って、霧に向かって小声で呼びかけた。

「用意は出来てるかい？」

「はい、キサラさん」

　絶世の美女が現れた。ベルファルドの胸が高鳴る。スリーサイズも申し分ない。ファーストキャビンよりも心が動いた。

「あなたがベルファルドさんですね。宜しく……」
















　ペコリとお辞儀した拍子に、巨大な胸の谷間が見えた。

「あ……」

「欲情しても、無意味だよ」

　と、キサラが釘を刺す。

「ハルミは、アンドロイドなんだ。できないんだよ……」

「あ、アンドロイド？」

「機械人形としちゃ、とびきり精せい巧こうだけどね。あたしの有能な秘書兼専属看護婦さ。ボディーガードとしても、おまえなんかよりずっと役に立つよ」

「だったら何で？」

「付き合いが長過ぎて、会話に新鮮味がないのさ」

「そういうもんですか？」

「そうだよ。さもなきゃ、誰がおまえなんぞ誘うかい！　だから、道中あたしを退屈させたら承知しないよ」

「は、はあ……」

　ベルファルドはハルミの谷間しか見ていない。

「ええと……おまえは何人目だったかね？」

　と、さすがに最近は記憶力が少々曖あい昧まいになったキサラ。

「私、三人目だと思います……」

　とハルミ。

「じゃ、ハルミ[image: ]だね」

「正確には、ハルミ３・21ですわ。ディレクトリを整理して、プログラミングも一部書き替えましたから──」

「そんなこともあったかね」

「素材も、より人間に近付いています。こう申してはなんですが、やろうと思えば、できないこともありません……」

「この漢おとこの前では、言わない方がいいね」

　と、ベルファルドを軽けい蔑べつし切った目で見るキサラ。

「本能に目覚めた、ただの二十一歳のケダモノだよ……」

「構いません」

　ハルミ[image: ]は人目を憚はばからずに言った。

「私、なんだかこの御方が、一目で気に入ってしまいました……。初めてお逢あいしたのに、なんだかとても懐かしい御方……」

「あんまり増長させるんじゃない！　そいつのためさ。さっさと出掛けようか。急がないと家人が目を覚ます」

「はい。駐車場にバンが用意してあります。あれで宇宙港まで……」

「頼むよ」

　ハルミ[image: ]がハンドルを握る。エアバンは高速タイプだが、それでも広大なタイラー家の敷地を抜けるのに、たっぷり十分はかかる。

「ベルファルドさん」

　ハルミ[image: ]が言った。

「後部シートに、お洋服が用意してあります。それに着替えてください」

「自前じゃ駄目？」

「その恰好で──」

　と、ベルファルドの普段着をじろじろ見る。

「ファーストキャビンに乗る気かい。あたしたちとのバランスってものを、考えとくれ」

「わかりました。けど……これ……」

　用意してあった服を見て、驚く。

「惑星連合宇宙軍の、軍服じゃないですか!?」

「嫌かい？」

　キサラが睨にらむ。

「いえ……でも、僕は軍人じゃなし、おまけにこれ、大佐の階級章が付いてますよ。こんなの着たら、身分詐さ称しようじゃないですか」

　くんくんと、匂においを嗅かいでみる。

「おまけになんだか、臭においますよ……」

「仕方ないだろ」

　と、キサラ。

「一世紀近く、衣装箱の奥に転がしてあったんだから……」

「それを着ろと……」

「いいから！」

「はい!!　着ます。有り難く着させていただきますッ!!」

「端はなから素直に、そうすりゃいいんだよ……。おまえはあたしたちにお付きの、宇宙軍大佐ということにしておく」

「いいのかなあ……」

「はい、これ」

　ハルミ[image: ]は運転しながら、片手で一枚のカードを差し出した。贋にせのＩＤカードだった。

「胸のところに付けておいてくださいね～」

「はあ……」

「御安心ください。絶対にバレませんから。そんじょそこらの偽造カードとは、ものが違います」

「とほほ……」

　こうしてイーサン・ベルファルドは、惑星連合宇宙軍大佐、ロリット・イケウ（ＲＯＬＹＴ　ＩＫＥＵ）に早変わりした。

「変な名前……」

「イサーン人の名前だと思えばいいだろ」

「そんなもんでしょうか……」

　取り敢えず、軍服を着てみる。

「おや……」

「へえ～」

　驚いた。けっこう似合う。

「まるで誂あつらえたようだ！」

　と、ベルファルド自身、驚きを隠せない。

「百年前の服とは思えない……。袖丈も、股繰りも、襟周りまでピッタリ同じだなんて!!」

「前の持主も喜んでいるんじゃないかね」

　と、キサラ。

「ええ……。当然、もうお亡くなりになっているんでしょうが、感謝しますよ。偶然にせよ、僕と同じ体型にね」

「そんなことを言ったら、怒ると思うがね……」

　キサラはため息をついて、それから口の中で、小さく呟いた。

「取り敢えず、第一関門、クリアだね」




「またその本ですか？」

　と、キャビンの中で手にした本に読み耽ふけるイツマを、アキヅキが茶化した。

「今どき、宇宙船の中で紙の本を読む変人なんて、あなたくらいのものでしょうね。それも、古代ドイツ語で書かれた、絵入りの本を──」

「かもね」

　意に介さないイツマ。

「生涯の愛読書ってやつですか？」

「だろうね……」

　シュナック著『蝶ちようの生活』である。

「昔の地球には、一地方だけでもこれだけの蝶がいたかと思うと、実際羨うらやましいよ……」

「ビシュラムへ行けば、もっといるじゃありませんか」

「ビシュラムの蝶は、いろいろな惑星から移植されている。本来の生態系じゃない」

「蝶に変わりはないでしょうに……」

「蝶というのはデリケートでね、たとえ諸条件を揃えても、本来の棲息地から動かすと、変異してしまうものなんだ。ごく一般的には、羽の色がくすんで、多くは矮わい小しよう化かする。やはり、もともとの生態系で、従来通り繁殖させるしかない」

「しかし、いまやどの惑星でも、本来の棲息地では絶滅寸前……」

「その自然破壊を推し進めているグループの端くれとして、責任の一端は僕にもある」

「立派な研究も、残されているではありませんか」

「免罪符にもならないよ……」

　イツマは苦笑した。

「でも、一度だけ見せて貰いましたがあなたの標本コレクションは、本当に凄いですよ」

「所詮は死んだ蝶さ」

「標本が残るだけ、ましでしょう」

「生きた痕跡か……。お互い、標本だけでも遺のこしたいね」

「ええ。ところで、前からお聞きしたいと思っていたんですが……」

「なんだい？」

「イツマさんの、いちばん好きな蝶って？」

「当ててみな」

「やはりアルデバランテイオウアゲハ（アルデバラン帝王揚羽蝶）？」

「違う」

「じゃあ、マニア垂すい涎えんのルリイロラデンモルフォ（瑠璃色螺鈿モルフォ蝶）」

「遠くなった」

「渋いところでフェニックスヤママユ（鳳凰山繭蛾）」

「それは蛾がだ。嫌いじゃないが、違う……。これさ……」

　そう言って、読んでいた本の一ページを開いた。地味な白い蝶の挿さし絵えの下に、古代ドイツ語で『Der Kleiner Kohlweißling』と書かれている。

「ええと……コガタキャベツシロチョウ……」

「ドイツ語を逐ちく語ご訳やくするなよ」

　イツマは笑って。

「モンシロチョウだ。まあ普通種だな」

「そんな平凡な蝶を、超蝶マニアのあなたともあろう者が、なんで」

「平凡だからいいのさ」

　と、イツマは言った。

「僕も普通に、生まれたかった……」

「勿もつ体たいない！　あなたは総すべてを持っているじゃありませんか。金、人望、才能、権力、容姿、家族……。これ以上何を望むって言うんです？」

「総てだって？」

　と、イツマは全幅の信頼を寄せる若き顧問弁護士を見た。

「総てか……。確かにそうかも知れない。だが、僕は時として、総てを持っているということは、何も持っていないのと同じことじゃないかって、思うことがあるよ」

「それは贅ぜい沢たくというものですね。スレイをごらんなさい。彼には少なくとも、家族が欠けています。現時点では金と人望と権力でも、あなたに負けている。容姿もあなたが上だ」

「彼にあって僕にないものもある……パワーと、上昇の機運、それに強きよう靭じんさだ」

「それはあなた次第で、どうにでもなる。あなたに必要なのは、覇は気きかも知れませんね。それと、確かに殴り合いには向かないでしょうが……」

「まあ、その話は置いておこう」

　イツマは再び、『蝶の生活』に戻った。蝶だけが、その苦悩を癒いやすことができる。

「あの……」

　そこへ恐縮し切った表か情おで現れる、男性アテンダント（客室乗務員）。

「タイラーさま、お連れ様が……」

　困惑しているのは明らかだが、それをどう言葉にしていいのか、わからないらしい。マニュアルにない対応を、迫られているのだ。

「またですか……」

　とアキヅキ。

「シズマですね」

　と、イツマは落ち着いた口調で、『蝶の生活』をたたんだ。

「行きましょうか……」

「こちらです」

　案内された先は一等客室に付属する、プールであった。プールと言っても共同浴場ほどの広さしかないのだが、そこの更衣室の壁面一杯に、見事なアートが出現していた。原色のペイントを派手に塗りたくった、大壁画だった。

「どうだ、アキヅキ？」

　と、イツマは弁護士を見た。

「見事としか、言えませんな……」

　と、彼は嘆たん息そくした。

「これに較べたら、ミケランジェロが稚ち拙せつに見える……」

「やあ、兄ちゃん」

　十九歳になるイツマの弟、シズマ・ウエキ・タイラーが振り向いた。顔と言わず服と言わず、全身ペイントだらけ。原色の天使が、にっこりと微笑む。

「またひらめいちゃったよ……」

　彼の手にする筆は、なんと洗面室にあった歯ブラシではないか。絵の具は、宇宙船の倉庫にあった補修用のペイントである。

「どう？」

「傑作だ」

　と、イツマは微笑んだ。

「いつもながら、僕にはとても描けない……」

「さいしょはね……」

　と、シズマは言った。

「ロッカールームの扉とびらだけで、おさまるはずだったんだ。だけど、描き始めたら止まらなくなっちゃった。膨ふくらませ過ぎかな……」

「いや、これでいい」

　と、イツマ。

「いざとなったら、船ごと僕が買い切る。これを残せなくて、何のための財産だ……」

「どうなさいます？」

　アキヅキは事務的な表情で、アテンダントを見た。

「弁べん償しようすることもできますが……。この傑作を塗ぬり潰つぶしますか？」

「いえ……」

　と、アテンダントは言った。

「ですが、他のお客様が──」

「確かに、これではこのプールは、ペイントが乾かわくまで使えませんね」

「構いませんよ」

「船長……」

「いいじゃないか」

　現れた髭ひげの船長は、アテンダントの肩に手を置いて、静かに首を振った。

「これでこの船にも、自慢できる財産が増えた。これを解さぬ客の苦情など、私は無視するね」

「すみませんね、船長……」

　イツマは頭を下げた。

「前にも確か、同じようなことがありましたっけ……」

「十三号のトイレの個室は、今でも立ち入り厳禁ですよ」

　と、船長。

「特別拝観料を取って、一般公開しようかと思案中でした。ですが、ここはもう、残すしかないですな……。シズマ・タイラー画が伯はくのアートは、突発的に『降こう臨りん』しますからな」

「少しは紙や、キャンバスの上に降りてきて欲しいものですよ」

「いやいや……とてもそんなところには、収まり切らん才能でしょう……」

「とにかく、毎度ご迷惑をおかけします」

　イツマは、無心に描き続ける弟を見た。養護学校の教師に言わせれば、シズマの成長は七歳で止まっているそうだ。しかし、この圧倒的な才能はどうだ？　彼らの物差では、こんな凄すさまじいまでのものが測れないとでも言うのか？

「僕の言いたいことは、これだ、アキヅキ」

　イツマは言った。

「千年経たった時、僕や君の名を、誰が覚えているだろうか……。しかし、シズマの絵は遺る。それと一緒に、シズマの名もな……。なるほどタイラー家の才能は、僕が一人占めしたことになっている。シズマは存在自体が不幸だと……。だが、それは違う。断じて違う。天はシズマにこそ、圧倒的な才能を与えた。そしてそれではあまりに不公平と憐あわれんで、残りのどうでもいい才能を全部僕に恵んでくれたのだ。僕はシズマが、心しん底そこ羨うらやましい……」

「わかります……。しかし、私はあなたについていくんですよ」

　アキヅキは言った。

「たとえあなたがどう思おうと、あなたを中心に銀河が回るところを、私は見てみたいんです。シズマさんが描く、どんな絵よりもね。え、そうじゃないですか。私の言うことが、間違っていますか？　イツマさん」

　イツマはそれには答えなかった。たった一言、自分だけに聞こえる小さな声で、

「重荷だ……」

　と呟いただけだった。










　第四章　辣らつ椒しよう紅こう龍りゆう




「イサーン最初の朝は、どうでした？」

　と、ブランチの用意を整えながら。プラティープ・チュリアカーンは尋ねた。

「よく眠れましたか」

「ベッドが硬くて、かなわねえ」

　肩を叩きながら、偽いつわらざる感想を漏らすスレイ。

「それに、俺には少々、狭せま過ぎるようだ」

「今夜は、もう少しマシなベッドに眠れますから……」

　と、スレイの皿に、スープをよそいながらプラティープは言った。

「この安宿も、じきにいい想い出に変わりますよ」

「俺を匿かくまってくれそうな、酔すい狂きような奴は見付かったのかい？」

　懐疑的な目でプラティープを見上げながら、スレイは尋ねる。

「ここから十キロばかり行った町に、スンヴィーチャイという成金がいます。そこの屋敷に……」

「成金？」

　途端に怪け訝げんな顔付きになるスレイ。

「『シュープリーム』成金か？」

「イサーンには、他の成金はいませんよ」

「気に入らねえな」

「選えり好みをしていられる時じゃないでしょう。気持ちはわかりますが、今は大人になって、身を寄せるしか……。それに、スンヴィーチャイはあなたの人柄に惚ほれ込んで、敢あえて匿ってくれると言っているんですよ」

「その屋敷は広いのかい？」

「大邸宅と言って、いいと思います」

「『シュープリーム』は儲もうかるんだな……」

「残念ながら──。とにかく、下へも置かぬもてなしだけは期待してよさそうですよ。私も、どうやら給仕は御役御免です」

「美う味まい！」

　と、スープを一口啜すするなり、スレイは叫んだ。

「旨うめえぞ、プラティープ！　このトムヤムクンは、滅めつ法ぽう旨い!!」

「ありがとうございます……」

　プラティープはお辞儀をした。

「しかし、トムヤムまでは正解ですが、トムヤムクンではなくて、トムヤムプラーですよ。具がクン（エビ）じゃなくて、プラー（魚）なんです」

「どっちにせよ、美味なことに変わりはねえよ。おまえは弁護士になるよりも、コックになった方がよかったんじゃねえのか？」

「そう思ったこともありますが、どっちが高収入で、出世が見込めるかということになればね……」

「スンヴィーチャイとやらのお屋敷に行っても、俺のために料理を作ってほしいな」

「スンヴィーチャイのお抱かかえコックは、私なんかより上ですよ。ノイエ・バンコックの五つ星ホテルから、シェフを引き抜いたんです。気に入ったものは、何でも独占するのが好きな奴なんです」

「要するに、その程度の漢おとこなんだな……」

「はい」

　朝食を済ませ──たっぷり一時間かけて──安宿を引き払う。「トゥクトゥク（三輪タクシー）を拾いましょうか？」

　と、荷物を持ったプラティープ。埃ほこりまみれの田舎道には、エアカーに普通の四輪車、バイク、そして水牛まで、およそこの一万年ほどの間に人類が開発したありとあらゆる乗り物が仲好く大渋滞を形成していた。辺境惑星イサーンならではの風景である。

「本当なら、エアカー式のハイヤーといきてえな……」

「乗れないことはありませんよ」

　と、プラティープ。

「この先、無一文でよければね……」

「金がねえってのは、辛えな」

「あの密航屋の野郎に、思いっ切り足下を見られましたからね」

「いつか必ず、殺す……」

「口だけじゃなくて、本当に殺してしまうのが、あなたの偉いところです」

「だろ」

　嗤わらう。

「スンヴィーチャイに借金覚悟でよければ、ハイヤーにしますよ」

「いや、やめとこう……」

　トゥクトゥクを拾うため、手を挙げた。なかなか捕まらない。

「停まったら、料金の交渉は私がやります」

「メーターがあるだろ？」

「メーターなんか動かしている奴がいたら、天然記念物ものですよ。向こうの言い値を、信じちゃいけません」

「こすっからい惑ほ星しだな……」

「何もかも『シュープリーム』がいけないんですよ……」

　しかし、何台ものトゥクトゥクに無視された。

「顔を見ただけで金がないの、わかるのかなあ……」

「でしょうね。彼らもそういう感覚だけは、異様に研とぎ澄まされているんです」

　不意に一台の車が、二人の前に停まった。トゥクトゥクではない。タイヤ車だが、真新しい。オフロード用のタクシーにも似ているが、微妙に違う。汚職と不正と、貧乏人には容赦のない取り締まりで悪名高い、イサーン警察のパトカーであった。

「おいおい……」

　肩を竦すくめるスレイ。

「まだ何も、悪いことやっちゃないぜ……。密入国以外はよ」

「よう、スレイ」

　見覚えのある顔が、窓から覗のぞいている。

「よかったら、乗ってかないかい？　スンヴィーチャイの屋敷までなら、届けてやるよ」

「ゴメス警部!!」

　驚いた。懐かしさ半分、迷惑半分である。

「なんでまた、ここに？　警部……」

「警部補だ……」

　と、苦々しい表か情おで、リカルド・ゴメスは言った。

「誰かさんを逮捕したせいで、降こう格かくされた……」

「お、俺が悪いんじゃねえぜ……」

「わかってる。俺もわざわざ意い趣しゆ返がえしにこの星まで来るほど暇ひまじゃねえ。今までのポストも御役御免になってな。だったらいっそ、おまえが潜伏していそうな所しよ轄かつに飛ばして貰もらえるように、交こう渉しようしたのよ。案の定だったな……」

　伊だ達てにスレイのことを、執しゆう念ねんで追いかけてはいない。

「乗れよ、プラティープも一緒によ」

「しかし……」

「何も今すぐおまえを逮捕しようってんじゃねえよ。俺も嫌えなんだよ、『シュープリーム』ってやつが……。地元の警察はシンジケートと癒ゆ着ちやくしてるんでな、そいつを根絶やしにする為に、俺がやって来た訳よ」

「じゃあ俺たちは、今回に限り同志って訳だ」

「馴なれ合いは、せん」

「じゃ、ま、とにかく乗せて貰おう」

　遠慮なく、後部シートの客となる二人。

「ふ～う！」

　ネクタイを緩ゆるめ、両手両足を思い切り伸ばす。

「嬉しそうですね」

　とプラティープ。

「やっぱりこいつは、乗り慣れてるんだよ。考えてみりゃ手錠なしで、ここに座るのは初めてだがな」

「これが最後かも知れんぞ。たっぷりと堪たん能のうしておけ」

　ハンドルを握るゴメス警部補。隣の助手席には、私服の女性刑事がいる。イサーン人ではない。誰の基準で見ても、美女だった。ただ全体に細身なので、スレイの好みではない。歳としは、二十五、六か……。

「あなたがスレイね」

　と、バックミラー越しにスレイと視線を合わせながら、彼女は言った。

「逢いたかったわ……」

「そいつはどうも……」

　この女、俺とまともに視線を合わせられるのかとスレイは思った。並みじゃねえ。

「銀河本庁の……リトラ警けい視し正せいだ」

　と、ゴメス警部補。

「見ての通り、エリート中のエリートでな。警察学校を首席で──」

「お喋しやべりは結構よ」

　十歳は年長のゴメスを軽くあしらう。

「私は、スレイと話がしたいの」

「敵かなわねえな。旦だん那な」

　とスレイはゴメスに同情した。

「こんなのがパートナーじゃな。独身で警視正だって？　バツイチ万年警部補のあんたとは違うね」
















「黙れ！」

　ゴメスは怒ど鳴なった。

「警部だったこともある!!　二週間だけだけど……」

「この宇宙から、『シュープリーム』を根絶やしにしたいの」

　とボニー・リトラ・カーライルは言った。

「俺もだ」

　とスレイ。

「その点だけは、あんたと話が合いそうだな」

「ええ。手始めに、スンヴィーチャイから初めて、芋いも蔓づる式に引っ張るつもり」

「は……狙ねらいは俺じゃなくて、スンヴィーチャイか……」

　スレイは些いささか落胆した。

「道理で話が出来過ぎだと思ったぜ」

「そう言うな」

　ゴメス警部補が宥なだめた。

「スンヴィーチャイの身辺を洗っていて、おまえに行き当たった時は、俺も運命ってやつを感じたぞ。宿縁ってやつは、確かにあるんだな」

「どうせなら、あんたとじゃなくって、リトラ警視正の方がよかったな……」

「私も、あなたとの縁は大切にしたいわ」

　リトラ警視正はスレイを見た。

「協力して貰えるわね」

「考えさせてくれ……」

　と、スレイは用心深い。

「いずれにせよ、誰かの掌てのひらの上で踊るのは御免だ……」

「まあ、よかろう」

　と、ゴメス。

「だが、いざとなりゃ、おまえをしょっぴく手は、いくらだってあるんだからな。忘れるな！」

「やれるものなら、やってごらんなさい」

　と、これにはプラティープが反発した。

「巡査部長に降格されても、いいならね」

「スレイを死刑にできるなら、俺は生涯巡査でもいい!!」

「そこまであなたを、駆り立てるものは？」

「おめえと同じだ。プラティープ」

　と、ゴメスは言った。

「おめえがスレイに賭けているように、俺も警察官としての人生を、スレイ逮捕に賭けてるんだ！」

「美しい友情ごっこね」

　と、リトラ。

「あるいは命懸がけの馴れ合いと、言うべきかしら──」

「あんたの目の高さからじゃ、そうとしか映るまい」

　プラティープは言った。

「あと五年すれば、わかるようになるかもな……」

「もう着いちまったぜ」

　とゴメス警部補。公式庭園かと見み粉まごうばかりの、大だい邸てい宅たくだった。

「スンヴィーチャイに宜しくな。俺が、近いうちに必ず、伺うかがうと伝言しといてくれや」

「逮捕令状持って？」

「そういうこと……」

　ドアを開いて、二人を降ろす。

「楽しいヒッチハイクだったぜ」

　礼を言うスレイ。

「あんたはともかく、そっちの美女には、いずれ、また……」

　帽子を直した。

「あれがスレイ？」

　二人が離れた後、リトラ警視正はゴメス警部補に尋ねた。

「第一印象はいかがでした？」

「想像していたのとは、少し違うわね」

「いい方に？　それとも悪い方にですか？」

「両方よ。思っていたほどは、ハンサムじゃない」

「ほう……」

「少なくとも、私のタイプじゃないわ」

「向こうもそう思ったようです」

　ゴメスは苦笑した。

「で、いい方は？」

「思っていたより、ずっと善人……」

「とんでもない！　奴は極悪人ですよ」

　と、ゴメスは反論した。

「悪党どもに、対してはね」




「ええと……このワット・ノッカ寺院は、宇宙暦以前から地球にあったエメラルド寺院を模もして、今から千二百年前に、当時の王が建こん立りゆうした……」

「退屈だね」

　ベルファルドが棒読みする『宇宙の歩き方』の解説を、キサラは鼻で笑った。

「退屈極まりない。これではっきりわかった。わたしにゃ観光ってやつは向いてない。これならホテルに戻って、お茶でも飲んでた方がマシってもんさ」

「でも、大おお伯お母ばさん。せっかくですから……」

　と言うベルファルドに、

「いいんだよ、気を遣つかわなくて……」

　キサラは言った。

「あたしゃ、ホテルで、トバモリーを相手にお茶してるよ。あんたはハルミと一緒に、その辺を観光しておいで」

「パートナーをスイッチするんですね」

「そういうことさ」

　とキサラ。

「そうと決まれば、あたしはここでお暇いとまするよ」

「そんな、いきなり……」

　驚くハルミ[image: ]。

「私も、ご一緒に──」

「いいから」

　と、キサラはハルミ[image: ]に耳打ちした。

「あたしは一人でも平気さ。それよりベルファルドから、目を離すんじゃないよ。おまえの役目は、あの子をサポートすることだろう。忘れるんじゃない」

「そうでした……」

「いいね。ベルファルドの好きに、泳がせるんだよ。あの子が自分から行動を起こすまでは、おまえが余計な口出しをしてはいけない」

「わかってます……」

「それから──」

　と、さらに念を押すようにキサラは言った。

「必要以上に、あの子にのめり込むんじゃないよ」

「わかっています……」

「何してるの、ハルミさあん！」

　ベルファルドが手を振った。

「晴れてお赦ゆるしが出たんだ。こうなったら心ゆくまで、この星の休日を堪能しようよ!!」

「はい……。今行きます。それではキサラさん……」

「とっとと行きな」

　と、キサラは払うようにしてハルミ[image: ]を追い払った。

「アンドロイドのくせに、そんな嬉しそうな表情を見せつけるんじゃない！」

「はいッ!!」

「やれやれ……」

　キサラは肩を竦すくめる。

「あたしが気を揉もむことは、何もなかったね。ごく自然に、あの二人はいいコンビになったよ。さすがは、本来そのようにプログラミングされているだけのことはあるねえ……。さて、私の用は済んだ。後はゆっくり、本当の『観光』ってやつを楽しもうか」

　キサラはその足で、トゥクトゥクを拾った。

「イサーン軍の、最高司令部まで、やっとくれ。元げん帥すい命令だよ」




「サワディー！　よく来てくれた、ミスター・ドン・レオ・スレイ。あんたの武勇伝は、この星のシンジケートの間でも、えらい評判になっている。まあ気兼ねなく、ゆっくり寛くつろいでくれたまえ。何日でも、いや、あんたさえ差支えなかったら、何年逗とう留りゆうしてくれたっていいんだよ。小遣いも、好きに使ってくれて構わんのだ。あんたをもてなせば、それだけ、私の評判も上がる……」

　スンヴィーチャイは肥満した体を揺すりながら、スレイの手を取って挨拶した。

「君が来てくれて、本当に嬉しい！」

「はあ……」

　スレイはといえば、気乗りしない表情で応接間の調度を見回す。イサーン趣味と宇宙暦以前の地球趣味が奇妙に折せつ衷ちゆうして、これぞ典型的な成金趣味という豪邸になっている。どの調度も豪華だが、統一感に乏しいのだ。

『だいぶ搾り取っていやがるな……』

　スレイでなくても、一目でわかる。

『この部屋からは、ラベンダーヘンプの葉っぱと、血の臭においが、ぷんぷんするぜ……』

「いいですか……」

　と、そんなスレイにプラティープは耳打ちする。

「言いたいことは、いろいろあるでしょうが、今はただひたすら穏おん便びんに……。ここを追い出されたら、我々は行くところがないんです。我を殺してでも、スンヴィーチャイの食客という身分に、甘んじるしかないんですよ」

「わかってる……」

　スレイは頷うなずいた。

「俺も……大人よ」

「さあ、まずは、こちらへ──」

　スンヴィーチャイが促うながした。

「あんたに色々と見て貰いたいものはあるが、まずは手始めに、私の自慢の辣らつ椒しよう紅こう龍りゆうを見て貰うとしようかの」

　そう言って、またひとしきり、体を揺する。

「辣椒紅龍？」

「これじゃよ」

　奥の間の壁一面が、巨大な水すい槽そうになっていた。そこに、たった一匹、巨大なアロワナが悠然と遊ゆう弋よくしていた。全長は軽く二メートル。鱗うろこもそれに比例して巨大で、唐とう辛がら子しのような、見事な赤色をしている。

「素晴らしい……」

　確かに自慢したくなる気持ちは、わかる。

「生きた宝石じゃよ」

「しかし、アロワナってやつは、こんなにデカくなるのかい？」

「バイオテクノロジーを、駆使すればね」

　と、自慢たらたらにスンヴィーチャイ。

「餌えさは、総て生き餌えじゃ。それも、バイオコオロギやミールワームではない、天然の虫や、小動物や、その他諸々じゃよ、ふっふっふ……。その餌を取る手間だけで、大変な労力でな。こいつはもう、とても値段はつけられん」

「ふうん……」

　スレイはそれ以上、アロワナに興味はなかった。

「悪いですが……長旅で疲れています。眠らせて貰って、いいですか？」

「おう。それは気付かんで、悪かった」

　これからさらに、コレクションを披露しようとしていたらしく、その出鼻を挫くじかれて不服そうに、それでも笑顔を取り繕つくろって、スンヴィーチャイは言った。手を鳴らすと、執しつ事じが現れた。

「御客人に、ベッドルームの用意を……」

「それと、目が覚めたら食事を──」

　遠慮なく、スレイは言った。彼の神経はヤワではない。

「こちらへ……」

　案内されたのは、まあ普通のホテルのセミスイートクラスの部屋だった。それでも前日泊った安ホテルとは比較にならない。

「ふん、まあまあかな……」

「こちらが、お客様の世話を致します、ノーイです」

　紹介されて、十歳くらいの少女がおずおずと挨あい拶さつした。何年か寝かせておけば美人になるかも知れないが、今はまだスレイの興味の対象ではない。第一瘦やせこけていて、身なりもみすばらしい。どう見ても幸福な境遇ではないようだ。

「何なりと、お申し付けください」

「ま、気楽にさせて貰おうか」

　少女を一いち瞥べつしただけで、スレイはそっけなく言った。本当は、寝る時くらい誰にも干かん渉しようなどして欲しくない。

「ノーイ！」

　不意に執事が、少女を叱った。イサーン語なので、スレイにはわからない。執事はたっぷり五分ばかりノーイに説教し──その間スレイは、馬鹿みたいにその場にヌボーッと突っ立っていた──荒々しくドアを閉めて消えた。

「なんなんだろうな……」

　呆ぼう然ぜんとするスレイ。

「あの……」

　二人きりになるとたどたどしい銀河標準語で、ノーイは言った。

「御おみ足あしを、お洗いいたしましょうか？」

「要らねえ」

　と、そっけなくスレイは言った。

「なんと言われここに来ているのか知らねえが、俺にそんな気遣いは無用だぜ。そんな趣味はねえからよ……。それにしても、おめえ、あんまり幸福とは言えねえ境遇みてえだな」

　少女は答えない。

「何て説教されてたんだ？」

　うなだれたままの、ノーイ。

「俺が怖いのか？」

　やはり、俯うつむいたまま。

「言っとくけど、これでも口は固い方だと思うぜ。ま、信用できねえのはよくわかるがよ」

「違います……。そうじゃなくて……」

「ん？」

「…………」

「また無口になりやがった。俺に、もうちょっとイサーン語がわかればよ、力にもなってやろうに」

「説教の原因は、これですよ」

　と、不意にドアを開けてプラティープが現れた。

「ノックぐらいしろ！」

「すんません。でも、あの執事があんまり大声でわめき散らすもんだから……」

　そう言って、右手に抱えていたそれを、ノーイに差し出した。

「ほら、おまえの相棒はここだよ」

　それを見た途端、少女は狂ったように飛び付いて、頰ほお擦ずりした。少女に負けないくらいに瘦せこけた、みすぼらしい仔こ犬いぬだった。

「プット!!」

「私のベッドの下に、いたんです」

　とプラティープ。

「何度言ったらわかるんだ。あれほど犬は連れ込むなと言っただろう。旦だん那な様に見られたら、叱しかられるくらいじゃ済まんぞ。お屋敷に置いて貰っている恩も忘れて……というのが、さっきの説教の概がい要ようです」

「通訳ありがとうよ」

　礼を言うスレイ。複雑な表情で、ノーイと愛犬プットとを見た。

「おまえも、気の毒だな……」

「その娘、天涯孤独みたいですね」

「俺と同じよ。それとも親友がいる分、まだこいつの方がましかな……。ま、俺ならこんなお屋敷は、とっとと出て行くがな」

「行くとこ……ない」

　ノーイは言った。

「ここを追い出されたら……街角に立つしかない」

「こんな瘦せっぽちでも、買おうって奴がいるのかな？」

「わかりませんよ」

　とプラティープ。

「いろいろな趣味の奴が、いますからねえ……」

「ふうん……」

　不愉快そうに、目を背けた。

「イサーンってのは、想像していた以上にひでえところだな」

「構造自体が不幸を量産するように出来ているんですよ。大手術が必要です」

「今の俺には、何もできねえ……」

　スレイには、自分の無力さがもどかしい。

「それなのに、こんな屋敷に匿われて……」

「時を待ちましょう」

　プラティープは言った。

「必ず、その時が来ます」

「俺は、待つのは苦手だ」

　とスレイ。

「きっと……自分から動いちまうんだろうな。ほぼ確実に、そんな予感がするぜ」




「今度はどこへ行こうか？」

　山吹色の袈け裟さを身に纏まとった少年托たく鉢はつ僧に喜き捨しやしながら、ベルファルドはハルミ[image: ]に尋ねた。イサーンの国教は、今ではこの惑星にしか残っていない典型的な上部座（小乗）仏教である。

「どこでもいいですよ」

　と、ハルミ[image: ]。

「ベルファルドさんと一緒なら、どこだって構いません」

「僕もハルミさんと一緒なら、どこだっていい。どこへも行かなくたって、ただ一緒にいるだけで楽しい……」

「私も──」

　目を伏せるハルミ[image: ]。

「不思議ですわ……。感情を極力排除したはずの、人造人間の私ですのに……」

「僕も不思議さ」

　ベルファルドは目の前の仏塔パゴダを見上げながら呟つぶやいた。

「初めて会うはずなのに、まるで前世から君と、恋人同士だったような気がする」

「まあ……」

「もしかして、肉親ってこんなもんかも知れないな。ハルミさん、聞いてよ。僕にはね、肉親ってものがいないんだ」

「でも、ベルファルドさんには、確かお母様が──」

「ああ、あの人はね、本当は、代だい理り母ぼ……」

「え？」

「血の繫つながりはないの。ただ、子宮を借りただけ……。僕はあの人のお腹の中で育ったというだけでさ、本当の父親も母親も、わからないの。どこでどうしているんだろうね？　そりゃ、あの人は僕にとっては大切なママだけど、母さんっていうのとは、なんか違うんだよ。こんな気持ち、宇宙で僕にしかわからないよね」

「私……なんだかわかるような気がします。やはり肉親というものを持たない、人造人間の私には──」

「そう？　よかった」

　微笑むベルファルド。

「僕もなんだか、ハルミさんのことが本当のお母さんって気がしてきたよ。これってマザコンかな？」

「さあ……」

「ま、いいや。なんだかどうでもよくなってきちゃった。こんな僕だもの、何ど処この馬の骨か本当にわからない。ブリンゴやレイジが、僕を毛嫌いするのもわかるさ。そんな僕を、一時でも自分の身内として扱ってくれた、ジャスティ大おおお祖じ父いさんには、だから感謝してるのさ。さ、湿っぽい話は、これまでだ。象にでも乗ろうか、ハルミさん」

「え、ええ……。いいですね」

　イサーンの首都であるノイエ・バンコックには街角のいたるところに象がいた。野良象もいれば、象遣いが観光客を乗せるための象もいる。料金は十歩ほど歩いて百バーツと馬鹿高いが、まあ記念撮影用と割り切れば法外なものではない。街頭には餌である『象煎せん餅べい』を売って、喜捨を集める煎餅売りもいた。

「おや？」

　と、ベルファルドは奇妙な光景に目を留めた。

「人垣が出来ているよ」

「誰かが、象に絵を描いているようですよ」

「本当だ」

　一人の若者が、巨大な象の体に絵具で絵を描いているのだった。その側で、象遣いがおろおろしている。

「あれは──」

　と、ベルファルド。

「シズマくんだ……」

　シズマ・ウエキ・タイラーは托鉢僧の恰好をしていた。不思議に似合う。街中で象を見ているうちに、突然芸術の神が降りて来たらしい。一心不乱に、描き続ける。人々はそれを、息を吞のんで見詰める。

「凄すごい……」

　とベルファルド。

「いつもながら、シズマくんは天才だな」

「人造人間の私には、芸術はよくわかりませんけど……宇宙がそこに出現しているのはわかります」

「なんだ、ちゃんとわかってるじゃないか」

　やがて──、
















　人々はその象に向かって、一斉に平ひれ伏ふしたではないか。

「ブッダの象だ……」

　呟くベルファルド。

「ブッダの象が、シズマくんの筆を借りて、イサーンに降こう臨りんした……」

　思わず、仏教徒でなくても手を合わせてしまう。

「シズマく～ん!!」

　手を振る。

「やあ！」

　絵具だらけの顔で振り向き、微笑ほほえむシズマ。

「ベルファルド……」

「君の兄さんは？」

「はぐれちゃった」

　とシズマ。雑踏に紛れてしまったらしい。

「いまごろ、心配しているかな……」

「じゃ、一緒に探してあげよう」

　ベルファルドはひょいと、ブッダの象に跨またがった。

「あ──!?」

　ハルミ[image: ]には一瞬、そのベルファルドの背中に、後光が差して見えた。




「あんたに力を、お貸ししたい」

　と、ディナーを食べながらスンヴィーチャイは言う。

「俺に？」

　と、スレイ。

「はい。私だっていつまでもこんな、辺境惑星のお山の大将で満足してはおれませんからな。あんたという奇き貨かを得た以上は、それを足掛かりに、中央進出を──」

「評価してくださるのは嬉しいが、今の俺には、何もありませんよ」

「いいや、ありますよ。あんたには飛び抜けた度胸と並外はずれた実行力がある。いずれも私には欠けているものです」

「そこまで言われちゃ、悪い気はしねえが……」

　ガイ・ヤーン（焼き鳥）を手摑みで口に運ぶ。

「お味はいかがかな？」

「悪くない……はずだ」

　しかし、味はしない。

「手始めに、あんたにやって頂いただきたい仕事がある」

『おいでなすったぞ』

　と、スレイはプラティープに目配せした。

『どんな仕事だろうと、今はお受けなさい』

　と、プラティープは眼で促うながした。

『今のあなたがメジャーになるには、それしかありません』

「消して欲しい漢おとこが、おりましてな」

『要するに俺は、体ていのいいヒットマンかい……』

　哀しかった。

「あんたのライバル？」

「ええ」

　頷くスンヴィーチャイ。

「アロワナの、養殖業者でしてな……」

　と、彼は後ろの水槽を指差しながら、言った。

「これよりも大きな紅龍を、次の品評会に出品しようとしておる」

「なるほど……」

　やれやれ、どうやら俺の価値は、魚一匹にも及ばないらしいな。

「しかし、奴の紅龍は、違法でしてな」

「アロワナに、違法も合法もあるのかい？」

「ありますよ。総すべてのアロワナに義務付けられている、固体識別用のマイクロチップを埋め込んではいないのです」

「はあ……」

「そいつを殺して、ついでにそいつの養魚場に、毒を流し込んで欲しいのです」

「はあはあ……」

「引き受けるんですよ！」

　プラティープが耳打ちした。

「情けないのは、わかります。しかし、チャンスです!!　この一歩から、始まるんですよ！　今は恥を忍ぼうじゃありませんか……」

「わかりました……」

　スレイは、折れた。

「そうか。それは嬉しい！」

　スンヴィーチャイは、手を叩いた。

「次の料理を、お出ししろ!!」

　次の皿から料理のランクが、グッと上がった。

『値踏みしやがって……』

「我が慢まんですよ、我慢……」

　必死に囁ささやく、プラティープ。彼も正念場だ。

「我慢してください！　情けなくて泣きたいのは、私も同じなんです!!」

　と──、

　開いたドアから、一匹の仔犬が駆け込んで来た。

「プット！」

　それを追って、ノーイも。

「あ……」

　プットは料理の皿に飛び乗り、肉を掠かすめ取った。

「うぬ！」

　椅子を蹴って立ち上がる、スンヴィーチャイ。

「この恩知らずめが!!」

　やおら、ノーイを打ち据えた。倒れた少女の顔を、さらに踏ふみ躙にじる。

「親なしのおまえを拾って、食わせてやった恩も忘れて──!!」

「親なし……」

　その言葉が、スレイの忘れていた心のスイッチに触れた。

「役立たずめが!!」

　スレイの脳裏に、とある光景が鮮烈に蘇よみがえる。




「この穀ごく潰つぶしめらが！」

　職員の拳げん固こが、スレイの頰にめり込んだ。

「飯が不ま味ずいだと！　もう一遍言ってみろ!!」

「何度でも言ってやるさ」

　と、床に倒れながら少年スレイは言った。

「政府から出ている育成金の額は俺だって知ってる。まともに分配すれば、もうちょっと、マシな物を出せるだろうって言ったんだ！　てめえらの中間搾取さえなけりゃな！」

「生意気な！」

　と、職員たちは寄ってたかって、彼を足あし蹴げにした。

「この役立たずの親なしが！　誰のおかげで生きていられると思ってる!?」

「てめえらのお陰じゃねえってことだけは、確かだな……」

　ボコボコにされながらも、なお言うスレイ。

「この野郎！」

　さらに、『矯正棒』で殴なぐられた。

「再教育だ！　来い!!　反省室に叩き込んでやる！」

「くっ!!」

　スレイの手が、食事用のナイフに伸びた。

「真っ平だ！」

　肉も満足に切れない鈍にぶい切っ尖さきが、それでも職員の背中に深々とめり込んだ。




「私が犬が嫌いなのを、あれほど知っておって──」

　スンヴィーチャイは謝ろうとするノーイをさらに蹴倒し、少女の手から怯えるプットを引ったくった。

「こうしてやる！」

「あ──!!」

　スレイが叫ぶよりも早く、仔犬を摑んだスンヴィーチャイの手は動き、辣椒紅龍の水槽に頭から投げ込んだのである。

「プット……」

　二メートルを超えるアロワナは、瘦せこけた仔犬をひと吞みにして平然としている。まるで栄養の足しにもならないという顔だ。

「プラティープよ……」

　テーブルクロスを摑んだスレイの手が、ぷるぷると小刻みに震えた。

「これも我慢か……？」

「いえ……」

　とプラティープ。

「御み心こころのままに……」

「耳を貸せ」

　囁ささやく。

「──な」

「やりましょう」

　プラティープは、頷いた。




「イツマは、どこへいったかな？」

　今はブッダの化け身しんとなった象の背中で、ベルファルドは呟つぶやいた。

「ここからなら、すぐ見付けられると思ったんだがな……」

　ベルファルドとシズマ、それにハルミ[image: ]を乗せたブッダの象の後を、ぞろぞろぞろぞろ、人々が拝みながら続く。

「気分がいいね、ベルファルド」

　と、彼の前でシズマは言った。

「みんなが、僕たちを拝んでいるよ」

「そうだね」

　微笑むベルファルド。

「君の才能に、乾杯！」

「ねえ、ベルファルド」

　と、シズマは尋ねた。

「僕のこと、好き」

「好きさ」

　と、ベルファルドは言った。

「君だけは、僕のことを本当の友だちと、言ってくれたからね……」




「昨ゆう夜べの馳ち走そうの、ささやかなお礼です」

　と、スレイは言った。

「俺の専属コックの腕も、見てください」

「ふむ……。なるほど……」

　スプーンをひと匙さじ掬すくって、スンヴィーチャイは目を細めた。

「悪くはない……。なかなかのトムヤムプラーじゃ」

「俺の、ほんの気持ちですよ」

　ニヤリと嗤わらって、スレイ。

「では、昨日の話も──」

「ええ」

　頷く。

「もちろん……鄭てい重ちように、お断りしますよ。俺にもプライドってものはある。あんたの下で、魚以下の扱いを受けるつもりはねえ。舐なめんなよ！」

「な──!?　なんだと!?」

「まあ怒りを鎮めて、そのスープを全部飲みなよ」

「おのれ……若造！」

　その時、スンヴィーチャイの歯が、何かをガリッと齧かじった。

「おや？」

　何気なく、それを舌の先に出す。

「なんじゃ、こりゃ……」

「へ、入ってたかい。じゃあやっぱり合法だったんだな」

　とスレイ。

「あんたの辣椒紅龍は……」

「え──!?」

　スンヴィーチャイは、その異物をまじまじと見た。

「こ、これは固体識別用、マイクロチップ！」

「当たり!!」

　とスレイ。

「世界一金のかかった、トムヤムプラーだぜ」

　スンヴィーチャイは慌あわてて振り向いた。自慢の水槽は空だった。

「隠し味は、犬だ。あらかじめ食わしておくところが、まあコツかな」

「ぐ──!!」

「おっと、激怒する前に、まだメインディッシュが残ってるぜ！」

　スレイが指を鳴らす。プラティープが蓋付の皿を持って現れた。

「本日のメインディッシュでございます……」

　蓋を取ると巨大アロワナの兜かぶと煮にが、虚うつろな眼でスンヴィーチャイを睨にらんでいた。

「う、卯ぎゃああああああああああああああ────────ッ!!」

　のたうち回る、スンヴィーチャイ。

「私のアロワナが！　私の辣椒紅龍がァ────────ッ！」

「あばよ、魚じじい」

　スレイは手を振った。

「悪いな、プラティープ。またあの貧乏ホテルに逆戻りだぜ」

「なんの！」

　プラティープは晴ればれとした表か情おで言う。

「あの固いベッドの方が、この糞屋敷よりなんぼかマシですよ」

「ノーイ！」

　スレイは少女を呼んだ。

「一緒においで。ここよりはもうちょっとマシなところへ行こう！」

　瘦せっぽちの少女は、諾だくとして頷いた。










　第五章　ギナンドロモルフ




「申し訳ございません……」

　と、キリヒト・アキヅキは深々と頭を下げる。

「私の責任です」

「いや、僕のせいさ」

　とイツマ・ウエキ・タイラーは言った。さすがに笑顔ではない。

「シズマから目を離した、僕が責められるべきだ……。それ以前に、この惑星に彼を連れて来ることを許可したのはそもそもこの僕なんだからね」

「地元の警察にも捜索を依頼してはいるのですが、なにぶん……」

「そんな些さ細さいなことには関わっていられないと、彼らは言うのだろう」

「はい……。近く、大規模なシンジケートの手入れがあるようですね。そのために警察は、猫の手も借りたい忙しさなのだそうです」

「やはりこの惑ほ星しに来たのは間違いではなかった……」

「しかし、シズマ様は──」

「あれはあれで、けっこう強運の持主なのさ」

　とイツマは言う。

「この兄が言うのもなんだが、僕などよりよほど、ジャスティ大おおお祖じ父いさまの血を引いている。誰からも好かれるし──。よほどのことがないかぎり、彼を傷つけようなどという者は現れまい」

「そう信じたいですな。取り敢えず、捜索の増援は呼びました」

「しかし、三日はかかるのだろう？」

「遺い憾かんながら──」

「イサーンは銀河有数の蝶の産地だ。この惑星で、珍しい蝶を採集するのを楽しみにしていたんだがな……」

「幻まぼろしの、オベリスクシジミですか」

「うん。是ぜ非ひコレクションに加えたかったが……」

「シズマ様が最後に目撃された時は、象の上でした。旅行者と一緒だったそうです」

「その旅行者を見つけ出すのが、早道か……」

「はい」

「皮肉だか、シズマはタイラー家の人間だと知られないことを祈るのみだな。ただの、風変わりな絵描きだと……」

「はい。あのお方に膨ぼう大だいな身代金の価値があることを知られては──」

「ま、いざとなればこの惑星の一個や二個が買える額、僕は惜しまんがね」

「シズマ様の画家としての才能には、確かにそれだけのものがございますからな」

「わかってないな、アキヅキ……」

　イツマは冷笑した。

「僕がシズマを愛しているのは、彼の才能を惜しむからではないんだよ。それは、彼の画才は卓たく抜ばつしている。しかし、僕はたとえ彼が絵を描かない、ただの知的障害者だったとしても、同じように、いや、今よりもっと彼を愛しただろう。むしろ彼の才能は、僕が彼を愛するためには邪魔なのだ。どうしてもあの才能に嫉しつ妬としてしまうからね……。僕は彼を愛する。一族の誰からも愛されなかった彼のことを、一族の期待を一身に集める僕が愛するのは、奇妙なことだと思うか？」

「いえ……」

「理由はある。彼だけが、本当の僕をわかってくれる……。皆がどれだけ、シズマを邪険にしたか想像に難かたくはあるまい。彼は常に、一族の汚お点てん扱いだった。僕という存在の代償のようにさえ言われ続けてきた。しかし、僕は知っている。彼の笑顔が、どれほど側そばにいる者の心を慰めてくれるか……。彼にクリエイティヴな才能があることがわかってから、そしてそれがどうやら金になるらしいということがわかってから、人々の彼に対する評価は変わった。しかし、それは彼の本質に全然関係ない。連中はただ、金の稼げる厄介者として見ているだけだ。金の卵を生むガチョウとして……。本当は、そんなこととは関係なく、彼は素す晴ばらしいのに──!!」

「浅せん薄ぱくでした……」

　アキヅキは頭を下げた。

「イツマ様が、それほど深くシズマ様のことを想っていらっしゃろうとは……」

「シズマは相手によって、態度を変えない」

　と、イツマは言った。

「僕にはない美点だ。誰にでも優しい……。そんなシズマの素晴らしさをわかっているのは、一族でも僕と、ジャスティ大お祖父さまだけだった……。いや、もう一人いたな……。彼も一族の、厄介者扱いされていたが──」

「ベルファルド様ですね」

「そうだ。あの叔母の連れ子は、いつもシズマと遊んでくれた。お互い邪魔者同士だったせいもあるが、それだけじゃない。ベルファルドはことによると僕と同じくらい、シズマのことを愛していた。。彼の才能など関係なしに──」

「人徳でしょうか？」

「確かにベルファルドには人徳がある。皆は気付いてはいないが、シズマに好かれていたというのが、その証拠だ。シズマは嫌いやな相手にも笑顔は向けるが、決してそれ以上のことはしない。シズマの人を見る目は確かだよ。あるいは僕以上にね」

「イツマ様がそうおっしゃられるのでしたら──」

「ともかく、捜せ」

　とイツマは席を立った。

「足を棒にして捜せ。草の根を分けてでも!!　僕も捜す。蝶捜しも、スレイ捜しも、総すべてはそれからだ！」




「面おも白しろいねえ、ベルファルド」

　と、シズマは一瞬描く手を止めて、微笑ほほえんだ。

「みんなが、立ち止まって見ていくよ」

　道一杯に才能を開化させながら、シズマは思う存分に健けん筆ぴつを振るっている。そこには今まで誰も見たことのない『仏』が、姿を現そうとしていた。

　シズマには、逸いつ話わがある。

　養護学校で、最初に絵筆を与えられた時、イツマはその最初のひと筆を、画用紙から三十センチはなれたテーブルの上に下ろした。先生は彼を叱った。

「でも──」

　と、彼は言った。

「ここから描きなさいって、神様の声が言ったんだよ……」

　彼のアートは、一度として画用紙やキャンバスの中に収まったことなどない。多くは、保管さえ不可能なものだった。いつかの年のクリスマスケーキの中に入っていたドライアイスに描かれたキリスト像は、翌朝には煙となって消えてしまったが、イツマに言わせると、それが未だに弟の最高傑作なのだそうだ。

「シズマは、画材を選ばない。選ばなさ過ぎる……」

　シズマに画才があることがわかってから、イツマは絵を描くことをやめた。

「恥ずかしくて──」

　と、『凡才の兄』は言う。

「それに、お互いが絵のことで影響し合うのは、好ましくない。僕の下へ手たなアドバイスが、シズマの筆ひつ勢せいを殺し、つまらなくしてしまう」

　のだそうだ。

「それにしても、よく次から次へと、そんなに湧わいてくるもんだね」

　と、感心しつつ呟くベルファルド。

「この惑ほ星しには、いっぱいイメージが漂っている……空気の中に」

　と、シズマは言う。

「僕は、それを摑まえるだけ……」

「きっと、そうなんだろうな」

　ベルファルドは頷いた。

「僕には見えない、君にだけ見える何か──」

「ベルファルドさん」

　ハルミ[image: ]が、囁いた。

「警察が来ます」

「まずいよ。彼らにはこの芸術が……わかりっこないか」

　それに現れつつある仏の姿の壮大さがわかるだけに、ベルファルドは焦った。警官たちは群衆を蜘く蛛もの子のように追い散らしてから、

「ここは落描き禁止だぞ」

　と、銀河標準語で言った。

「落書きは、百万バーツの罰金だ」

「払うよ」

　と、ベルファルドは即座に言った。とはいえ、彼にそれだけの金がある訳ではない。

「キサラ大叔母さんに頼んで、払って貰うよ。あの人はきっと払ってくれるさ」

「保証します」

　とハルミ[image: ]。

「だから、この絵を完成させてやって欲しい。ここ二日間でも、最高傑作になりそうなんだ。もしかすると、この星に観光名所がもうひとつ増えるよ」

「あちこちに落書きして歩いている旅行者というのは、貴様らだな」

　一人がシズマの袈け裟さに手を掛けた。

「来い！　文化財破損の現行犯で、ぶち込んでやる!!」

「やめろ!!　シズマに手を出すな！」

　ベルファルドは叫んだ。

「遺跡や仏像には、描いてない！　殺風景な道路やコンクリートの壁しか選ばなかったはずだ。シズマがそんなこと、するものか!!」

「じゃあ……」

　にやにや笑いながら、もう一人の警官が警棒を抜いた。

「落書きしたってことは、認めるんだな……」

　警棒が唸うなりを上げて、ベルファルドの後頭部に打ち下ろされた。

「あ──!?」

　崩れるように膝ひざを付くベルファルド。

「ベルフアルド!!」

　キッとなって警官を睨にらむシズマの、襟髪を引っ摑むようにして、

「来い！」

　と、警官が引っ立てようとした。

　その腰に、意識朦もう朧ろうとなりながらも、懸命にタックルするベルファルド。

「シズマくん……」

　無我夢中で、叫ぶ。

「逃げろ！」

「ベルファルド……」

「こいつ!!」

　さらに痛撃を与えようとする警官に、

「おやめなさい！」

　と稲妻のような素早さでハルミ[image: ]が反応した。

「あなたが殴なぐろうとしているのは、いずれ宇宙を手に入れるかも知れないお方ですよ……」

　警棒を持った警官の手首を、細いハルミ[image: ]の腕が摑んだ。

「う──!?」

　警官は仰ぎよう天てんした。押せども引けども、摑まれた腕は万まん力りきで挟はさまれたかのように動かない。

「この女アマ！」

　もう一人の警官が殴りかかろうとするのを、

「無駄です！」

　と、ハルミ[image: ]は右手で警官の手首を摑んだまま、左手で薙なぎ払った。

「う……」

　払われた特殊合金製の警棒は、まるでレーザーメスででも切断されたように、スッパリと真っ二つになって路上に転がる。切断面に映る自分の顔に、警官は仰天した。

「次に転がるのはあなたの首かも知れませんよ」

　と、左手の爪つめを見せながら、威い嚇かくするハルミ[image: ]。その爪は、いつの間にか十五センチばかり伸びていた。

「お試しになります？」

　その間に、シズマは逃げた。ベルファルドに言われた通り、素直に逃げた。脱だつ兎との如ごとく、走れば早いシズマ。

「あ、待ってください……」

　呼びかけるハルミ[image: ]。

「シズマさん！　そっちは危ない!!」

「シズマ……？」

　警官の一人が首を捻ひねった。

「じゃああれが、シズマ・ウエキ・タイラーか？」

「それが何か？」

「家族から、捜索願いが出されているんだ。さては──」

　警官は、勘かん繰ぐった。

「貴様らが、誘ゆう拐かいしたのか!?」

「濡れ衣ぎぬです！」

　抗弁するハルミ[image: ]。

「僕らは、ただ……」

「言い訳は、署で聞こう！」

「ベルファルドさん」

　ハルミ[image: ]が、彼を見た。

「強行突破しますよ。いいですね？」

「仕方ないね……」

　やれやれという表情の、ベルファルド。

「任まかせる」

「任されました」

　ハルミ[image: ]はそれぞれたったの一撃で、二人の警官を路上に昏こん倒とうさせた。

「殺しちゃいないね？」

「峰打ちです。ただ、態度が気に喰わないので、手加減はしませんでした。骨くらいは折れたでしょう……」

「アンドロイドでも、そういうのってあるんだ」

「それはありますわ！」

「シズマを邪険に扱ったのが、そんなに気に触った？」

「違います!!」

　真っ赤になって、ハルミ[image: ]は抗弁した。

「あなたのことを殴ったからですよ……ベルファルド……さん」

「おい……」

　少し離れた場所でその一部始終を見ていたイサーン人の男が、その相棒に耳打ちする。

「聞いたか？」

「聞いたとも」

「シズマ・ウエキ・タイラーだとよ」

「あの風来坊の絵描きが、タイラー家の人間だったとは……」

「そうよ。それも、シズマ・ウエキ・タイラーときたぜ」

「知ってるのか？」

「知らないでか！　ハンディキャップを持った天才画家として著名だ。あいつの描く絵は、最低でも一億バーツは下らねえって聞くぜ」

「詳しいな」

「どうやら俺たちにも、ようやく運が巡ってきたぜ」

「そのようだ……」

　二人は足早に、その場を立ち去った。




「困ったことになりましたわ、イツマ・ウエキ・タイラーさん」

　ボニー・リトラ・カーライル警視正は目の前の端正な若者を見た。

「あなたとこうして、お近付きになれたことは心から嬉しく思います。しかし、ただでさえ多忙を極めるその時期に、あなたの弟さんのことで我々は、さなきだに少ない手勢を割さくことを余儀なくされています。はっきり申し上げましょう。迷惑です」

「正直に……どうも……」

　イツマは苦笑した。

「しかし、いずれタイラー家からは、そのことに関する正式な謝罪と、それ相応の埋め合わせがあることとは思いますよ」

「当然ですわ！」

　相手が誰でも、猛然と嚙み付くリトラ女史の態度は、イツマにはむしろ好ましく思われた。

「ですがそれも──」

　と、アキヅキ弁護士が釘を刺した。

「シズマさんが無事に戻れば、という条件付きですがね」

「わかっています……」

　憮ぶ然ぜんとして、リトラ警視正。

「それより、私の部下が二名ほど、タイラー家の縁戚の方に負傷を負わされました。一人は左肩甲骨骨折、もう一人は左肘ひじ関節脱だつ臼きゆう。いずれも戦線離脱を余儀なくされています」

「その点に関しても、誠に申し訳なく思います」

　と、微み塵じんも表情を変えずにイツマ。いや、口元にはうっすらとではあるが冷笑すら浮かべていた。

「しかし、おそらく彼らに非はないでしょう。僕はイーサン・ベルファルド＝タイラーのことをよく知っていますが、彼は無闇に暴力を振るったりはしない人間ですよ。よほど、その警官の態度が肚はらに据えかねたのでは？」

「仮にそうだとしても、同行の女性型アンドロイドが暴行を加えたということは看かん過かできませんわ。アンドロイドが人間に暴力を加えたとあっては、単に暴行傷害、公務執行妨害だけでは片付きません！　当方としては、断固スクラップ処置を要求します」

「リトラ……警視正？」

「は？」

「あなたもしかして、女子校の出身ではないですか？」

「い、いきなり何を言い出すのかと思えば……」

「いやね」

　微笑みながら、イツマは言った。

「僕の知り合いに、女子校の寮長だった人がいましてね……。その女ひ性との物言いが、気味悪いほどあなたにそっくりなのですよ。やたらと女性の権利を主張して、鼻持ちのならない奴だったが……彼女は確か今、どこかの会社で日夜お茶汲みにコピー取りにと、精を出しているはずですよ」

「ま──!!」リトラ警視正は絶句してしまった。

「やたらと女子校の内情にお詳しいのですね……」

「ええ、まあ……」

「確かに私は、名門ホワイトリリー女史学院の寮の出身、しかも寮長を二期務めました。しかし、それとこれとは──」

「やめましょう」

　と、巧みにはぐらかすイツマ。

「今はそれより、シズマを取り戻すのが先決です。何より、こうして犯人から身代金要求の脅迫状まで届いてしまった以上はね……」

　テーブルの上に、一通の脅迫状がある。つい三時間前、イツマの滞在するホテルのフロント宛に届けられたばかりの、タイプ打ちの脅迫状が──。

「私はシズマを取り戻すためならば、手段を選びませんよ。それだけは、断固として宣言しておきます。あなた方に、現状で望み得る限りの最大の協力を期待かつ要求します。タイラー家の、名に懸けてね」

「え、ええ……」

　理性を取り戻すリトラ警視正。

「しかし、我々の置かれた状況も察していただきたいのです。ただでさえ、ドン・レオ・スレイという厄介者が、この惑ほ星しに現れて往おう生じようしている上に、誘拐事件まで──」

「スレイがね……」

　と、彼女を見るイツマ。

「彼にお逢いになりましたか？」

「はい、つい一昨日……」

「彼のファースト・インプレッション（第一印象）はどうでした？」

「大物ですね」

「やはりそう見ますか？」

「ええ、大物です。今はそうとしか言えません」

「僕とどっちが？」

　戯たわむれに、イツマは尋ねてみる。

「それは──」

　首を傾かしげる、リトラ警視正。

「難しい、御質問ですわね」

「そうですか……」

「全身から滲にじみ出る威圧感、人間としての迫力では、彼が上です」

「でしょうね」

　頷く。

「僕もそう思いますよ」

「ですが──」

　と、ここからリトラ警視正の真しん骨こつ頂ちようであった。

「一見人当たりがよさそうに見えてその実、蛇へびのように執念深くねちっこい嫌いやらしさでは、あなたの方が断然上ですわね」

「それは……どうも……」

　微笑みで応こたえるイツマ。

「あなたは、真の女性の敵です。どんな野や卑ひな男より、ある意味で女性の敵ですわ」

「光栄……ですな」

　帽子を直す。

「あなたのような真の美女に、そう言っていただけると……。あなたに惚ほれてしまいそうだ、冗談抜きに……」

「失礼します！」

　猛烈な勢いで、リトラ女史は席を立った。

「後で連絡は寄越します。この事件に相ふさ応わしい、無能な男を！」

　猛然とドアを閉め、彼女は去った。

「まあ、頑張ってる方かな」

　と、イツマは言った。

「いい気張り具合だ。だけどあれじゃ、長続きしない。もうちょっとで、本当の僕の好みになれるのに──」

「辛しん辣らつですな」

　とアキヅキ弁護士。

「あなたにかかると、大たい抵ていの才さい媛えんは形無しですからな。どうしてそう、女性に関しては点が辛いのですか？」

「当然だろう」

　と、平然とイツマは言った。

「女性であることへの甘えは、たとえそれがどんな形であっても、僕は断じて赦ゆるさない。本人が、そのことを意識していようと、いまいと……」

「ふう……。私は男でよかった」

「勘違いするな。女性だけじゃない。僕は、甘えた女と同じくらい、男だというだけでのうのうとしている男も認めない。男であるという、ただそれだけのジェンダー（性差）に安住している奴を見ていると、むらむらと殺意すら覚えるんだ」

「あなたの口から『殺意』などという言葉を聞くとは意外な気がします」

「滅めつ多たに口にしないだけだ。いつも思ってる……」

「ほほう……」

「安心しろ。君は合格点だ。そういう者しか、僕は身近に置かない。そう言う意味では、スレイより暴君かも知れないぞ」
















「私もなんだか、そんな気がしてきました」

「ま、いいか。今はそれより、当面の問題を片付けるとしよう」

　イツマはテーブルの上の、脅迫状を取り上げた。

「犯人はいくら要求している？」

「十億バーツです。約二千八百万ギガタイラスですな。この惑ほ星しの平均的労働者の、百年分の所得に相当します」

　極めて事務的な口調で、アキヅキ弁護士は言った。

「連中としては、ふっかけたつもりなのでしょうな」

「払ってやろうじゃないか」

　イツマは脅迫状の文面を読みもせず、握り潰つぶした。

「タイラー家の人間を本気にさせたその代償が、たったの十億バーツでいいのなら、いくらでも払ってやるさ」

『犯人も気の毒に……』

　と、アキヅキは思った。

『イツマ様が、本気になられた。もう私にも、どうにもならない』




「さあ、紙と筆を持って来てやったぞ」

　と、幽閉したシズマに、僅わずかな食糧とともに画材を投げ与える犯人たち。

「ただ助けを待っているのもなんだろう。俺たちのために、絵を描いてはくれんかな？　おまえがそうしてくれると、俺たちは随ずい分ぶんと助かるんだよ。当然、おまえもな」

「いやだ」

　と、絵筆には手も付けず、ふくれるシズマ。

「誰が描いてやるもんか。ぜったいに、描かないぞ」

「ようく、考えるんだな……」

　と、二人組の犯人の一人が言った。

「時間は、たっぷりあるんだからよ」

「こんな小さな紙には、描けないよ」

　シズマは言った。

「それに、あれほどいっぱい浮かんでいたアイデアも、ここではさっぱり浮かばない。この部屋には、いいイメージがないよ……。漂っているのは、暗い……泣き叫ぶようないくつもの声と、引き裂かれるような、心の叫び……それだけさ」

「ほう、わかるのかい？」

　と、銃を構えたもう一人が言った。

「絵を描かなきゃただのうすのろかと思ったが、案外そうでもねえんだな。確かにおめえの言う通り、このアジトにはな、内戦時代に虐ぎやく殺さつされた幾つもの怨おん念ねんが籠こもっているのさ。その中には、俺たちの親兄弟もいるんだぜ。そいつを感じるとは……霊感ってやつかい」

「かわいそうだよ……」

　シズマは言った。

「みんな痛くて、泣いているよ。かわいそうだ、かわいそうだ……」

　自みずからも、泣く。

「だったら──」

　吐き棄すてるように、最初の一人が言う。

「そいつを絵にしな！」




「うまいところに、アジトを築いたものですな」

　と、その大湿原を見ながらアキヅキは呟いた。

「確かにここは、難攻不落です」

「ここは内戦時代のゲリラ司令部があった所でしてな。当時の地雷原が手付かずで、そっくりそのまま残っているんです」

　と、リトラ警視正に代わってこの事件の担当となった、ゴメス警部補が言った。

「そこの一本道以外は、どこに地雷が埋まっているのか皆目わからない。警官隊を踏み込ませようにも、死し屍し累るい々るいですからな……。撤去作業にはとてつもない金がかかるし、現在のイサーンの財政では、とてもとても……」

　苦り切った表情で、煙草を揉もみ消した。一本道は、大人一人がようやく通れるほどの幅しかない。そこから一歩でも踏み外はずせば、対人対戦車入り混じった各種の地雷がたちまち牙きばを剝むく。

「現金は、用意しました」

　とアキヅキ。

「現地通貨では、この量になってしまいます……」

　大きなトランク二個分であった。

「持てますか？」

「なんとかね」

　と、イツマ。

「なるほど、十億バーツの根拠がわかった……。持ち運べる上限の量だ。しかも、これを持って来る人間は、両手が使えないという訳か」

「途中でその鞄かばんを、ちょっとでも地面に置こうものなら、たちまちドカンですよ」

　ゴメス警部補が注意した。

「向こうに辿たどり着く頃には、くたくたという訳だな」

「ええ、まったくこの地雷原は、厄介ですよ」

「いいこともあるさ」

　と、イツマは言った。

「見ろ！」

　大湿原は、見渡す限りの蝶、蝶、蝶であった。

「人間が足を踏み込めないものだから、ここは蝶のサンクチュアリになった。皮肉なものだが、ここはずっと、このままで残しておくべきだと思うな」

「イツマさん……。あなたという方は──」

　こんな時でも、蝶を愛めでる心のゆとりがあるのかと、キリヒト・アキヅキは思った。

「イサーンタイマイ、プシュケージュウモンジアゲハ、ネレウスヒイロタテハ、ウラナミコムラサキ……珍種揃いだ。この湿原には、とても金銭などには換算できない価値がある」

「そうですね……。ゆっくり鑑賞している暇がないのが惜しまれますよ」

「道中、蝶を見ながら行くなら、それもまた愉たのしからずやだ」

　イツマは両手に身代金の入ったトランクを提げた。

「さあ、行こうか」

「待ってくれ！」

　不意に誰かが声をかけた。

「そいつを届けるのは、僕の仕事だ!!」

「ベルファルド……」

　振り向くイツマ。

「責任は僕にある！」

「犯人は、僕に一人で来るように言っている」

「しかし──」

「それに、ここは僕にとっても重要なことだ」

　有無を言わさぬ口調で、イツマは言った。

「僕がどれほどシズマのことを愛してやれるのか、それを自分で確かめたい……」

「駄目だ。駄目だ！」

　ベルファルドはほとんどイツマに喰ってかからんばかりであった。

「君はタイラー家にとって必要欠くべからざる人間だろう。君にもしものことがあれば、何万人の人間が路頭に迷うと思ってる!?　そこいくと、僕は……要いらない人間だ。最後にひとつくらい、大恩あるタイラー家の役に立ってから、いなくなりたい……」

「勘違いするな、ベルファルド」

　と、イツマは微笑んだ。

「僕は死にに行くんじゃないぞ」

「でも……」

　ふと、ベルファルドはイツマのただならぬ様子に気付いた。「イツマ……相当に具合が悪いんじゃないのか？」

　額ひたいに手を当ててみる。

「やっぱり、熱がある」

「安心しろ」

　と、無理して笑うイツマ。

「別に不調じゃない。いつものことさ。周期的に、僕はナーバスになる。今回はそれにたまたま、この星の風土の変化が重なっただけだ」

「でも……」

「そうか。やっとわかったよ、ベルファルド」

　不意にイツマは、晴ればれとした表情になった。

「君が、誰に似ているのか……」

「何を言ってる？」

「君か、僕か、それともスレイかだ」

「意味わかんないぞ」

「わからなくてもいいよ、今は──」

　そのベルファルドの前髪に一匹の小さな蝶が止まった。

「や──!?」

　途端に快かい哉さいを呼ぶイツマ。

「こんなことって、あるんだなあ……」

「どうしたの？」

「セラストリナ・エウニンフォプテラ……。幻の、オベリスクシジミだ」

「伝説の……幸運を呼ぶと言われている？」

「そうさ。それも……」

　細心の注意を払いながら、そっと、自分の小指に移し変えるイツマ。

「ギナンドロモルフだ」

「ええっ!?」

　仰天する、アキヅキ。

「何万分の一の、確率です？」

「何億分の一、だな」

　とイツマ。

「これは幸先がいい」

「ギナンドロモルフって、何？」

「見てごらん」

　その開長三センチにも満たない小さな蝶を、イツマはベルファルドの顔先に近付けた。

「あ……」

　蝶には素人しろうとの、ベルファルドにさえわかる。そのオベリスクシジミは、右の翼が輝くエメラルドグリーンで、左の翼は燃えるようなルビーレッドだった。

「ギナンドロモルフ……雌し雄ゆう嵌かん合ごう体たい。この蝶は、体の半分が雄で、もう半分は雌なのさ。自然は時に、とてつもない悪戯いたずらをする。この蝶にとっては迷惑な話さ。普通の蝶より目立つから、生き残りにくい。仮に生き残れたとしても、子孫は遺のこせない……」

「でも──」

　と、ベルファルドは瞳ひとみを輝かせて言った。

「でも、綺き麗れいだよ。とても綺麗だよ、イツマ。この蝶には、生まれてきた意味があるよ。立派な意味が──」

「ありがとう……ベルファルド」

　イツマはうっすらと微笑んだ。

「ついて来るなよ」

　両手に鞄を持ち、地雷原の中の一本道を進む。彼の背中はたちまち、無数の蝶の中に粉れた。




「来たぜ」

　と、銃を構えた犯人の一人が言った。

「おまえの、兄貴がよ」

「わかってたさ」

　と、震えながら、シズマは言った。

「イツマ兄ちゃんが、僕を見殺しにするはずがない……」

「大した兄弟愛だ」

　へらへら笑いながら、もう一人が振り向いた。

「おう、そっちの絵も、完成したようだなあ……」

　アジトの壁一面に描かれた、壁画を見る。

「大したもんじゃねえか……。こいつを見るだけでも、はるばる地雷原を越えて来るだけの価値はあらあ」

「まったく……」

　目を見張る。

「いい絵だなあ……」

「ああ、俺たちになら、この絵の価値はわかるぜ」

「ここから動かせねえのが、癪しやくと言えば癪だがよ──」

「停とまれ！」

　イツマに向けられる、銃口。

「その金をこっちに放り投げて、おめえは地雷原を、歩いて帰かえりな」

「シズマは無事か？」

「ああ。ここにいるぜ」

　銃を突き付けたままのシズマの姿を、ちらと見せる。

「俺たちが無事に逃げられたら、返してやらあ」

「兄ちゃん……」

　泣きそうな顔の、シズマ。

「シズマ……おまえ！」

　イツマは犯人たちの声を無視して、つかつかとアジトに駆け寄った。

「おまえたち!!」

　表情が一変する。

「シズマに何をした!?」

「なあに……」

と、とぼける犯人。

「暇だったもんで、絵を描いて貰っただけさ」

「見せろ！」

　アジトの中に足を踏み入れ、壁を見て愕がく然ぜんとなる。

　殺さつ戮りく、殺戮、殺戮！　壁一面に描かれた、殺戮──!!

「貴様ら……これを描くことを、シズマに強要したのか？」

「べ、別に強要した訳じゃないぜ……」

「そうさ。そいつが、勝手に──」

「赦ゆるさん……」

　絞り出すように唸うなったイツマの声が、果たして犯人たちに聞こえたかどうか……。

「くわあ！」

　唸りながら飛びかかる、イツマ。いつもの理性を完全に逸いつしていた。

「貴様ら!!　シズマに醜みにくい情念を見せたな！　美しい物だけを見ていたシズマに──!!」

　怒りに任せた凄まじい一撃が、犯人の一人の鼻柱に加えられた。

「死んだくらいでは償つぐなえないぞ!!」

形相凄すさまじく顔面を連打する。返り血を浴びて、イツマは凄せい惨さんな表情となった。

「おまえたちの罪は、罪は！」

「動くな！」

　もう一人が、シズマの頭に銃口を突き付けた。

「もう、それくらいで勘弁してくれや……」

　犯人たちは、イツマのあまりの剣幕に正当防衛を主張したかったろう。

「兄ちゃん……」

「シズマ……」

　思わず我に返るイツマを、

「この野郎！」

　と、組み敷かれていた犯人が、下から押しのけようとした。

　その拍子に──、

　犯人の手が、イツマの胸に触れた。

「え──!?」

　ありようのない感触に、犯人の血だらけの顔が一瞬、呆あつ気けに取られる。

「お、おまえは……」

「くっ！」

　イツマのパンチが、犯人の顔面にめり込み、

「女……」

と一言残したまま、そいつは気を失った。

「こ、こいつ……」

　もう一人はシズマを抱かかえたまま後ずさりする。

「女だと!?」

　銃爪トリガーに指を掛けたまま、そいつは叫んだ。

「女なら……見せてみろ！」

「見たけりゃ、見せてやる」

　シズマが失神していることを確かめてから、イツマは言った。

「別に、出し惜しみするほどのものでも、ないからな……」

　無む造ぞう作さにスーツの前をはだけるイツマ。意外にたわわな、胸だった。

「どうだい？　綺麗だろ……」

　微笑む。

「だが、こいつを見られた以上は……君を生かしておく訳には行かないな」

「何を言ってやがんでえ！」

　犯人は嘲あざける。

「こっちには、人質がいるんだぜ」

「それがどうした？」

　構わずずいっと、間合を詰める。

「僕に恥をかかせたね。その罪、死んで詫わびろ」

「へっ……」

　唾つばを吐く犯人。

「女とわかれば、こっちにも……。それに、存外いい体してやがるぜ。こうなりゃ後先考えずに、犯やってやらあ！」

　シズマを離して、彼は飛びかかろうとした。

　が──、

　彼の体は、宙に浮いただけだった。その足は飛び上がったまま虚むなしく空中で足あ搔がくだけで、いつまで経っても床に届く気配すらない。

「気持ちはわかるがな……」

　と、そいつの襟首を摑んだまま、巨漢は言った。

「節操なさにも、限度ってもんがあらあ。みっともねえぜ、おめえ」

「スレイ！」

　叫ぶイツマ。

「どうして、ここへ──!?」

「最初から、ここにいたさ」

　と、スレイ。

「金がなくなっちまって、安ホテルも追ん出されてなあ……。仕方なく、この誰もいねえ小屋で夜露を凌しのいでたのに、急に騒がしくなっちめえやがって……」

「は、離せ！」

　じたばたと暴れる犯人を、

「ならねえ」

　と、睨み付ける。

「てめえは弱い者いじめ、したからな」

　無造作に犯人を頭の上に持ち上げたとみるや、そのまま窓の外に放り投げた。

「ああああああああぁぁぁぁぁ─────ッ!!」

　悲鳴の最後は、地雷原の爆発音と重なった。

「しっかし、驚いたぜ……おめえがまさか……」

「イツマ!!」

　そこへ飛び込んで来る、ベルファルド。

「あ……」

　当然ながら彼も、真正面から見てしまった。

「イツマ……君は……」

「そうさ」

　寂しく微笑みながら、イツマ。

「だけど僕は、女じゃない。いや、女ですらないのさ……。体は女、心は男……。肉体の性と精神の性の不一致に悩む、ギナンドロモルフという訳さ」

　落ちていたジャケットを素早く拾い上げ。無造作に羽織る。その恥じらいのなさは、確かに男性のメンタリティーだった。とはいえそれが、とても絵になるのである。

「二人とも……」

　イツマは言った。

「誰にも言うなよ。喋ったら、殺す──」

　その迫力に、二人はただ黙って頷くしかなかった。










　第六章　彷徨さまようＤＮＡ




「キリヒト、ここだここだ」

　プラティープがカウンターから手を振るのを認めたアキヅキは、彼の隣のスツールに腰掛けた。

「さすが、おまえの昔むかし馴な染じみの店だけあって、貧乏臭いな」

「何言ってやがる。おごった回数じゃ、俺の方が多いぜ」

「それは認めよう」

　とアキヅキ。

「しかし、たかった回数でも、おまえの方が断然多い。おまえは気前のいい時は頼まなくても自分からおごるくせに、なくなると途端に俺に無心しやがる。トータルじゃ、俺は損のしっ放しって訳さ」

「そういう細かいことを気にするから、おまえはいつまで経たっても二流なんだ」

「三流に言われたかない……。しかし、こうしておまえと一緒に飲むのは、何年ぶりかな……」

「ひょっとして、学生時代以来か……」

「お互い、いいクライアントを見付けたって訳だ」

「ああ」

　二人は再会を祝して、まずは乾杯。

「今度は、お互いのボスをどっちがよりビッグにできるかで、競争だな」

　とプラティープ。

「ああ。当然俺の、二連勝だ」

「ちょっと待て！　前の時も、俺は負けた覚えはねえぞ!!」

「だから、まだ決着は付いてない」

　アキヅキはブランデーグラスの氷を転がしながら言った。

「今回のレースで勝った方が、当然自分もより出世しているだろうから、しめて二連勝ってことさ」

「しかし今のところ、こっちは大きく水を開けられているからな……」

　悔くやしそうに、プラティープは言った。

「とにかくスレイはあの通りの豪ごう放ほう磊らい落らくだが、金に関しては、妙に清せい廉れんなところがあってな」

「資金不足、か……」

「ああ。とにかく金がねえ」

「そう言うと思ってな」

　懐ふところから封筒を取り出すアキヅキ。

「これを、うちのクライアントから、おたくの大将に──」

　小切手だった。

「十億バーツある」

「なんだ……シズマさんの身代金と同額じゃねえか」

「だからその金は、スレイに貰える権利がある。細ささやかなお礼だそうだ」

「敵に塩を贈ったつもりか？」

「イツマ様の懐具合からしたら、そんなもの、贈ったうちにも入らんよ」

「よし、有り難く貰もらっておいてやる」

　と、小切手をポケットにしまうプラティープ。

「その代わりと言っては何だが、今日は俺のおごりだ」

「くくく……」

　自然と笑いがこみ上げてくるアキヅキ。

「ちっとも変わらんなあ……。悲しいくらいに──」

「ところでおまえのクライアント」

　新しいボトルを注文しながら、プラティープ。

「明日にもイサーンを離れるのか？」

「ああ。当然俺も、だから今夜はこうして、おまえと飲み明かしに来た」

「もうちょっと、観光していけばいいのに……。この惑ほ星しにだって、いいとこはいっぱいあるぜ」

「あの蝶のサンクチュアリを見たら、満足されたそうだ。それに、ヒルンに行くそうだ」

「ヒルン……あの、名前とは裏腹に夜ばっかの惑星か？」

「そうだ。ヒルンに、大切な用があるらしい」

「あの星に、そんな基幹産業があったかな？」

　首を傾かしげるプラティープ。

「あの星は、保養惑星で病院しかないぞ。おたくの大将、どこか悪いのか？」

「さあ……。どこも悪くないはずだが──」

「ヒルンなら、知ってるよ」

　と、カウンターの中にいたバーテンが、二人の会話に口を挟はさんだ。

「銀河で数少ない、性転換手術を公認している惑星だ」

「性転換？」

「ああ。うちの常連客で、クラブハウスのニューハーフショーに出演している連中も、みんなヒルンで手術を受けているからね」

「まさか──」

　イツマの秘密を知らないアキヅキは笑い飛ばした。

「イツマ様に限って……。きっと、ボランティアで新しい病院を建設なさる、その下見さ」

「だろうな……」

　二人はそれきり、その話題を忘れた。

「さあ今日は、久々に思う存分開けるぞ！」

「俺の金でな……」




「手術!?」

　唐とう突とつなイツマの話に、スレイは仰ぎよう天てんした。

「手術って、変わっちまうのかよ。男に？」

「そうさ」

　頷うなずくイツマ。さんざん悩んだ末に、自分なりに出した結論であった。

「もともと、僕の心は男……。もっと早くに、理想を言うなら体が第二次性徴を迎える前に、転換手術を受けるべきだった。そうすれば、心と体とのギャップに、悩むこともなかった……」

「女を、捨てちまうのかよ!?」

「ああ。今回のことで、ふんぎりも付いた。女を捨てることに、未練はない……」

　イツマの決意は、固い。

「でも……」

　ベルファルドが言った。

「なんだか、勿もつ体たいないね」

「俺もそう思う」

　頷くスレイ。

「なあ、考え直せ、イツマ」

「君たちには、わかるまい。男の心が、女の体であり続けることの、その耐えられなさに──」

「そりゃ、俺たちはノーマルだからよ……」

「逆なら、まだよかった……」

　と、イツマは呟つぶやく。

「女の精神は、男の肉体にまだしも耐えられる。しかし、男の精神は、凌りよう辱じよくされるのではないかという恐怖には……うっ!!」

　イツマは激しい嘔吐感を覚えた。

「イツマ！」

「大丈夫!?」

「案ずるな……」

　イツマは言った。

「いつものことだ。体と精神が嚙み合わないのは──。こんなことは、しょっちゅうだ。肉体的に女であることを認めざるを得ない時、僕の精神は激しい失調を来す……。こんな体は、もう嫌いやだ」

「わかる……いや、わからないけど、わかってやりたいぜ」

「そういうのも、迷惑だ」

　きっぱりと、イツマは言った。

「僕はヒルンへ行って、手術を受ける。そして、君たちに同情されない体になってやる。たとえ、表面だけでもね──」

「わかった」

　重く、ゆっくりと頷くスレイ。

「そうしな……。そして、お互いの負おい目めのない、ライバル同士でいようぜ。これからもよ……」

「そうだね」

　微笑ほほえむイツマ。

「これからも、手加減なし、容赦なしで頼むよ」

　握手して、イツマは席を立った。

「ここの勘定は、僕が持つ……それにしても──」

　スレイが食い散らかしたテーブルを見て、肩を竦すくめた。

「この気取った店で、よくそれだけ食べたもんだ」

「済まん……」

　と、手を合わせるスレイ。

「ここんとこ、ロクなものを食ってなかったんだ」

「クラブハウスサンド二十二人前、ホットドッグ十七本、メロンパフェ十杯、チョコレートパフェ八杯、クリームソーダ十六杯、コーヒー七杯、ロイヤルミルクティー九杯、ミックスナッツ十三人前、ホットミルク七杯、ナタデココ三杯、コーヒーゼリー五杯、梅昆布茶……」

　いちいち数えるベルファルド。

「これなら最初から、イサーン料理店にでも行った方が早かったよ」

「だから、これから行くんだ」

　と、涼しい顔で言うスレイ。

「ベルファルド、付き合え！　もちろん、おまえのおごりでな」

「ハルミさんも、誘っていい？」

「いいとも。俺もノーイを連れて行く……」

　そう言ってスレイは、半分だけ食べずに残してあったホットドッグを、紙ナプキンに包んで懐に入れた。

「こいつは、お土みや産げだ……」

「じゃ、僕は失敬するよ」

　カードで勘定を済ませ、店を出るイツマ。

「おう。いい『男』になれよ！」

「ありがとう……」

　店を出たイツマは、その半開放式のカフェをもう一度だけ見た。

「次に会う時は、お互い敵かな……」

　ふと、店の前に停まったエアカーに目がいく。イサーンでこんな立派なクルマに乗れるとしたら、それはホテルのオーナーか、それとも──、

「スレイ！　ベルファルド!!」

　イツマは叫んだ。

「逃げろ！」

　エアカーの窓から、軍用無反動誘導ロケットのランチャーが覗いていた。

　次の瞬間、店内が焰ほのおの噴流に包まれる。

「スレイ！」

　イツマは駆け出しながら、ジャケットの下に隠したホルスターから、ベレッタ社の小型レイガンを抜いた。カートリッジ式で、火薬の爆発力をそのままビームに変換するタイプだ。それをエアカーに後部ガラスに向け、撃つ。

　命中したものの、特注の防弾ガラスになっているらしく、黒いウインドウには小さな白濁が生じただけだ。

「ＶＩＰ対応か……」

　不意にその彼の横を、凄まじい勢いで擦すり抜けて躍り出た影がある。女め豹ひようのようなその影は、一瞬だけイツマを見て微笑んだ。

「お下がりください、イツマ様……」

「ハルミ[image: ]か──!!」

「はい。お任せを……」

　ハルミ[image: ]は逃げようとするエアカーに追い付き、バンパーを摑んだ。急発進しかけたエアカーは一瞬、ほとんど直立した。ハルミ[image: ]そのまま車体ごと、エアカーを路上に叩きつける。濛もう々もうたる粉ふん塵じんが、ハルミ[image: ]の姿を一瞬覆い隠した。

　ロケットランチャーを投げ棄てた男が転まろぶように逃げようとするのを、イツマは正確に狙ねらいすました一撃で倒した。もう一人は暫しばらく車内に身を潜め──馬鹿や臆病者にはできない芸当だ──時間差を置いてクルマから飛び出し、逃げかける。しかし、一発の銃声が轟とどろき、彼を路上に撃ち倒した。

「馬鹿野郎……」

　と、コルトのアンシェントマグナム──パイソンの完全限定復刻版、ただし実包だけは遥はるかに強力──を構えながら、ゆっくりと現れるリカルド・ゴメス。

「スレイは俺の、獲え物ものだぜ」

　と、煙の立つ銃口を見ながら嘯うそぶく。

「た、助けてくれ!!」

　最初にイツマに脚を撃たれた男が、道路に仰向けになったまま、ホールドアップの姿勢で呻うめく。

「何でも、喋るから……」

　その顔を両足で挟むようにして立ち、レイガンの銃口を額ひたいに向けるイツマ。

「イツマさん!!」

　ハルミ[image: ]が叫んだ。

「殺しては、いけません！」

「わかってる。誰の依頼だ」

「か、カンパニーの」

「それだけわかれば充分だ。よくも僕の友だちを──」

「た、助けて……」

「スレイ、しっかりしろ!!　スレイ！」

　まだ収まらぬ噴煙の中から、ベルファルドの声が聞こえる。

「死ぬな！　スレイ!!」

「駄目だ……」

　冷たく微笑む、イツマ。

　銃爪トリガーを絞った。

「スレイ！」

　ゴメスが真っ先に、駆け付けた。

「生きてるか!?　俺がワッパをかけるまででいい、もってくれよ！」

「や、やあ……」

　ベルファルドの膝の上で、力なく微笑むスレイ。

「ゴメス警部補……」

「警視だ」

　と、泣きながらゴメス警視。

「誘拐事件を解決したら、何な故ぜか二階級特進した」

「けっ……よく言いやがる……」

　微笑んで、夥おびただしい血を吐くスレイ。

「てめえは何もしちゃいめえによ……。それにしても、階級の一定しねえ野郎だぜ。今度会う時は、警視正かな、それとも巡査かな？　へっ、今度という今度は……不死身のスレイも駄目らしい……」

「喋るな！」

　と、ようやく駆け付けたイツマ。

「なにせ、全身に破片を浴びちまったからよ……」

「ベルファルドは？」

「僕は大丈夫……」

　とベルファルド。

「スレイが咄とつ嗟さに、突き飛ばしてくれたから──。ねえ、スレイは助かるよね。助けてよ！」

「助けるさ」

　と、イツマ。

「最高の医師団を、付けてやる！」

「イツマ……」

　半なかば失神した状態で、呟つぶやくスレイ。

「イツマ……捨てるな。女を……捨てるな……」

「スレイ……」

「女であることから……逃げる……な。てめえは……輝いてた……ぜ……」

　気を失う。

「スレイ!!」

「救急車を！」

　とゴメス警視。

「応急処置なら、私が──」

　ボロボロの服で現れるハルミ[image: ]。しかしその玉肌には、傷ひとつない。

「ハルミさん……」

　と、彼女を見るベルファルド。顔は黒焦げだが、過か擦すり傷きず程度だ。その煤すすまみれの頰を、涙が伝った。

「スレイを助けてよ。僕の血を使ってよ！　いや、血だけじゃない。骨でも、内臓でも、いいや、皮膚でも、使えるところは全部使っていいから!!」

「はい……。では、まず血液型を──」

　てきぱきと応急処置をしながら、ハルミ[image: ]。

「なるほど……」
















　それを見ながら、イツマは頷いた。

「女であることも、確かに美しいな……」

「イツマ様！」

　そこへ動転して駆け付ける、アキヅキ。

「お怪け我がは!?」

「アキヅキか……」

「はい……。あの……大丈夫ですか？」

「ヒルン行きは、中止だ」

　イツマは、静かに言った。

「取り敢えず、やることが出来た」




「なんて体だ……」

　と、ゴメス警視は感心もし、呆あきれもし、驚きもしたが何よりも喜んだ。

「あれだけの破片を浴びて、一命を取り留めるとは──。やはりおまえに引いん導どうを渡すのは、俺しかいない……」

「応急処置がよかった」

　と、医師団の長は言った。

「それに、その時彼に血をくれた青年……。彼は皮膚はもとより腎臓の一部まで提供してくれたというじゃないか」

「ベルファルドには、感謝しています」

　とイツマ。

「おかげで、僕は終生のライバルになるかも知れない漢おとこを、失わずに済んだ……」

「ベルファルドは？」

　キサラが尋ねた。

「麻酔で眠っています。なにしろ、八〇〇ccも輸血しましたから……」

　とハルミ。

「やれやれ、これだけ人間がいて、スレイと同じ血液型がベルファルドだけとはね……」

「しかし、恐るべき体力です」

　と医師団長。

「まさに彼は不死身と言っても過言ではありますまい。常人なら、即死している。彼は生命力そのものが桁違いですな。そう、まるで生まれながらのサイボーグのようでしたぞ……。ああ、そうだ、キサラ様……ちょっと……」

「あたしかい？」

　意外そうに医師団長を見るキサラ。

「こちらへ──。ちょっと、お耳に入れたいことが……」

「なんだろう？」

「スレイと、ベルファルドさんのことです」

　ドアを閉めながら、医師団長。

「二人の関係は、どうなっているのです？」

「どうって……」

　キサラは言った。

「あかの他人だよ」

「とてもそうは、思えません」

　医師は分厚いデータファイルを手渡しながら言った。

「腎移植に際し、適合かどうかを調べるために二人のＤＮＡタイプを鑑定しました。そのデータです」

「何かあったのかい？」

「なんと二人のＤＮＡの半分が、一致しました」

「おやまあ」

　と驚くキサラ。

「もしやと思ったが、恐ろしい偶然ってえのはあるもんだよ」

「偶然などというレベルではあり得ません！」

　声を荒げる医師団長。

「二人は本当に、他人なのですか？」

「肉親だと言いたい」

「肉親どころか──、端たん的てきに申し上げましょう。二人は遺伝子的には、大部分同じと言っても過言ではないのです。それほど二人のＤＮＡは酷似している。もっとはっきり言いましょう。二人は『親子』です。この一致は、それ以外にはあり得ません！」

「馬鹿も休みやすみにお言い」

　キサラは一笑に付した。

「二人の生年月日を見たろ。同おない歳どしの親子なんて、あるかい？」

「そんなもの、どちらかの受精卵を冷凍保存しておけば、いくらでも可能です」

「なるほど……で」

　キサラは医師団長の蒼白な顔を見上げた。

「スレイとベルファルドと、どっちがどっちの親おや父じだい？」

「はい……」

　団長は頷き、言った。

「精密鑑定の結果、イーサン・ベルファルド＝タイラーが、ドン・レオ・スレイの父親という結論に、我々は到達致しました」

「そうかい……」

　キサラは暫しばらく考えていた。

「御苦労だったね」

「こんなことが、あり得るのでしょうか？」

「あり得るよ」

　とキサラ。

「間にもう一人入れれば、充分にあり得るよ……」

「その人物とは？」

「考えるだに、恐ろしい……」

　キサラは手を組んだ。

「まったく、糞親父！　あんたがいちばんの悪党だよ!!」

　ファイルの束を投げ返す。

「全部、消去しとくれ!!」

　キサラは叫んだ。

「このことは、然しかるべき時が来るまで、絶対秘ひ匿とくだよ！　いいね」





『謀略トライアングル』了












　次回予告付きあとがき




「そうだよ」

　と、老タイラーはベルファルドを見ながら言った。

「実のところ、君は全然本命ではなかった。はっきり言って、スレイに対する対抗馬でしか──。しかし、いまや私の中で、君への評価は鰻うなぎ昇のぼりだ。今では君が本命とさえ言える。なにしろ、君は私自身なのだからね……」

「そんなのって……」

　ベルファルドは、未来の自分かも知れない老人を前に言葉を詰まらせた。

「そんなのって、ないと思います……。たとえコピーでも、別の魂たましいが宿った以上は、僕の人生は、一回こっきりの、オリジナルですから……」




　お待たせしました。最後の『無責任シリーズ』を、ここにお届け致します。




「この惑ほ星しの大掃除だ」

　と、冷笑を浮かべつつ、イツマは命じた。

「報復……なんてセンチメンタルなもんじゃない。焼き払え！」




　三人の主人公は、僕の中ではまったくの『等価』です。




「決裂だな……」

　と、スレイは言った。

「これではっきりした。その一点はどうしても譲れねえ以上、今日からは──悲しいけど──敵だぜ！」




　誰が銀河の覇権を握るのか、今の段階ではまだ決めていません。




「十一歳の時に……？」

「そうだ」

　と、ゴメス警視は頷うなずいた。

「十年前の別荘で起きたその夜の事件が、彼女の人生を変えてしまった……。俺たち男には、想像するしか手立てがねえ」

「残酷だな」

　と、スレイ。

「俺は、考えてみればひどい男だった……」

　そう言って、自分にまとわりついてくるノーイを見た。

「このくらいの時にか……。辛つれえな、鏡を見せられるようなもんだ」




　全部で何冊になるかはわかりませんが、最後まで宜しくお付き合いくださいますよう、切にお願い申し上げます。




「おまえは失敗作だったようだ。とんだ期待外はずれだったよ、ドン・レオ・スレイＤＬ─78……」

「そうかな……」

「ああ。失敗だとも。感情の設定が過多だった。だが心配するな。貴様という個体が失敗に帰そうとも、おまえの兄弟たちの誰かが、必ずや目的を果たす。タイラー家の牙が城じようを崩すという、我々の悲願をな！」

『声』は冷徹に響いた。

「舐なめんなよ……」

　スレイは低く唸うなった。

「俺に言わせりゃ、俺だけが成功だ。他は全部、感情を持たない木で偶くじゃねえか!!」

「なに──」

「安心しろ。俺が全部、壊して回ってやるよ。忌いまわしい、最終ロットども……」




　そうそう、イメージキャストは、ええと……。

　　スレイ……………関　智一（森川智之・可）

　　イツマ……………高山みなみ（緒方恵美も可）

　　ベルファルド……辻谷耕史（譲れん！）

　かな？

　ハルミ[image: ]は当然、岡本麻弥さんしかないとして……。




「だからな」

　と、スレイは言った。

「俺はどうやら、惚ほれちまったみてえなんだ」

「誰に？」

　イツマは尋ねた。

「この鈍感……なんて言葉を、俺に言わせんなよ」

　苦笑するスレイ。

「ま、仕方ねえか……」




　では、『無責任三国志』次巻『冷たい三角関数』に、請う御期待ください！




「やっとわかった……」

　ベルファルドは達観し切った微笑ほほえみとともに呟つぶやいた。

「僕に為し得る最高のことは、この茶番に幕を下ろすだけってことが──」

「ま、待て！　ベルファルド!!」

　スレイは叫んだが、遅かった。

「早まるな！」

「さよなら、スレイ」

　ベルファルドは、総すべてを貪どん欲よくに吸収するカオス細胞のタンクに、自みずから身を躍らせた。

「楽しかった……」

「ベルファルド──────ッ!!」





Ｃｏｍｉｎｇ　Ｓｏｏｎ！












無む責せき任にん三さん国ごく志し①




謀ぼう略りやくトライアングル








吉よし岡おか　平ひとし
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